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*
注
記
・

-
論
文
中
の
写
真
に
つ
い
て
転
載
す
る
場
合
は
斯
道
文
庫
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

清

輔

本

古

今

集

考

補

遺

は
じ
め
に

古
今
集
の
伝
本
研
究
の
一
環
と
し
て
古
筆
切
の
集
成
を
初
め
て
行
わ
れ

た
の
は
久
曽
神
昇
氏
で
あ
る
。
氏
は
『
古
今
和
歌
集
綜
覧
』
(
昭
ロ
刊
)

の
成
果
を
手
始
め
に
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
(
昭
お
、
お
刊
)
の
「
資

料
編
」
に
多
く
の
切
の
集
成
を
収
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
「
研
究
編
」

に
も
多
数
の
古
筆
切
の
図
版
を
掲
げ
ら
れ
た
。
氏
に
は
近
時
、
御
所
蔵
の

古
筆
切
の
図
版
に
解
説
を
加
え
ら
れ
た
『
古
筆
切
影
印
解
説
I
古
今
集
編
』

(平
7
刊
)
も
あ
り
、
こ
の
分
野
で
の
功
績
は
絶
大
で
あ
る
。

ま
た
、
小
松
茂
美
氏
の
『
古
筆
学
大
成
』
(
平
1
刊
)
は
か
つ
て
な
い

規
模
の
古
筆
切
及
び
古
写
本
の
集
成
で
、
図
版
の
鮮
明
で
見
や
す
い
こ
と

ー

I
 

T's'' 

上

新

良日

と
相
侠
っ
て
後
学
を
稗
益
す
る
こ
と
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
間
に
あ
っ
て
、
伊
井
春
樹
・
高
田
信
敬
両
氏
編
『
古
筆
切
提
要
」

(
昭
印
刊
)
は
稿
者
の
よ
う
な
初
学
に
も
古
筆
切
を
扱
う
こ
と
を
可
能
に

し
た
ま
こ
と
に
有
難
い
存
在
で
あ
っ
た
。

稿
者
の
よ
う
に
古
筆
切
資
料
を
自
ら
発
掘
、
集
成
す
る
能
力
の
な
い
者

に
は
、
こ
れ
ら
先
学
の
集
成
さ
れ
た
成
果
を
利
用
さ
せ
て
頂
く
の
み
で
、

拙
稿
「
清
輔
本
古
今
集
考
(
上
)
(
下
)
」
(
「
斯
道
文
庫
論
集
」
お
幻
平
4

3
、
5
・
3
)
に
お
い
て
清
輔
本
古
今
集
諸
本
を
取
り
上
げ
た
際
に
も
、

末
尾
に
内
裏
切
第
一
種
(
「
古
筆
学
大
成
」
の
分
類
に
よ
る
)
に
つ
い
て

若
干
の
考
察
を
試
み
た
の
み
で
あ
っ
た
。
内
裏
切
は
小
松
氏
の
分
類
に
見

る
通
り
数
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
坊
間
見
か
け
る
も
の
の
中
に
は
、
小
松



氏
の
十
三
種
の
分
類
以
外
の
切
も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
り
、
中
に
は
定
家

本
系
か
と
思
わ
れ
る
も
の
ま
で
内
裏
切
と
称
し
て
い
る
場
合
が
あ
る

)
O

そ
れ
ら
を
系
統
的
に
集
大
成
し
、
各
々
の
本
文
系
統
を
明
ら
か
に
す
る

の
は
一
朝
一
夕
で
は
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。

内
裏
切
以
外
で
も
、
清
輔
本
系
統
の
頭
脚
注
を
有
し
て
、

一
見
し
て
清

輔
本
(
も
し
く
は
顕
昭
本
)
と
判
明
す
る
切
も
多
い
。
た
だ
し
、
御
家
切

の
よ
う
に
清
輔
本
と
一
部
似
た
勘
物
を
有
す
る
も
の
も
あ
り
、
あ
る
い
は

勘
物
の
み
清
輔
本
系
統
か
ら
転
載
し
た
場
合
も
あ
り
、
本
文
の
検
討
も
不

可
欠
で
あ
る
。
従
っ
て
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
切
が
集
成
さ
れ
な
い

限
り
本
文
系
統
を
云
々
す
る
こ
と
は
危
険
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
清
輔
本
特
有
の
勘
物
や
新
院
御
本
と
の
校
合
を
有
さ
な
く
て
も
、

清
輔
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
場
合
も
あ
る
。

右
衛
門
切
は
早
く
か
ら
そ
の
本
文
が
清
輔
本
系
統
に
属
す
る
と
指
摘
さ

れ
て
来
た
が
、
古
筆
切
の
集
成
整
理
が
進
め
ば
そ
の
他
に
も
清
輔
本
系
統

と
判
明
す
る
古
筆
切
が
出
て
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
際
、
目
安
と
し
て
、
早
く
久
曽
神
氏
が
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
」

で
指
摘
さ
れ
た
、
内
題
の
下
に
部
立
を
改
行
し
な
い
で
書
く
方
式
は
清
輔

本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
判
別
方
法
は
有
効
で
あ
る
)
。
稿
者
も
旧

稿
で
、
こ
の
書
式
は
恐
ら
く
通
宗
本
よ
り
清
輔
本
が
引
継
い
だ
形
式
で
、

古
今
集
諸
本
中
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
述
べ
た
が
)
、
現
在
も
そ
の

考
え
は
変
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
外
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
近
時
話
題
を
集
め
た
新

発
見
の
伝
公
任
筆
本
は
一
行
書
方
式
で
あ
る
が
、
そ
の
本
文
は
清
輔
本
成

立
以
前
の
も
の
と
認
め
ら
れ
、
清
輔
本
と
何
ら
関
係
の
認
め
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
気
付
い
た
も
の
と
し
て
は
、
伝
為
氏
筆
因
幡
切
も
一
行
書
方

式
で
あ
る
が
、
清
輔
本
で
は
な
く
、
定
家
本
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

逆
に
、
部
立
を
改
行
す
る
通
行
の
書
式
を
と
り
・
な
が
ら
、
清
輔
本
系
統

と
思
わ
れ
る
古
筆
切
も
稀
に
存
在
し
て
お
り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
伝
為

家
筆
北
野
切
は
そ
の
例
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
は
旧
稿
の
落
穂
拾
い
と
し
て
清
輔
本
古
今
集
に
関
わ
り
が

あ
る
古
筆
切
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
全
て
に
わ
た
る
こ
と
は
稿

者
の
よ
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
、

一
、
内
裏
切
第
一
種
と
密
接
な

関
係
を
有
す
る
古
今
集
注
、
二
、
右
衛
門
切
、
一
二
、
北
野
切
、

の
一
二
種
と

清
輔
本
古
今
集
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
伝
寿
暁
筆
切
の
計
四
種
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
本
文
校
異
を
掲
げ
る
際
に
用
い
る
諸
本
の
略
号
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
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清
輔
本

(ア)

天
理
図
書
館
蔵
片
仮
名
零
本
(
存
巻
十
二
l
二
十
、
零
)

静
嘉
堂
文
庫
蔵
榎
本
寛
親
模
写
本
(
存
巻
十
一
ー
ー
二
十
、
静
)

(ウ) (イ)

永
治
二
年
本
宮
本
家
蔵
伝
二
条
為
氏
筆
本
(
宮
)

仁
平
四
年
本
l
伝
本
な
し

付
、
憂
殊
院
蔵
本
(
存
巻
一

l
八
、
蔓
)

(エ)

保
元
二
年
本

a
、
尊
経
閤
文
庫
蔵
伝
清
輔
筆
本
(
尊
)
、
穂
久
週
文
庫
蔵
伝
世
尊

寺
経
朝
筆
本
(
存
巻
一
ー
十
、
穂
)
、
金
沢
文
庫
蔵
本
(
存
巻

一
ー
二
、
金
)

b
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
(
存
巻
十
一
ー
二
十
、
伏

一
、、_../

顕
昭
本

(ア)

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
旧
蔵
伝
顕
昭
筆
本
(
伏
)
、

天
理
図
書

館
蔵
伝
藤
原
家
隆
筆
本
(
天
)

(イ)

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
蔵
黒
川
本
(
黒
、
未
見
)

六
条
家
本
は
旧
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
清
輔
本
よ
り
派
生
し
た
伝
本
と

考
え
る
の
で
、
以
下
に
お
い
て
原
則
的
に
は
本
文
比
較
の
対
象
と
し
な
い

が
、
必
要
な
場
合
に
は
「
六
」
と
表
示
す
る
。

一
、
内
裏
切
第
一
種
勘
物
に
よ
れ
る
古
今
集
注
に
つ
い
て

内
裏
切
第
一
種
に
つ
い
て
は
、
田
島
智
子
、
小
松
茂
美
両
氏
の
集
成
と

検
誌
の
膜
尾
に
付
し
て
、
旧
稿
(
下

)
m頁
以
下
に
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
、
こ
れ
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
古
今
集
注
が
存
在
す
る
こ
と
に

気
付
い
た
。
そ
こ
で
そ
の
紹
介
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
管
見
に
入
っ
た

の
は
次
の
二
本
で
あ
る
。

財
団
法
人
青
山
会
蔵
(
四
六
)
本

古
今
和
歌
集
注
外
題

〔
江
戸
前
期
〕
写

冊

袋
綴
。
墨
流
表
紙
(
一
ヱ
ハ
・
八
×
二

0
・
一
糎
)
、
左
肩
打
付
書
「
古

今
和
歌
集
注
上
(
下
)
」
。
料
紙
、
斐
格
交
漉
紙
(
一
部
薄
葉
斐
紙
)
。
墨
付
、

上
冊
六
三
丁
、
下
冊
七
二
了
。
遊
紙
、
各
冊
前
後
各
一
丁
。
内
題
、
「
古

今
仮
名
序
注
」
「
古
今
和
詩
集
巻
第
一

春
寄
上
注
之
」
、
以
下
巻
次
を
逐

い
、
内
題
下
に
部
立
を
書
く
が
、
巻
第
十
一
を
除
き
「
注
之
」

の
文
字
は

な
い

0

・
な
お
、
真
名
序
注
は
末
尾
に
置
き
、
「
古
今
和
詩
集
序
注
之
」
と
あ

る
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序
や
和
歌
本
文
は
引
用
せ
ず
、
注
文
の
み
で
、
基
本
的
に
平
仮
名
交
り
、

上
下
二
段
書
に
な
っ
て
い
る
の
が
珍
し
い
。
字
面
高
さ
、
二
段
併
せ
て
約

二
0
・
五
糎
。
毎
半
葉
八
行
書
。

奥
書
な
し
。
印
記
な
し
。
丹
波
篠
山
藩
青
山
家
旧
蔵
書
で
あ
る
。

本
文
は
、
毎
半
葉
上
段
末
よ
り
下
段
初
に
続
く
の
で
は
な
く
、
各
巻
毎

に
一
、
二
、
三
と
朱
で
通
し
番
号
を
付
し
、
上
段
、
下
段
そ
れ
ぞ
れ
を
通

し
て
読
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
巻
第
一
は
、

上
段
、

一
、
四
、
六
、
八
、
九
、
十
四
、
十
八
、
十
九
、
廿
二
、
廿
四
、

廿
六
、
廿
八
、
廿
九
、
品
川
四
、
品
川
六
、
品
川
八
、
四
十
、
四
十
一
、
四
十
二
、

四
十
三
、
四
十
五
、
四
十
八
九
同

下
段
、
二
、
三
、
五
、
七
、
十
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
五
、
十
六
、

十
七
、
廿
、
廿
一
、
廿
一
二
、
廿
五
、
廿
七
、
冊
、
品
川
一
、
叶
二
、
品
川
一
二
、

叶
五
、
品
川
七
、
品
川
九
、
四
十
四
、
四
十
六
、
四
十
七
、
四
十
八
時

の
注
が
書
か
れ
て
い
る
。
古
今
集
本
文
が
原
則
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

な
い
た
め
、
ど
の
歌
、
ど
の
箇
所
の
注
か
一
読
わ
か
り
に
く
い
注
釈
書
で

あ
る
。

宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
(
伊
九
一
一
、

二
三
二
一
一
七
)
本

古
今
和
歌
集
註
外
題

〔
江
戸
中
期
〕
写

冊

袋
綴
。
標
色
艶
出
表
紙
(
二
七
・

O
×
一
七
・
九
糎
)
、
左
肩
、
題
接

「
古
今
和
歌
集
註
上
」
(
上
冊
)
、
別
筆
打
付
書
「
古
今
和
歌
集
註
下
」
(
下

冊
)
。
料
紙
、
格
紙
。
墨
付
、
上
冊
六
三
丁
、
下
冊
七
二
丁
。
内
題
、
「
古

今
仮
名
序
注
」
「
吉
今
和
謂
集
巻
第
一

春
豆
町
上
注
之
」
、

以
下
青
山
本
に

同
じ
。
書
式
は
青
山
本
に
同
じ
く
上
下
二
段
書
き
で
、
字
面
高
さ
、
約
二

一
了
五
糎
。
毎
半
葉
八
行
書
。

奥
書
な
し
。
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印
記
、
各
冊
巻
首
「
伊
達
伯
観
灘
間
図
書
印
」
(
方
形
朱
印
)
。

前
記
青
山
本
と
字
配
り
こ
そ
一
致
し
な
い
が
、
ほ
ぼ
字
詰
を
同
じ
く
し
、

墨
付
丁
数
も
一
致
す
る
。
「
マ
、
」
や
書
き
落
し
を
一
訂
正
す
る
本
文
の
補

入
、
入
れ
替
え
符
号
も
そ
の
ま
ま
一
致
し
、
全
同
と
言
っ
て
よ
い
。
互
い

に
誤
写
が
散
見
さ
れ
、
直
接
の
転
写
関
係
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
極

め
て
近
い
関
係
を
有
す
る
伝
本
で
あ
る
。

本
稿
で
は
原
則
と
し
て
書
写
年
代
が
古
く
、
書
写
態
度
も
丁
寧
な
青
山

本
で
論
ず
る
が
、
適
宜
伊
達
本
も
参
照
す
る
。

さ
て
、
本
書
は
古
今
集
両
序
及
び
全
巻
に
わ
た
る
抄
注
本
で
あ
る
が
、



注
目
す
べ
き
は
、
内
裏
切
第
一
種
の
勘
物
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
事
で

あ
る
。内

裏
切
第
一
種
の
頭
脚
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
勘
物
は
顕
昭
本
古
今

集
の
勘
物
を
取
捨
し
て
用
い
、
そ
の
他
に
『
顕
注
密
勘
抄
』
の
顕
注
に
よ

く
似
た
注
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
指
摘
が
あ
る
。

一
方
、
本
書
の
注
を
内
裏
切
第
一
種
勘
物
と
比
較
し
て
み
る
と
、
出
入

り
は
あ
る
も
の
の
、
特
に
『
顕
注
密
勘
抄
」
の
顕
注
に
似
る
語
釈
の
ほ
と

ん
ど
が
一
致
し
、
本
書
は
内
裏
切
第
一
種
勘
物
を
元
と
し
て
成
立
し
た
注

釈
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
内
裏
切
第

一
種
勘
物
の
抄
出
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

以
下
、
具
体
的
に
例
証
す
る
が
、
結
論
か
ら
言
、
っ
と
、
本
書
は
、
内
裏

切
第
一
種
勘
物
を
ま
ず
抜
き
出
し
(
但
し
、
全
て
で
は
な
く
、
短
い
数
文

字
程
度
の
も
の
は
省
略
す
る
こ
と
が
多
く
、
長
文
の
語
釈
も
時
に
欠
く
こ

と
が
あ
る
)
、
続
い
て
清
輔
本
古
今
集
(
保
元
二
年
本
と
思
わ
れ
る
)
， 
』

よ
り
勘
物
を
補
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
全
て
で
は
な
い
。
こ
の
補
遺
部

分
は
原
則
と
し
て
「
イ
」
と
注
記
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
最
初
か
ら
か
、

転
写
の
際
に
か
、
大
分
注
記
も
れ
が
あ
る
。

た
だ
、
惜
し
ま
れ
る
の
は
、
本
書
が
内
裏
切
第
一
種
勘
物
を
取
捨
す
る

際
、
そ
こ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
基
俊
本
と
の
校
異
を
か
な
り
省
略
し
た
形

跡
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
存
す
る
内
裏
切
第
一
種
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
基
俊
本
云
々
」
の
記
述
で
本
書
に
見
え
な
い
も
の
が
何
箇
所
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
、
本
書
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
基
俊
本
本
文
に

関
す
る
新
知
見
は
少
な
く
な
く
、
そ
の
点
貴
重
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ま
ず
本
書
と
内
裏
切
第
一
種
勘
物
及
び
清
輔
本
古
今
集
勘

物
(
尊
経
閤
文
庫
蔵
本
を
用
い
る
が
、
不
備
は
穂
久
週
文
庫
蔵
本
等
で
補

う
。
そ
の
場
合
一
々
断
ら
な
い
)
の
比
較
を
試
み
る
。
そ
の
関
係
の
例
と

し
て
、
内
裏
切
第
一
種
が
ほ
ぼ
完
存
す
る
巻
十
七
(
制

l
m、
そ
の
中
山

歌
よ
り
叩
作
者
ま
で
欠
)
を
と
り
あ
げ
る
。

以
下
巻
十
七
に
お
け
る
本
書
の
注
の
通
し
番
号
と
対
象
と
す
る
歌
の
新

編
国
歌
大
観
番
号
を
掲
げ
、
そ
れ
ら
が
内
裏
切
第
一
種
勘
物
(
「
内
」
と

略
称
)
、
清
輔
本
古
今
集
勘
物
(
「
清
」
と
略
称
)
の
い
ず
れ
を
出
典
と
す

る
か
を
一
覧
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
そ
の
場
合
、
い
ず
れ
か
明
ら
か
で

な
い
場
合
は
併
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
「
イ
」
と
あ
る
の
は
、
本
書
に
既

に
そ
う
あ
り
、
本
来
は
清
輔
本
古
今
集
勘
物
か
ら
補
っ
た
こ
と
を
示
す
注

記
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
漢
数
字
に
更
に

a
b
cを
付
し
た
の
は
、

注
が
更
に
細
分
化
さ
れ
、
出
典
を
別
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
、
制
清

二

a
、
制
清
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b
、
脳
内

廿
、
問
内
清

c
、
脳
内

廿

問
内
清

三、

mm
清

四
、
肌
内

以
上
に
よ
り
本
書
が
、
内
裏
切
第
一
種
勘
物
を
中
心
に
清
輔
本
古
今
集

勘
物
を
補
う
形
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

)
O

五
、
肌
清

以
下
、
具
体
的
に
比
較
し
て
み
る
。
最
初
に
本
書
、
次
に
比
較
の
た
め
、

六
、
山
内
(
基
俊
本
本
文
ノ
引
用
)

内
裏
切
第
一
種
ま
た
は
清
輔
本
古
今
集
の
勘
物
を
掲
げ
る
(
濁
点
等
私
意
)
。

七
、
間
内

本
書

八
イ
、
間
清

一
、
伊
勢
語
一
五

九
、
間
清

昔
お
と
こ
京
を
い
か
c
思
け
ん
ひ
が
し
山
に
す
ま
む
と
思
い
り
て

十
、
脳
内

す
み
わ
び
ぬ
い
ま
は
か
ぎ
り
の
や
ま
ざ
と
に
身
を
か
く
す
べ
き
や
ど

-40-

十
一
イ
、
脳
清

も
と
め
て
む

十
二
、

側
内
清

か
し
口
)
の
も
の
い
た
う
や
み
て
し
に
い
り
た
り
け
れ
ば
お
も
て
に
水

十
三
、

側
内
清

を
そ
冶
き
な
ど
し
て
い
き
い
で
、

十
四
、
附
清

わ
が
う
へ
に
云
、

十
五
、

山
川
内
清

j青

十

911 
内

伊
勢
語
云

十
七
、
山
内
清

む
か
し
を
と
こ
京
を
い
か
ず
思
け
ん
、
東
山
に
す
ま
む
と
思
い
り
て

十
人

間
内
清

す
み
わ
び
ぬ
い
ま
は
か
ぎ
り
の
山
里
に
み
を
か
く
す
べ
き
や
ど
も
と

十
九
、

925 
内

め
て
む



か
く
て
も
の
い
た
う
や
み
て
し
に
い
り
た
り
け
れ
ば
お
も
て
に
み
づ
そ
冶

き
な
ど
し
て
い
き
い
で
、

わ
が
う
へ
に
つ
ゆ
ぞ
を
く
な
る
あ
ま
の
が
は
|
|
』
と
あ
り

本
書

二
、
今
案
、
す
み
わ
び
ぬ
の
寄
如
一
一
後
撰
井
家
集
一
者
業
平
寄
也
、
然
者
此

寄
業
平
欺
、
件
物
語
不
レ
弁
一
自
他
一
以
一
夜
宜
一
書
交
叶
也
、
不
レ
可
レ
為
レ

証
欺・h

U思
ど
ち
と
は
思
ど
し
也
、
ま
と
ゐ
は
ま
わ
り
を
る
を
い
ふ

F
L
 

ゆ
た
け
く
と
は
ひ
ろ
き
を
い
ふ
、
又
お
ほ
き
な
り
と
い
ふ
こ
と
な
り

1青今
案
に
す
み
わ
び
ぬ
の
寄
知
ご
後
撰
井
業
平
集
一
業
平
寄
也
、
然
者
此
寄

も
業
平
欺
、
但
件
物
語
不
レ
弁
一
面
他
一
以
一
一
便
宜
一
書
交
者
也
、
不
レ
可
レ
為
レ

証
歎内思

ド
チ
ト
ハ
ヲ
モ
フ
ド
シ
ナ
リ
、

マ
ト
ヰ
ハ
マ
ワ
リ
ヰ
ル
ヲ
云
ナ
リ

ユ
タ
ケ
ク
ト
ハ
ヒ
ロ
キ
ヲ
イ
フ
、
又
ヲ
ホ
キ
ナ
リ
ト
云
事
ナ
リ

以
上
冒
頭
の
み
例
示
し
た
が
、
以
下
も
同
様
で
あ
る
。

従
っ
て
、
本
書
の
注
で
清
輔
本
古
今
集
に
見
え
ぬ
も
の
は
、
原
則
と
し

て
内
裏
切
第
一
種
に
よ
る
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
そ
れ
に
は
二
種

類
あ
り
、

一
は
『
顕
注
密
勘
抄
』
の
顕
注
に
似
た
語
釈
の
注
、

一
は
基
俊

本
古
今
集
の
本
文
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。

但
し
、
内
裏
切
第
一
種
勘
物
に
存
す
る
全
て
の
注
が
本
書
に
含
ま
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
内
裏
切
第
一
種
と
比
較
す
る
と
、
巻
十
七
の
範
囲

で
も
「
別
も
」
の
よ
う
な
ご
く
短
か
い
注
記
以
外
で
も
、
次
の
よ
う
な
注

が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

巻
頭

寄
七
十
首
、
此
中
返
寄
井
一
首
(
清
ニ
ア
リ
)

867 

基
俊
本
云
良
房

868 

メ
モ
ハ
ル
ニ
ト
ハ
メ
モ
ハ
ル
カ
ニ
ト
云
也
(
『
奥
義
抄
」

ニ
見
ユ
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顕
昭
古
今
集
注
所
引
)

問
ノ
次
補
入
記
号

右
近
衛
府
生
ヨ
リ
右
近
衛
将
曹
ニ
ナ
リ
テ
ト
ネ
リ
ラ
ニ
サ
ケ
タ
ウ
ピ
ケ
ル

ツ
イ
デ
ニ

三
井
ノ
貞
ノ
リ

カ
シ
ワ
ギ
ノ
モ
リ
ノ
ア
タ
リ
ヲ
ウ
チ
ス
ギ
テ
ミ
カ
サ
ノ
山
ニ
ワ
レ
ハ
キ

ニ
ケ
リ

基
俊
本
有
也

押
帯

(
コ
ノ
歌
、
花
山
法
皇
御
本
ニ
ア
リ
、
黒
川
本
注
記
ナ
シ
)

885 

明
子
内
親
王
為
二
斎
院
一
之
由
無
二
所
見

(
清
ニ
ア
リ
)



885 

ア
マ
敬
信
、
或
本
因
香
典
侍
母
(
清
ニ
ア
リ
)

886 

モ
ト
カ
シ
ハ
ト
ハ
ア
タ
ラ
シ
キ
青
葉
ニ
ア
ラ
デ
古
キ
ハ
ヲ
イ
フ
ナ

日32
詞

此
本
ニ
ハ
無
此
詞

こ
れ
ら
は
、
本
書
が
成
立
す
る
際
省
略
し
た
と
一
応
は
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
実
は
本
書
が
拠
っ
た
の
は
、
現
存
の
内
裏
切
第
一
種
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
同
系
統
の
別
の
伝
本
で
あ
っ
た
証
跡
が
あ
る
た
め
一
概
に

そ
う
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
書
と
内
裏
切
第
一
種
に
は
字

句
の
異
同
が
散
見
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
指
摘
出

来
る
か
ら
で
あ
る
。

本
書
が
内
裏
切
第
一
種
の
勘
物
を
採
用
す
る
際
に
は
、
そ
れ
の
み
で
は

ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な
い
「
別
紙
」
も
し
く
は
「
別
、
」

の
注
記
は
除

外
す
る
の
を
常
と
す
る
が
、
時
折
そ
れ
ら
を
他
の
注
記
中
に
誤
っ
て
混
入

さ
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
勘
物
と
「
別
紙
」

の
注
記
が
近

接
し
て
施
さ
れ
て
い
た
た
め
、

一
緒
に
本
書
に
採
用
し
て
し
ま
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
巻
十
四
、
側
「
あ
な
こ
ひ
し
い
ま
も
み
て
し
が
や
ま
が
つ
の

ネ
(
朱
)

か
き
ほ
に
さ
け
る
や
ま
と
な
で
し
こ
」
に
付
せ
ら
れ
た
注
は
次
の
よ
う
に

ホ
γhv
。

本
書

九
、
い
ま
も
み
て
し
が
と
は
い
ま
も
み
て
し
が
な
と
い
ふ
こ
と
ば
の
な

文
字
を
略
し
た
る
な
り
、
み
て
し
が
な
と
は
み
ば
や
と
い
ふ
こ
と
ば
を
ふ

ト
A

酔
れ
ソ

る
く
o

か
く
よ
む
な
り
、
や
ま
と
な
で
し
こ
は
野
な
ど
に
お
ひ
て
こ
う
ば

(
マ
マ
)

い
の
い
ろ
に
て
は
な
の
さ
き
は
冶
け
た
る
や
う
に
て
つ
ね
の
別
冶
ィ
か
ら

な
で
し
こ
に
は
す
こ
し
た
が
ひ
た
る
な
り
、
か
ら
な
で
し
こ
は
紅
の
こ
き

う
す
き
し
ろ
き
い
ろ
な
ど
ま
じ
り
て
、
つ
つ
く
し
く
さ
く
、
又
や
ま
と
な
で

し
こ
を
よ
し
と
申
人
も
あ
り
、
鐘
愛
勝
一
応
耽
、
草
故
日
撫
子
一
云
冶
、
く

さ
の
な
か
に
こ
と
に
い
と
を
し
げ
の
あ
れ
ば
な
づ
る
こ
と
て
人
の
こ
を
お

も
ふ
に
よ
せ
て
か
や
ふ
に
よ
む
な
り
、
又
と
こ
な
つ
と
い
ふ
、
そ
れ
は
艶

-42ー

契
一
千
年
一
故
回
一
一
常
一
夏
一
云
ミ
、
夏
の
は
な
に
と
り
て
ひ
さ
し
く
に
ほ
ふ
よ

し
に
て
つ
け
た
る
な
り

こ
れ
が
「
古
筆
学
大
成
」
所
収
の
内
裏
切
第
一
種
勘
物
に
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

内(
前
欠
)
ヤ
マ
ト
ナ
デ
シ
コ
ハ
野
ナ
ド
ニ
ヲ
イ
タ
ル
ナ
デ
シ
コ
ノ
紅
梅
色

ニ
テ
花
ノ
サ
キ
ヮ
、
ケ
タ
ル
様
ニ
テ
常
ノ
唐
ナ
デ
シ
コ
ニ
ス
コ
シ
タ
ガ
ヒ

タ
ル
ナ
リ
、
唐
ナ
デ
シ
コ
ハ
紅
ノ
コ
キ
ウ
ス
キ
ス
ワ
ウ
ノ
コ
キ
ウ
ス
キ
白

(
ト
?
)

色
ナ
ド
マ
ジ
リ
テ
ウ
ツ
ク
シ
ク
サ
ク
、
又
ヤ
マ
ト
ナ
デ
シ
コ
ヲ
イ
ミ
ジ
口

申
人
モ
ア
リ
、
鐘
愛
勝
二
衆
草
一
故
日
一
↓
撫
子
一
云
¥
草
中
一
一
殊
ニ
イ
ト
ヲ



シ
キ
気
ノ
ア
レ
パ
ナ
ヅ
ル
コ
ト
テ
人
ノ
子
ヲ
思
フ
(
後
欠
)

両
者
を
比
較
す
る
と
語
句
に
若
干
の
異
同
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
同
一

と
言
っ
て
よ
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
本
書
の
注
文
中
に
あ
る
「
別
、
イ
」

「
別
、
」
の
桁
字
で
あ
る
。
こ
れ
が
清
輔
本
(
も
し
く
は
顕
昭
本
)

の
勘

物
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
、
文
の
途
中

に
縫
入
し
て
い
る
理
由
は
、
当
該
歌
よ
り
後
の
歌
の
頭
部
余
白
に
ま
で
及

ん
で
い
た
長
い
注
文
の
中
途
の
行
末
下
に
書
か
れ
て
い
た
後
の
歌
の
注
記

「
別
冶
」
の
文
字
が
一
緒
に
書
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
他
な
ら
な

し、。
そ
こ
で
こ
の
箇
所
に
お
け
る
内
裏
切
第
一
種
の
書
写
状
態
を
見
る
と
、

最
初
の
「
別
冶
イ
」
に
関
し
て
は
、

mm
番
歌
歌
頭
の
「
別
帯
」

の
文
字
が

行
末
の
「
常
ノ
」
の
右
下
方
に
位
置
し
て
お
り
、
縫
入
の
可
能
性
が
一
応

あ
る
が
、
次
の
「
別
乙
は
位
置
的
に
全
く
誤
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
な

しE。
従
っ
て
本
書
の
ょ
っ
た
伝
本
は
内
裏
切
第
一
種
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

別
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
本
書
の
も
う
一
つ
の
構
成
要
素
で
あ
る
、
内
裏
切
第
一
種
に
見

え
ず
、
清
輔
本
(
も
し
く
は
顕
昭
本
)
古
今
集
勘
物
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
部
分
を
検
討
す
る
。

そ
れ
ら
は
、
本
来
「
イ
」
と
し
て
補
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
「
イ
」
の
注
記
を
欠
い
て
い
る
も
の
も
多
い
。

こ
こ
で
は
、
「
イ
」
と
明
確
に
注
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
と
り
上
げ
、

そ
れ
ら
が
清
輔
本
、
顕
昭
本
い
ず
れ
に
よ
っ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
と
す

る
。
既
に
清
輔
本
と
し
て
論
を
進
め
て
い
る
が
、
再
確
認
し
た
い
。

巻
第

春
寄
下

六
十
六
(
伊
達
本
)

・
一
イ
(
巻
頭
)
、
六
十
首
、
外
他
本
寄
二
首
勘
-
一
入
之
一
、
以
上
貫
之
寄
、

此
部
如
一
一
目
六
一
無
名
十
九
首
而
十
八
首
也
、
拐
恒
寄
六
首
也
、
而
有
二
七

首
一
、
若
一
首
無
名
歎

巻
二
巻
頭
の
各
巻
歌
数
に
お
い
て
、
他
本
歌
を
「
勘
一
一
入
之
一
」
と
記
す

の
は
、
仁
平
四
年
本
と
思
わ
れ
る
受
殊
院
本
と
保
元
二
年
本
で
あ
り
、

「
カ
キ
入
ラ
レ
タ
リ
」
と
記
す
の
が
、
永
治
二
年
本
と
顕
昭
本
で
あ
記
。

従
っ
て
こ
の
勘
物
は
顕
昭
本
で
は
な
い
。

巻
第
三

夏
寄

一
イ
(
印
)
、
七
首
、
目
云
、
柿
下
朝
臣
、
天
足
彦
国
押
人
命
之
後
也
、

敏
達
天
皇
御
世
家
門
依
レ
有
二
柿
樹
一
、
為
二
柿
下
臣
氏

左
注
に
「
こ
の
寄
、
あ
る
人
の
い
は
く
、
か
き
の
も
と
の
人
丸
が
う
た

也
」
と
あ
る
の
に
対
す
る
注
で
あ
る
が
、
顕
昭
本
に
は
こ
の
注
は
な
い
。

ま
た
、
歌
人
の
勘
物
に
入
集
歌
数
を
記
す
の
は
清
輔
本
で
、
顕
昭
本
は
こ
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れ
を
記
さ
な
い
。

ま
た
、
内
裏
切
第
一
種
勘
物
に
よ
っ
た
注
に
「
イ
」
と
し
て
清
輔
本
古

今
集
勘
物
を
校
異
し
た
箇
所
も
あ
る
。

巻
第

春
寄
上

十
七
(
日
)
、
(
前
略
)
、
棟
梁
、
従
五
位
上
筑
前
守
元
左
衛
門
佐
、
右
近

元
イ

中
将
業
平
一
男
、
昌
泰
三
年
卒

こ
の
棟
梁
の
注
は
内
裏
切
第
一
種
勘
物
に
よ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

歌
人
の
注
に
入
集
歌
数
を
記
さ
な
い
の
は
顕
昭
本
で
あ
り
、
内
裏
切
第
一

種
は
顕
昭
本
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

「
昌
泰
三
年
卒
」

「
元
イ
」
と
校
合
し
た
の
は
清
輔
本
に
「
昌
泰
元
年
卒
」
と
あ
る
の
に
よ
っ

た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
若
干
例
を
挙
げ
た
の
み
で
あ
る
が
、
内
裏
切
第
一
種
に
よ
る
顕

昭
本
系
の
勘
物
と
、
補
わ
れ
た
清
輔
本
系
の
勘
物
が
混
じ
り
合
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
、
本
書
は
内
裏
切
第
一
種
と
同
種
の
伝
本
よ
り
勘
物

を
抄
出
し
、
そ
れ
に
清
輔
本
古
今
集
勘
物
を
加
え
て
成
立
し
た
と
説
明
し

て
来
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
本
書
が
直
接
内
裏

切
第
一
種
に
よ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
以
上
、
内
裏
切
第
一
種
に

清
輔
本
古
今
集
勘
物
を
校
合
書
入
し
た
伝
本
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
勘
物
を

取
捨
し
、
抄
出
し
て
本
書
が
出
来
た
と
す
る
方
が
む
し
ろ
自
然
で
は
な
い

か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
清
輔
本
古
今
集
勘
物
の
補
入
を
示
す
と
思
わ
れ
る

「イ」

の
注
記
が
厳
密
で
な
い
の
も
、
右
の
経
過
を
辿
っ
た
た
め
か
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
本
書
の
性
格
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
意

義
も
内
裏
切
第
一
種
の
勘
物
を
全
巻
通
し
て
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
に
尽
き
よ
う
。

内
裏
切
第
一
種
の
本
文
と
勘
物
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
前
掲
田
島
論
文

と
稿
者
が
旧
稿
で
示
し
た
以
上
の
知
見
は
な
い
が
、
本
書
を
用
い
て
若
干

の
補
足
を
行
い
た
い
。

第
一
は
、
内
裏
切
第
一
種
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
『
顕
注
密
勘
抄
」

も
し
く
は
『
顕
昭
古
今
集
注
」
に
類
似
す
る
注
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の

点
に
関
し
て
は
、
田
島
氏
の
御
見
解
を
基
に
、
旧
稿
で
は
「
そ
れ
ら
は
、

『
顕
注
密
勘
抄
」
の
顕
注
と
、
顕
昭
『
古
今
集
注
」
に
か
な
り
類
似
し
、

前
者
と
一
致
も
し
く
は
類
似
す
る
場
合
が
多
い
が
、
後
者
と
一
致
も
し
く

は
類
似
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
何
人
か
に
よ
っ
て
前
記
二
著
か

ら
引
用
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
、
顕
昭
の
第
三
の
古
今
集
注
を
想
定
す
べ

き
で
あ
ろ
、
っ
。
」
(
下
山
首
ハ
)
と
し
た
。
今
回
、
本
書
を
資
料
に
加
え
る
こ

と
に
よ
り
、
改
め
て
勘
物
注
と
顕
昭
の
二
注
と
の
比
較
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
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先
の
見
解
で
よ
し
と
考
え
る
が
、
若
干
の
補
足
の
要
あ
り
と
す
る
に
至
つ

た。
ま
ず
、
勘
物
注
は
『
顕
注
密
勘
抄
」
と
『
顕
昭
古
今
集
注
」
の
両
者
に

似
る
と
言
っ
て
も
、
実
態
は
か
な
り
『
顕
注
密
勘
抄
』
寄
り
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
顕
昭
古
今
集
注
』
が
典
拠
の
引
用
が
多
く
、
記
述

が
詳
細
で
、
し
ば
し
ば
繁
雑
で
さ
え
あ
る
の
に
比
し
、
『
顕
注
密
勘
抄
』

の
方
は
端
的
に
自
説
を
述
べ
て
お
り
、
書
入
注
で
あ
る
勘
物
注
の
文
体
と

一
致
す
る
点
が
多
い
。

ま
た
、
勘
物
注
が
扱
っ
て
い
る
和
歌
に
注
が
施
さ
れ
ず
、
注
文
の
比
較

が
出
来
な
い
場
合
が
『
顕
昭
古
今
集
注
』
に
は
非
常
に
多
い
の
に
比
べ
、

『
顕
注
密
勘
抄
」
で
は
稀
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

そ
の
場
合
も
他

の
歌
の
注
に
類
似
の
文
章
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
全
体
と
し
て
近

接
し
た
内
容
を
有
す
る
と
し
て
よ
い
。

さ
れ
ば
と
言
っ
て
、
『
顕
注
密
勘
抄
』
を
取
捨
按
配
す
れ
ば
勘
物
注
を

書
入
れ
る
こ
と
が
可
能
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
あ
る
と
は
や
は
り
言
え
な

し3

0 
例
え
ば
、
巻
三
、
問
「
さ
つ
き
ま
つ
は
な
た
ち
ば
な
の
か
を
か
げ
ば
む

か
し
の
人
の
そ
で
の
か
ぞ
す
る
」
の
注
と
考
え
ら
れ
る
本
書
巻
第
三
ノ
四

を
見
て
み
る
。

本
書

イ
t

へ
9
-

四
(
問
)
、
家
持
集
別

そ
で
の
か
ぞ
す
る
と
は
、
む
か
し
ま
も
り
が
と
こ
よ
の
く
に
よ
り
た
ち

ば
な
を
そ
で
に
つ
、
み
て
き
た
れ
り
け
る
こ
と
を
お
も
ひ
て
よ
め
り
と
も

い
へ
り
、
或
は
う
さ
の
つ
か
ひ
の
く
だ
る
に
も
と
し
れ
り
け
る
女
あ
る
く

に
の
つ
か
さ
の
め
に
て
あ
り
け
る
が
、

た
ち
ば
な
を
さ
か
な
に
て
さ
け
の

ま
せ
け
る
と
き
こ
の
寄
を
よ
め
り
け
り
、
さ
て
む
か
し
の
人
の
そ
で
の
か

と
は
そ
へ
た
り
と
も
い
へ
り
、
伊
勢
語
に
み
え
た
り

こ
の
歌
、
『
顕
昭
古
今
集
注
』
に
は
注
が
な
く
、
『
顕
注
密
勘
抄
」
は
注

す
る
も
次
の
ご
と
く
で
似
て
い
な
い
。

顕
注
密
勘
抄

此
歌
伊
勢
物
語
に
あ
り
。
昔
男
あ
り
け
り
。
み
や
づ
か
へ
い
そ
が
は
し

う
、
心
も
ま
め
な
ら
ざ
り
け
る
人
の
家
と
う
じ
ま
め
に
お
も
は
む
と
云
人

に
付
て
、
人
の
国
へ
い
に
け
り
。
こ
の
男
宇
佐
の
つ
か
ひ
に
て
い
き
け
る

に
、
あ
る
国
の
し
そ
う
の
官
人
の
め
に
で
あ
る
と
な
む
聞
て
、
女
あ
る
じ

に
か
は
ら
け
と
ら
せ
よ
、

さ
ら
ず
ば
の
ま
じ
と
い
ひ
け
れ
ば
、

か
は
ら
け

と
り
て
い
だ
し
た
り
け
る
に
、
さ
か
な
な
り
け
る
花
橘
を
と
り
て
、

っ
か

ひ
の
よ
め
る
:
:
:
と
い
ひ
け
る
に
ぞ
、
お
も
ひ
い
で
、
尼
に
な
り
て
山
に

入
て
ぞ
有
け
る
。
此
歌
よ
り
よ
み
そ
め
た
る
と
な
む
申
。
(
中
略
)
私
案
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に
、
間
守
が
袖
裏
て
も
て
来
し
か
ば
、
昔
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
と
は
よ
み

た
れ
ど
、
彼
宇
佐
使
の
歌
を
思
て
詠
ぜ
る
事
、
さ
も
と
覚
ゆ
る
か
。
(
日

本
歌
学
大
系
本

m
l
m頁
)

と
こ
ろ
が
、

一
方
「
奥
義
抄
」
は
次
の
ご
と
く
で
や
や
似
て
い
る
。

奥
義
抄

橘
を
昔
の
人
の
そ
で
の
香
に
よ
そ
ふ
る
こ
と
は
、
間
守
と
云
ふ
者
の
、

と
こ
よ
の
国
よ
り
袖
に
つ
、
み
で
き
た
り
し
か
ば
い
ふ
な
り
と
申
す
人
も

は
べ
り
。
こ
の
歌
は
伊
勢
物
語
に
有
り
。
む
か
し
女
あ
り
け
り
。
人
に
つ

き
て
人
の
国
へ
い
に
け
り
。
本
の
を
と
こ
宇
佐
の
つ
か
ひ
に
て
い
に
け
る

に
、
或
国
の
杜
承
の
官
人
の
め
に
て
な
む
あ
る
と
き
も
て
、
女
あ
る
じ
に

か
は
ら
け
と
ら
せ
よ
。
さ
ら
ず
は
の
ま
じ
と
い
ひ
け
れ
ば
、

か
は
ら
け
と

り
て
い
だ
し
た
り
け
る
に
、
さ
か
な
な
り
け
る
橘
を
と
り
て
よ
め
る
な
り
。

こ
れ
よ
り
む
か
し
に
は
よ
そ
ふ
る
と
ぞ
見
え
た
る
。
さ
れ
ば
万
葉
な
ど
に

は
さ
も
よ
ま
ず
。
(
日
本
歌
学
大
系
本
別
頁
)

こ
こ
で
は
、
勘
物
注
は
『
顕
注
密
勘
抄
」
よ
り
『
奥
義
抄
』
に
や
や
似

て
い
る
が
、
き
れ
ば
と
言
っ
て
、
『
奥
義
抄
』
を
そ
の
ま
ま
書
入
れ
た
と

す
る
に
は
距
離
が
あ
る
。
『
奥
義
抄
」
に
倣
い
な
が
ら
、
新
た
に
文
を
作
つ

た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
よ
う
に
『
奥
義
抄
』
に
の
み
似
る
例
は
稀
で
あ
る

)
O

ま
た
、
そ
の
歌
に
勘
物
注
が
あ
る
の
に
『
顕
注
密
勘
抄
」
が
注
を
施
し

て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
、
『
顕
昭
古
今
集
注
』
に
は
注
が
存
在

し
、
注
そ
の
も
の
も
類
似
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
れ
も

『
顕
昭
古
今
集
注
」
と
の
関
係
を
証
す
る
も
の
と
は
必
ず
し
も
言
い
難
く
、

む
し
ろ
、
『
顕
注
密
勘
抄
』
の
他
の
歌
に
対
す
る
注
を
流
用
し
た
か
に
見

え
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
勿
論
、
勘
物
注
が
『
顕
注
密
勘
抄
」
に
直
接

拠
っ
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
の
で
、
「
流
用

し
た
」
と
い
う
言
い
方
は
正
し
く
な
く
、
あ
た
か
も
『
顕
注
密
勘
抄
」
を

自
家
薬
龍
中
の
も
の
と
し
て
自
在
に
利
用
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
問
「
さ
つ
き
ま
つ
山
ほ
と
¥
ぎ
す
う
ち
は
ぶ
き
い
ま
も
な
か

な
む
こ
ぞ
の
ふ
る
ご
ゑ
」
の
勘
物
注
(
巻
第
三
ノ
三
)
を
見
て
み
る
。

本
書

三
(
問
)
、
う
ち
は
ぶ
き
と
は
う
ち
は
ぷ
り
と
い
ふ
な
り
、

は
ぶ
る
と
は

な
か
む
と
て
は
ね
を
た
、
く
な
り
、
さ
き
に
く
は
し
く
か
け
り

こ
の
歌
に
は
『
顕
注
密
勘
抄
」
『
顕
昭
古
今
集
注
』
と
も
に
注
が
な
く
、

『
奥
義
抄
』
に
の
み
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

奥
義
抄

打
は
ぶ
き
と
は
う
ち
は
ぷ
り
と
云
ふ
也
。
は
ぶ
る
と
は
羽
を
た
、
く
な
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り
。
鳥
は
な
く
時
は
何
れ
の
烏
も
ひ
る
は
羽
を
打
ち
で
な
く
也
。
万
葉
に

も
打
は
ぶ
り
鳥
は
鳴
ど
も
な
ど
よ
め
り
。
(
日
本
歌
学
大
系
本
別

1
m頁
)

し
か
し
、
本
書
勘
物
注
に
は
末
尾
に
「
さ
き
に
く
は
し
く
か
け
り
」
と

あ
る
の
で
、
『
奥
義
抄
』
と
の
比
較
を
論
ず
る
よ
り
む
し
ろ
そ
の
点
を
考

慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
さ
き
に
」
と
は
別
「
こ
づ
た
へ
ば
お
の
が
は
ぶ

き
に
ち
る
は
な
を
た
れ
に
お
ほ
せ
て
こ
、
ら
な
く
ら
ん
」
に
付
せ
ら
れ
た

巻
第
二
ノ
十
七
の
勘
物
注
を
さ
す
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

本
書

十
七
(
問
)
、
お
の
が
は
ぶ
き
と
は
も
ろ
/
¥
の
と
り
は
な
か
む
と
て

は
は
ね
を
う
つ
な
り
、
そ
の
は
う
っ
風
に
は
な
の
ち
る
が
こ
、
ろ
な
り
、

(
づ
カ
)

う
ち
は
ら
き
と
も
よ
み
う
ち
は
ぶ
き
と
も
よ
め
り
、
(
後
略
)

こ
れ
を
見
る
と
、
勘
物
注
自
体
一
応
の
整
合
性
を
も
っ
て
書
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
注
は
『
顕
注
密
勘
抄
』
の
別
番
歌

の
注
と
も
類
似
す
る
。
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

顕
注
密
勘
抄

お
の
が
は
ぶ
き
と
は
、
羽
う
つ
を
云
也
。
煮
と
か
け
り
。
も
ろ
/
¥
の

と
り
は
、
な
か
ん
と
て
は
は
ね
を
う
つ
也
。
ひ
る
は
ね
う
っ
と
ぞ
申
。
そ

の
は
、
つ
つ
か
ぜ
に
花
の
ち
る
心
也
。
(
中
略
)
は
ぶ
り
は
羽
振
と
か
け
り
。

(

飛

鴬

カ

)

(

飛

カ

)

花

磐

と

か

き

で

は

、

は

づ

く

と

も

よ

め

り

。

花

挙

也

。

は
ぷ
り
と
も
、

(
後
略
)
(
日
本
歌
学
大
系
本
町
頁
)

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。

側
「
あ
な
こ
ひ
し
い
ま
も
み
て
し
が
や
ま
が
つ
の
か
き
ほ
に
さ
け
る
や

ま
と
な
で
し
こ
」
に
付
さ
れ
た
勘
物
注
(
巻
第
十
四
ノ
九
)
は
既
に
位
頁

に
掲
げ
た
が
、
こ
の
歌
の
注
は
『
顕
注
密
勘
抄
』
に
は
な
く
、
『
顕
昭
古

今
集
注
』
に
の
み
あ
る
。
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

顕
昭
古
今
集
注

ミ
テ
シ
ガ
ト
ハ
、
ミ
テ
シ
ガ
ナ
ト
イ
フ
コ
ト
パ
、
ナ
文
字
を
略
シ
タ
ル

ナ
リ
。
ミ
テ
シ
ガ
ト
ハ
、
ミ
パ
ヤ
ト
イ
フ
詞
ヲ
パ
、

フ
ル
ク
カ
ク
ヨ
ム
ナ

リ
。
鍾
愛
勝
二
衆
草
一
。
故
日
二
撫
子
一
ト
云
々
。
サ
レ
パ
ナ
ヅ
ル
コ
ト
イ
フ

ニ
ヨ
リ
テ
、
人
ノ
子
ニ
ヨ
セ
テ
ヨ
ム
ナ
リ
。
(
中
略
)
ヤ
マ
ト
ナ
デ
シ
コ
、

カ
ラ
ナ
デ
シ
コ
ハ
、
花
ノ
サ
マ
カ
ハ
リ
タ
リ
、
ヤ
マ
ト
ナ
デ
シ
コ
ハ
、
花

ノ
ス
ガ
タ
ア
ラ
キ
ナ
リ
。
ソ
レ
ヲ
イ
ミ
ジ
ト
申
人
モ
ア
リ
。
(
日
本
歌
学

大
系
本
側

l
m頁
)

こ
れ
は
勘
物
注
に
似
て
い
る
が
、

一
方
、
「
顕
注
密
勘
抄
」

は
244 

わ

れ
の
み
や
あ
は
れ
と
お
も
は
む
き
り
ハ
ー
、
す
な
く
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
や
ま
と
な

で
し
こ
」
歌
の
注
に
航
「
あ
な
こ
ひ
し
」
歌
を
も
引
用
し
、
次
の
よ
う
に

注
し
て
い
る
。

顕
注
密
勘
抄
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塵
麦
を
ば
鍾
愛
抽
二
衆
草
一
、
故
日
一
一
撫
子
一
。
艶
装
千
年
、
故
日
二
常
夏
一

と
、
家
経
朝
臣
の
和
歌
序
に
か
け
り
。
此
草
す
が
た
ま
こ
と
に
ち
ひ
さ
や

か
に
う
つ
く
し
く
、
色
々
な
る
匂
め
で
た
く
て
、
他
花
よ
り
も
す
ぐ
れ
た

れ
ば
、
な
づ
る
子
と
い
ひ
て
、
人
の
こ
に
よ
せ
て
よ
む
也
。
又
に
ほ
ひ
久

し
け
れ
ば
、
常
夏
と
い
へ
り
。
(
中
略
)
此
集
に
も
、

あ
な
こ
ひ
し
今
も
み
て
し
が
山
が
つ
の
か
き
ほ
に
さ
け
る
山
と
な
で
し

、~

、-
同
心
也
。
い
ま
も
み
て
し
が
な
を
、
な
文
字
を
略
し
た
り
。
見
ば
や
と
云

り
。
か
ら
な
で
し
こ
は
色
々
也
。
や
ま
と
な
で
し
こ
は
皆
紅
梅
色
に
て
、

花
の
す
そ
は
わ
け
で
か
は
り
た
り
。
秋
の
野
に
ひ
と
す
ぢ
/
¥
ぞ
さ
き
た

る
、
そ
れ
を
ゃ
う
か
は
り
て
い
た
し
と
申
す
人
も
あ
り
。
(
日
本
歌
学
大

系
本
山

l
m頁
)

全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
方
の
記
述
が
近
い
。
従
っ
て
、
勘
物

注
は
顕
昭
の
解
釈
を
十
分
岨
唱
し
た
上
で
の
記
述
と
い
う
感
が
深
い
。

以
上
挙
げ
た
例
は
、
本
書
の
注
が
「
顕
注
密
勘
抄
」
と
簡
単
に
結
び
つ

か
な
い
場
合
で
あ
る
が
、
さ
れ
ば
と
言
っ
て
『
顕
昭
古
今
集
注
』
に
よ
っ

た
も
の
と
も
言
え
ず
、
結
局
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
文
体
も
含
め
て
『
顕

注
密
勘
抄
』
と
の
相
似
関
係
は
否
定
出
来
な
い
。

そ
こ
で
勘
物
注
の
性
格
で
あ
る
が
、
顕
昭
の
第
三
の
古
今
集
注
に
よ
っ

た
か
、
顕
昭
自
身
が
自
注
を
按
配
し
て
書
入
れ
た
か
、
顕
昭
の
講
義
に
よ
っ

て
何
人
か
が
書
入
れ
た
か
、
そ
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

顕
昭
の
説
を
熟
知
し
て
い
る
六
条
藤
家
の
何
人
か
、
も
し
く
は
顕
昭
の

弟
子
が
六
条
藤
家
の
古
今
集
諸
注
を
取
捨
選
択
し
て
書
入
れ
た
と
考
え
ら

れ
な
く
も
な
い
が
、

い
さ
さ
か
自
在
に
過
ぎ
て
い
る
よ
う
で
可
能
性
は
低

い
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
内
裏
切
第
一
種
に
独
自
の
勘
物
を
書
入

れ
、
内
裏
切
第
一
種
た
ら
し
め
た
の
も
顕
昭
か
と
思
わ
れ
て
来
る
の
で
あ

る。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
と
、
内
裏
切
第
一
種
の
本
文

が
顕
昭
本
古
今
集
本
文
と
や
や
隔
っ
て
い
る
こ
と
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う

に
、
基
俊
本
本
文
へ
の
言
及
が
、
黒
川
本
古
今
集
に
校
合
さ
れ
た
基
俊
本

本
文
と
か
な
り
一
致
は
す
る
も
の
の
な
お
一
致
し
な
い
点
が
散
見
さ
れ
る

こ
と
等
問
題
が
生
じ
、
な
お
検
討
の
余
地
が
存
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

内
裏
切
第
一
種
が
顕
昭
の
机
辺
に
置
か
れ
て
い
た
複
数
の
古
今
集
伝
本
の

一
つ
に
淵
源
を
有
す
る
と
す
る
想
像
は
故
な
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

次
に
、
内
裏
切
第
一
種
勘
物
独
自
の
価
値
と
し
て
の
基
俊
本
と
の
校
合

注
記
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
既
に
旧
稿
で
内
裏
切
第
一
種
の
注

記
は
黒
川
本
の
校
合
注
記
と
は
別
種
で
あ
り
、

か
つ
相
違
点
が
あ
る
こ
と
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を
指
摘
し
た
。

本
書
が
内
裏
切
第
一
種
の
勘
物
注
記
の
全
て
を
採
用
し
て
い
な
い
こ
と

は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
基
俊
本
と
の
校
合
注
記
も
省
略
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
点
、
内
裏
切
第
一
種
と
等
価
値
を
有
す
る
と
は
い

え
な
い
。
し
か
し
、
内
裏
切
第
一
種
が
断
簡
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
本
書

が
か
な
り
の
新
知
見
を
含
む
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
以
下
、
基
俊
本
に
か

か
わ
る
部
分
を
列
挙
し
、
か
つ
久
曽
神
昇
氏
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
に

よ
る
黒
川
本
注
記
本
文
を
併
記
し
て
参
考
に
供
す
る
。
旧
稿
で
内
裏
切
第

一
種
勘
物
を
用
い
て
比
較
ず
み
の
も
の
も
あ
る
が
、
全
て
示
す
も
の
と
す

る
。
内
裏
切
第
一
種
の
該
当
部
分
が
存
す
る
場
合
に
は
*
を
付
す
。

仮
名
序

五
、
基
ミ
、
み
か
ど
の
お
ほ
む
は
じ
ま
り
と
な
り
、
あ
さ
か
山
の
寄
は

〔
黒
〕
み
か
ど
の
御
は
じ
ま
り
と
な
り
、
あ
さ
か
や
ま
の
こ
と
ば
、

十
四
、
基
ミ
、
た
え
ず
ぞ
あ
り
け
る
、
こ
れ
よ
り
さ
き
の
寄
を
あ
つ
め
て

な
む
万
葉
集
と
な
づ
け
ら
れ
け
る

〔
黒
〕
た
え
ず
ぞ
あ
り
け
る
、
こ
れ
よ
り
さ
き
の
歌
を
あ
つ
め
て
な
む
ま

に
う
し
ふ
と
な
っ
け
ら
れ
け
る

十
五
、
基
ミ
、
御
時
よ
り
こ
な
た
と
し
も
、
と
せ
あ
ま
り
よ
は
と
つ
ぎ
に

な
む
な
り
ぬ
る
を
よ
む
人
お
ほ
か
ら
ず

〔
黒
〕
御
時
よ
り
こ
の
か
た
と
し
は
も
冶
と
せ
あ
ま
り
、

な
む
な
り
ぬ
る
を
、
よ
む
人
お
ほ
か
ら
ず

よ
は
と
つ
ぎ
に

十
六
、
基
ミ
、
ち
か
き
ょ
に
そ
の
な
き
こ
え
た
る
人
僧
正
へ
ぜ
う
は
う
た

の
さ
ま
を
え
た
れ
ど
も

〔
黒
〕
ち
か
き
ょ
に
、
な
き
こ
え
た
る
人
、
へ
ぜ
う
は
う
た
の
さ
ま
を
え

た
れ
ど
も

を

廿
三
、
基
ミ
、
ふ
る
き
こ
と
を
も
お
こ
し
い
で
い
ま
も
う
し
な
は
じ

〔
黒
〕
ふ
る
き
こ
と
を
も
を
こ
し
た
ま
ひ
て
い
ま
を
も
う
し
な
は
じ

廿
五
、
基
俊
ミ
、
う
た
を
な
む
こ
れ
は
か
れ
は
と
え
ら
ば
し
め
給
て
す
べ

て
千
首
二
十
巻
な
づ
け
て
古
今
和
寄
集
と
い
ふ
、
こ
の
た
び
あ
つ
め
ら
れ

て
*

〔
黒
〕
歌
を
な
む
、
こ
れ
は
あ
れ
は
と
え
ら
ば
し
め
た
ま
ひ
て
す
べ
て
千

歌
は
た
ま
き
な
づ
け
て
古
今
和
歌
集
と
い
ふ
、
こ
の
た
び
あ
つ
め
ら
れ
て

巻
第
四

秋
寄
上

廿
四

(m)、
基
俊
本
、
お
み
な
へ
し
の
み
ち
に
さ
き
た
り
け
る
を
馬
に

の
り
な
が
ら
お
り
侍
け
る
ほ
ど
に
む
ま
よ
り
お
ち
侍
て
よ
め
(
肝
)

僧
正
遍
照

な
に
め
で
、
お
れ
る
ば
か
り
ぞ
お
み
な
へ
し

〔
黒
〕
を
み
な
へ
し
の
さ
き
た
り
け
る
を
馬
に
の
り
な
が
ら
を
り
は
べ
り
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け
る
ほ
ど
に
む
ま
よ
り
を
ち
て

僧
正
遍
照

か
ほ
を
よ
み
う
ち
み
る
ば
か
り
を
み
な
へ
し

巻
第
六

冬
寄

五

(m)、
(
前
略
)
基
俊
一
五
、
け
ふ
こ
ん
人
を
あ
は
れ
と
は
み
が
)

〔里山

ふ
み
わ
け
で
と
ふ
人
し
な
け
れ
ば

巻
第
七

賀
寄

九
(
釘
)
、
(
前
略
)

ホ
ウ
シ
(
伊
達
不

素
性
寄
也

基
ミ
、

〔
黒
〕
作
者
ナ
シ

十
三
(
矧
)
、
長
一
ミ
、
た
ず
み
ね
(
後
略
)

〔
黒
〕
た
ず
み
ね

巻
第
九

鴇
旅
寄

押
辱

六
(
山
)
、
む
さ
し
の
く
に
と
下
総
の
く
に
と
の
さ
か
ひ
に
あ
る
す
み
だ

コ
y
カ
ハ

が
は
の
ほ
と
り
に
む
れ
ゐ
て
お
も
ひ
や
れ
ば
、
か
ぎ
り
な
く
と
を
く
も
き

て
(
伊
達
本
)

に
け
る
か
な
、
と
お
も
ひ
な
が
め
を
る
に
わ
た
し
も
り
、

も
(
伊
達
本
)

れ
、
ひ
に
く
れ
ぬ
、

は
や
ふ
ね
に
の

と
い
ひ
け
れ
ば
ふ
ね
に
の
り
て
わ
た
ら
ん
と
す
る
に

み
な
人
も
の
わ
び
し
く
て
京
に
お
も
ふ
人
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
か
、
る

ほ
ど
に
し
ろ
き
と
り
の
は
し
あ
か
き
か
は
の
ほ
と
り
に
あ
そ
び
け
り
、
京

に
は
ま
だ
み
ぬ
と
り
な
れ
ば
み
な
人
し
ら
ず
、
わ
た
し
も
り
に
、
か
れ
は

押
時
穏

な
に
ど
り
ぞ
、
と
、
ひ
け
れ
ば
、
こ
れ
/
¥
な
ん
み
や
こ
ど
り
、
と
い
ふ

基
俊
本
定

〔
里
山
む
さ
し
の
く
に
し
も
っ
さ
の
国
と
の
な
か
に
あ
る
す
み
だ
が
は
の

ほ
と
り
に
む
れ
ゐ
て
思
ひ
や
れ
ば
、
か
ぎ
り
な
く
と
を
く
も
き
に
け
る
か

な
と
お
も
ひ
て
な
が
め
を
る
に
、
わ
た
し
も
り
は
や
く
ふ
ね
に
の
れ
、
ひ

を
き
、
て
よ
め
る

く
れ
ぬ
と
い
ひ
け
れ
ば
の
り
て
わ
た
ら
む
と
す
る
に
、
み
な
人
も
わ
び
し

く
て
京
に
お
も
ふ
人
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
か
、
る
ほ
ど
に
し
ろ
き
と
り

の
は
し
あ
か
き
、

か
は
の
ほ
と
り
に
あ
そ
び
け
り
、
京
に
は
い
ま
だ
み
え

ぬ
と
り
な
れ
ば
み
な
人
み
し
ら
ず
、
わ
た
し
も
り
に
か
れ
は
な
に
ど
り
ぞ

と
、
ひ
け
れ
ば
、
こ
れ
を
な
む
み
や
こ
ど
り
と
い
ふ
と
い
ふ
を
き
、
て
よ

十
ノ、

652 
ノ
次
カさ恋
て寄

あー
め
の
み
か
ど

巻
第
十
三

い
ぬ
が
み
の
と
こ
の
山
な
る
い
さ
ら
が
は
い
さ
と
こ
た
え
て
わ
が
な
も

ら
す
な

う
ね
め
の
御
返
し

此
可
一
同
有
レ
左

山
し
な
の
お
と
は
の
や
ま
の
お
と
に
だ
に
人
の
し
る
べ
く
わ
れ
こ
ひ

め
か
も

こ
の
寄
は
う
ね
め
の
御
返
事
に
た
て
ま
つ
り
け
る
イ
本
申
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〔
黒
、
仰
ノ
次
〕

戎.本い
ぬ
が
み
や
と
こ
の
山
な
る
い
さ
ら
が
は
い
さ
と
こ
た
へ
て
わ
が
な
も

ら
す
な

こ
の
う
た
あ
る
ひ
と
の
云
、
あ
め
の
み
か
ど
の
あ
ふ
み
う
ね
べ
に
た

て
ま
つ
る
と

か
へ
し
に
う
ね
べ
の
た
て
ま
つ
れ
る

や
ま
し
な
の
を
と
は
の
た
き
の
を
と
に
だ
に
人
の
し
る
べ
く
わ
が
こ
ひ

め
か
も

巻
第
十
七
、
雑
寄
上

六
(
仰
)
、
寛
平
御
時
に
う
へ
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
お
の
こ
ど
も
か
め
を
も

た
せ
て
中
宮
の
御
か
た
に
、
御
み
き
の
を
ろ
し
、
と
き
こ
へ
け
れ
ば
蔵
人

ド
モ
ワ
ラ
ヒ
テ
か
め
を
御
ま
へ
に
も
て
い
で
、
て
も
か
け
で
か
へ
り
き
た

り
て
、
さ
な
ん
あ
り
つ
る
、
と
か
た
り
け
れ
ば
き
冶
て
蔵
人
ど
も
の
な
か

に
を
く
り
け
る
、
基
俊
本
定
*

〔
黒
〕
寛
平
御
時
う
へ
の
さ
ぶ
ら
ひ
に
は
べ
り
け
る
を
の
こ
ど
も
き
さ
い

の
宮
の
御
か
た
に
御
き
み
の
お
ろ
し
き
こ
え
に
た
て
ま
つ
れ
た
り
け
れ
ば
、

く
ら
人
ど
も
わ
ら
ひ
て
か
め
を
、
ま
へ
に
も
て
い
で
〉
と
も
か
く
も
い
は

っ
か
ひ
か
へ
り
き
て
さ
な
ん
あ
り
つ
る
と
い
ひ
け
れ

ず
な
り
に
け
れ
ば
、

ぱ
く
ら
人
の
な
か
に
を
く
り
け
る

巻
第
十
八

雑
豆
町
下

七
(
鮒
)
、
春
宮
の
た
ち
は
き
な
り
け
る
を
り
に
み
や
づ
か
へ
っ
か
う
ま

つ
ら
ん
と
て
と
け
ず
侍
け
る
時
よ
め
る
、
基
ミ

〔
里
山
東
宮
の
た
ち
は
き
に
て
は
ベ
り
け
る
を
み
や
づ
か
へ
っ
か
う
ま
つ

ら
ず
と
て
と
け
で
は
べ
り
け
る
時
よ
め
る

巻
第
十
九

短
寄

廿
一
(
削
)
、
基
俊
本
此
事
不
レ
書
、
此
寄
在
一
一
後
撰
春
部
一
、
但
本
停
股
可

レ
尋
艇

〔里山

該
当
箇
所
不
詳

廿
六
(
即
)
、
基
ミ
、

ふ
か
や
ぶ
と
あ
り
(
後
略
)

〔
里
山
ふ
か
や
ぶ大

詞
所
御
寄

九
(
側
ノ
次
対
)

巻
第
廿

み
の
や
ま
に
し
ゾ
に
お
ひ
た
る
た
ま
か
し
は
と
二
か
あ
た
り
に
あ
ふ
が

き
(
伊
達
本
)

う
れ
し
さ
、
基
ミ
本
{
疋

〔
黒
、
附
ノ
次
〕

み
の
山
に
し
c
に
を
ひ
た
る
山
か
さ
し
と
よ
の
あ
か
り
に
あ
ふ
が
う
和

在
一
一
催
馬
譜
中
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以
上
が
内
裏
切
第
一
種
勘
物
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
基
俊
本
本
文
の

指
摘
の
全
て
で
あ
る
。
旧
稿
で
述
べ
た
ご
と
く
、
黒
川
本
の
校
合
本
文
に

よ
る
基
俊
本
本
文
と
特
徴
が
一
致
す
る
こ
と
が
多
く
、
無
稽
な
も
の
で
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
か
な
り
の
異
同
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
仮
に
両
者
の
校
合
が
正
確
な
も
の
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
基
俊
本
と
言
わ
れ
る
伝
本
に
も
二
種
以
上
あ
っ
た
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
両
者
の
校
合
が
一
致
す
る
本

文
に
は
相
当
特
異
な
本
文
が
含
ま
れ
て
お
り
、
近
時
発
見
さ
れ
た
伝
公
任

筆
本
に
も
見
る
ご
と
く
、
平
安
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
古
今
集
の
伝
本
に

は
、
我
々
の
ま
だ
知
ら
ぬ
異
文
が
多
々
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ

る
も
の
が
あ
る
。

俊
成
本
や
定
家
本
の
本
文
整
定
に
何
ら
か
の
役
割
を
果
し
た
基
俊
本
本

文
を
知
る
上
で
、
本
書
も
ま
た
一
資
料
と
し
て
そ
の
価
値
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
。二

、
右
衛
門
切

右
衛
門
切
は
「
新
撰
古
筆
名
葉

F
の
「
寂
蓮
法
師
」
の
項
に
「
右
衛

門
切

中
四
半
四
方
ニ
墨
卦
ア
リ
古
今
寄
二
行
書
」
と
見
え
る
名
物
切
で
、

古
来
著
名
で
あ
る
。

こ
の
右
衛
門
切
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
最
初
に
指
摘
さ
れ
た
の
は
久
曽

神
昇
氏
で
あ
る
。
久
曽
神
氏
は
『
古
今
和
歌
集
綜
覧
』
(
昭
ロ
刊
)
、

てコ

しミ

で
『
阜
市
徳
天
皇
御
本
古
今
和
歌
集
」
(
昭
日
刊
)
の
解
題
中
で
主
な
る
古

今
集
古
写
本
の
転
写
関
係
を
表
示
さ
れ
て
い
る
(
叫
l
M
M
頁
)
。
古
今
集

諸
本
の
全
体
に
亘
つ
て
の
系
統
図
が
一
不
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
こ
の
久
曽

神
氏
の
も
の
が
初
め
て
と
思
わ
れ
、
そ
の
点
で
も
研
究
史
上
画
期
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。
久
曽
神
氏
は
後
の
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
」
で
は
こ
の
系

統
図
を
撤
回
さ
れ
、
更
に
精
綴
な
体
系
を
作
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
古
い
系
統
図
も
研
究
史
上
の
意
義
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
は
、
右
衛
門
切
は
小
野
皇
太
后
宮
御
本
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と

さ
れ
、
「
通
宗
本
底
本
」
と
柏
並
ん
で
位
置
づ
け
ら
れ
、
「
通
宗
本
底
本
」

か
ら
「
清
輔
本
底
本
」
が
生
ず
る
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
右
衛
門
切
は
現
存
諸
本
中
で
は
清
輔
本
に
系
統
的
に
近
い
と

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
西
下
経
一
氏
は
『
古
今
集
の
伝
本
の
研
究
』
(
昭
却
刊
)
に
お

い
て
、
右
衛
門
切
を
清
輔
本
の
項
の
末
尾
に
掲
げ
、
検
討
を
加
え
ら
れ
て

い
る
。西

下
氏
は
主
と
し
て
久
曽
神
氏
の
「
古
今
和
歌
集
綜
覧
」
の
右
衛
門
切

集
成
に
よ
っ
て
比
較
検
討
さ
れ
た
結
果
、
「
右
衛
門
切
は
清
輔
本
と
密
接



な
関
係
は
あ
る
が
、
直
ち
に
清
輔
本
で
は
な
く
、
清
輔
本
の
崩
れ
、
又
は

こ
れ
に
属
す
る
系
統
と
い
ふ
所
で
あ
る
。
」
(
同
書
加
頁
)
と
結
論
づ
け
ら

れ
た
。更

に
、
久
曽
神
氏
は
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
研
究
編
』
に
お
い
て
、
右

衛
門
切
は
清
輔
本
と
本
文
的
に
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
を
具
体
的
に

指
摘
さ
れ
、
「
清
輔
本
底
本
と
同
系
統
本
、
即
ち
小
野
皇
太
后
宮
御
本
と

知
ら
れ
る
が
、
仮
名
序
古
注
な
ど
を
見
る
に
、
清
輔
本
に
よ
り
な
が
ら
、

欄
外
の
注
記
な
ど
を
省
略
し
た
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
」
(
同
書

m頁
)

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
両
氏
の
詳
密
な
研
究
に
よ
っ
て
右
衛
門
切
が
清
輔
本
系
統

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
清
輔
本
系
統
と
し
て
の

位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
、
以
下
再
確
認
の
た
め
若
干
の
賛
言
を
加
え
る
も

の
で
あ
る
。

右
衛
門
切
の
集
成
資
料
と
し
て
は
、
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
資
料
編
中
』

及
、
び
『
古
筆
学
大
成
』
第
四
巻
に
収
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
、
相
補
っ
て

相
当
部
分
が
復
元
出
来
る
。
そ
れ
以
外
に
も
各
種
手
鑑
や
売
立
目
録
等
に

よ
り
補
え
る
も
の
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
上
記
両
著
の
集
成
に
よ
っ
て
考

察
す
る
こ
と
に
す
る
。

右
衛
門
切
は
勘
物
、
校
異
等
は
一
切
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
に
よ
っ

て
本
文
系
統
を
予
測
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
あ
く
ま
で
本
文
そ
の
も
の
の

比
較
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
仮
に
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
清
輔
本
系
統
の
本
文

を
有
す
る
と
し
て
も
、
勘
物
そ
の
他
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
清
輔

本
(
も
し
く
は
顕
昭
本
)
と
は
厳
密
に
は
称
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
本

文
と
勘
物
が
相
侯
っ
て
清
輔
本
と
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
具
体
的
に
本
文
を
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

右
衛
門
切
は
昭
和
十
四
年
に
仮
名
序
の
覆
製
が
古
典
保
存
会
か
ら
刊
行

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
文
の
性
格
の
推
定
が
可
能
と
な
っ
た
。
但
し
、

古
典
保
存
会
覆
製
の
も
と
と
な
っ
た
清
岡
家
本
は
久
曽
神
氏
に
よ
れ
ば

「
右
衛
門
切
で
は
な
く
、
そ
の
精
確
な
転
写
本
で
あ
る
。
」
(
『
古
今
和
歌
集

成
立
論
研
究
編
』
附
頁
)
と
い
う
。

さ
て
、
こ
の
仮
名
序
を
見
る
と
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古

注
が
改
行
一
三
字
下
げ
、
や
や
小
字
の
片
仮
名
で
朱
書
さ
れ
て
い
る
。

仮
名
序
古
注
を
定
家
本
の
よ
う
に
小
字
双
行
の
形
に
し
た
の
は
定
家
の

し
わ
ざ
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
、
本
行
と
す
る
も
の
(
筋
切
、
元
永
本
、

唐
紙
巻
子
本
、
雅
経
本
、
俊
成
本
等
)
が
主
流
ら
し
く
、
古
注
を
欠
く
も

の
(
基
俊
本
、
雅
俗
山
庄
本
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
伝
為
相
筆
本
等
)
も
ま
ま

あ
り
、
古
注
を
頭
脚
に
書
入
れ
る
も
の
(
清
輔
本
)
は
稀
で
あ
っ
た
よ
う
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に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
古
注
が
本
行
朱
書
と
い
う
の
も
珍
し
く
、
右
衛
門
切
以
外
で
は

顕
昭
本
の
二
本
(
伏
、
天
)
し
か
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
、
仮
名
序
古
注
の
書
写
様
式
か
ら
、
右
衛
門
切
が
清
輔
本
、
就

中
顕
昭
本
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
想
定
が
生

じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
和
歌
の
出
入
り
、
排
列
を
比
較
す
る
と
、
切
の
残
存
部
分
で
指

摘
し
う
る
の
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

ま
ず
、
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
部
分
に
は
、

い
わ
ゆ
る
異
本
歌
は
存
在

し
な
い
。

清
輔
本
の
異
本
歌
に
限
れ
ば
、
拙
稿
「
清
輔
本
古
今
集
考
(
上
)
」
出

竹
山
頁
に
一
覧
し
た
十
五
首
の
中
、
異
本
歌
3

「
こ
し
と
き
と
」

(
巻
十
、

側
ノ
次
)
、
異
本
歌
9
「
み
ち
し
ら
ば
」
(
巻
十
四
、

川
町
ノ
次
)
、
異
本
歌

叩
「
ま
な
づ
る
の
」
(
巻
十
四
、
前
ノ
次
)
、
異
本
歌
日
「
と
こ
し
へ
に
」

(
巻
十
五
、
町
ノ
次
)
、
異
本
歌
U

「
こ
と
で
し
は
」
(
巻
十
五
、
四
ノ
次
)

の
五
首
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
そ
の
他
の
十
首
は
該
当
部

分
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
有
無
が
確
認
出
来
な
い

が
、
後
述
の
よ
う
に
、
本
文
的
に
清
輔
本
に
近
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
清

輔
本
に
見
え
な
い
独
自
の
異
本
歌
を
有
し
た
り
、
清
輔
本
異
本
歌
の
一
部

の
み
を
有
し
た
り
す
る
可
能
性
は
小
さ
く
、
右
衛
門
切
は
異
本
歌
は
一
切

持
た
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
歌
の
出
入
り
、
排
列
に
つ
い
て
見
る
と
、
定
家
本
と
異
な
る
も
の

と
し
て
、
次
の
六
箇
所
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

A
、
出
前
の
排
列
を
と
る
。

B
、
別
問
の
排
列
を
と
る
。

c、
m欠

D
、
抑
制
の
排
列
を
と
る
。

E
、
防
似
の
排
列
を
と
る
。

F
、
脳
欠
。

こ
の
う
ち
、

C
D
E
の
三
箇
所
は
「
古
筆
学
大
成
」
で
新
た
に
明
ら
か

に
な
っ
た
事
実
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
C

F
に
お
け
る
二
首
の
欠
員
に
つ
い
て
は
、
他
の
伝
本
で
こ

れ
ら
を
欠
く
も
の
が
な
く
、
確
証
は
な
い
が
、
右
衛
門
切
の
脱
落
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
い
で

A
B
D
E
の
排
列
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
顕
昭
本
を
含
む
広
義

の
清
輔
本
と
考
え
る
に
支
障
は
な
い
。

A
は
清
輔
本
の
他
、
筋
切
、
元
永
本
に
も
み
ら
れ
る
排
列
で
あ
る
。

B
は
清
輔
本
特
有
と
言
っ
て
よ
い
排
列
で
あ
る
。
他
に
同
一
の
排
列
を
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と
る
の
は
、
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
に
収
め
ら
れ
た
伝
寂
蓮
筆
本
の
み

で
あ
る
。

D
の
排
列
も
清
輔
本
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
排
列
を
と
る
伝
本

は
他
に
も
あ
り
、
伝
公
任
筆
本
、
雅
俗
山
庄
本
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
伝
為
相

筆
本
、
高
野
切
が
あ
る
。

E
の
箇
所
は
、
清
輔
本
は
一
般
に
側
側
と
定
家
本
と
同
一
の
排
列
で
あ

る
が
、
顕
昭
本
中
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
の
み
が
、
側
仰
の
排
列
を
と
り
一
致

し
て
い
る
。

従
っ
て
こ
の
箇
所
の
み
は
清
輔
本
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
が
、

『
顕
昭
古
今
集
注
」
や
前
項
で
扱
っ
た
『
古
今
和
歌
集
注
』

は
側
側
の
排

列
を
と
っ
て
お
り
、
顕
昭
本
周
辺
に
こ
の
排
列
を
と
る
本
が
あ
っ
た
こ
と

を
伺
わ
せ
る
)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
右
衛
門
切
の
排
列
は
清
輔
本
の
範
囲
を

逸
脱
す
る
異
同
と
見
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

以
上
、
歌
の
出
入
り
、
排
列
に
関
し
て
、

m仰
の
欠
員
の
よ
う
に
、

般
の
清
輔
本
と
異
な
る
点
も
な
い
で
は
な
い
が
、
異
本
歌
を
持
た
ず
、
排

列
も
清
輔
本
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
清
輔
本
系
統
と
し
て
差
支
え

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
先
の
仮
名
序
古
注
の
書
写
様
式
と
考

え
合
わ
せ
る
と
、
清
輔
本
の
中
で
も
顕
昭
本
に
よ
り
一
層
似
て
い
る
と
思

わ
れ
な
く
も
な
い
。
異
本
歌
を
持
た
な
い
点
も
、
顕
昭
本
で
あ
れ
ば
頭
脚

注
書
入
れ
で
あ
る
か
ら
、
心
理
的
に
省
略
し
や
す
い
と
も
い
え
よ
判
。

但
し
、
以
上
は
あ
く
ま
で
、
そ
う
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
に
過
去
字
、

右
衛
門
切
が
清
輔
本
(
就
中
顕
昭
本
)
と
関
係
を
有
す
る
か
否
か
を
決
定

す
る
に
は
十
分
と
は
い
え
ま
い
。

そ
こ
で
、
字
句
の
異
同
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
点
に
関
し

て
は
、
既
に
西
下
経
一
氏
が
詳
細
に
検
討
を
加
え
ら
れ
、
右
衛
門
切
が
定

家
本
と
相
違
す
る
箇
所
に
つ
き
、
他
本
と
の
比
較
の
結
果
を
数
字
で
左
の

よ
う
に
示
し
て
お
ら
れ
る
(
『
古
今
集
の
伝
本
の
研
究
」
加
|
郷
頁
)
。

仮
名
序

清
輔
本
と
一
致
す
る
も
の

四
十
九

雅
経
本

家
隆
本

為
棺
紙
一

~ 

四
十
六

~ 

三
十
九

~ 

三
十
三

俊
頼
筆
切

~ 

三
十
一

元
永
本
・
筋
切

今

三
十
一

(
右
衛
門
切
の
誤
字

十
/、

本
文
(
百
四
十
三
首
)

清
輔
本
と
一
致
す
る
も
の

六
十
九

雅
経
本

四

十

~ 
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元
永
本

~ 

二
十
七

家
隆
本

~ 

十

五

為
相
本

イ〉

十

他
に
一
致
せ
ぬ
も
の

十
四

こ
の
検
討
の
数
値
を
見
る
限
り
で
は
、
右
衛
門
切
が
清
輔
本
に
近
似
し

て
い
る
と
は
言
え
て
も
、
清
輔
本
の
一
種
と
認
め
う
る
程
酷
似
し
て
は
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
更
め
て
比
較
し
て
み
る
と
、

右
衛
門
切
の
集
成
が
一
層
進
ん
だ
こ
と
、
清
輔
本
を
顕
昭
本
も
含
め
て
数

本
を
対
象
と
し
得
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
右
衛
門
切
は
ま
ぎ
れ
も
な
く

清
輔
本
の
一
種
で
あ
る
と
認
定
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

以
下
に
、
右
衛
門
切
が
定
家
本
と
異
な
り
、
清
輔
本
と
一
致
す
る
主
要

な
箇
所
を
掲
げ
る
。
上
段
が
右
衛
門
切
、
下
段
が
定
家
本
で
あ
る
。
清
輔

本
中
で
本
文
に
異
同
が
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、

一
部
注
記
し
た
が
、

煩
雑

に
な
る
の
で
無
視
し
た
場
合
も
あ
る
。
定
家
本
は
伊
達
家
旧
蔵
本
を
用
い

る。
仮
名
序
(
古
注
)

オ
ト
コ
カ
ミ
ー
を
神
、
同

ょ
に
っ
た
は
れ
る

世
に
っ
た
は
る
、
同
(
古
注
)

ン

タ
ア

ル
ヒ
メ
ノ、

、子し
な)た

ほて
に る
てひ
|め

と
は
、
同

っ
た
は
も
し
も
|
、
っ
た
の
も
し
も
、
同

す
な
ほ
に
し
て
、
伺

ひ
と
の
よ
と
な
り
て
よ
り
そ
i
ひ
と
の
世
と
な

り
て
、
同

む
つ
に
は
:
:
:
と
い
へ
る
こ
と
の
た
く
ひ
な
る
へ
し
む

つ
に
は
:
:
:
と
い
へ
る
な
る
へ
し
、
同

い
ろ
こ
の
み
の
(
永
に
の
み
|

い
ろ
こ
の
み
の
い
へ
に
、
同

か
く
っ
た

さ
か
し
く
さ
か
し
、
同

は
る
う
ち
に
ー
か
く
っ
た
は
る
う
ち
に
も
、
同

お
ほ
き
み
み
つ
の
く

ら
ゐ
l
お
ほ
き
み
つ
の
く
ら
ゐ
、
同
な
か
る
、
も
み
ち
は
ー
な
か
る
冶

(

に

)

(

に

)

、
し
き
と
見
え
i

〉
し
き
と
見
た
ま
ひ
、
同

も
み
ち
を
は
、
同

ま
ろ
か
め
に
雲
か
と
そ
お
は
え
け
る
l
人
ま
ろ
か
心
に
は
く
も
か
と
の

み
な
む
お
ほ
え
け
る
、
同

く
れ
た
け
の
よ
に
i
く
れ
竹
の
世
、
に
、

同

た
え
か
た
く
な
む
i
た
え
す
そ
、
同

か
、
り
け
る
さ
き
の
う
た

を
あ
は
せ
て
な
む
i
こ
れ
よ
り
さ
き
の
う
た
を
あ
つ
め
て
な
む
、
同

ひ
と
り
ふ
た
り
な
り
i
ひ
と
り
ふ
た
り
也
き
し
か
あ
れ
と
、
同

か
の

と
し
よ
り
か
の
御
時
よ
り
、
同

っ
か
さ
く
ら
ゐ
た
か
き
を
は
|
つ

か
さ
く
ら
ゐ
た
か
き
人
を
は
、
同

へ
せ
う
は
寄
の
心
は
え
た
れ
と

僧
正
遍
昭
は
う
た
の
さ
ま
は
え
た
れ
と
も
、
同

ゑ
に
か
け
る
を
ん
な

を
ー
ゑ
に
か
け
る
を
う
な
を
、
同

在
原
の
な
り
ひ
ら
ー
あ
り
は
ら
の

な
り
ひ
ら
は
、
同

っ
ち
の
そ
う
き
せ
l
宇
治
山
の
そ
う
き
せ
ん
、
同

よ
き
を
む
な
の
|
よ
き
を
う
な
の
、
同

お
ほ
け
れ
と
i
お
ほ
か
れ

同

す
へ
ら
き
み
の
あ
め
の
し
た
を
す
へ
ら
さ
の
あ
め
の
し
た
、

よ
ろ
つ
の
月
ー
ょ
っ
の
時
、
同

と
、
同

ふ
も
と
よ
り
|
ふ
も
と
よ
り
も
、 人
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同

お
ま
し
ま
し
て
l
お
は
し
ま
し
て
、
同

御
書
の
あ
っ
か
り
l
御
書
の
と
こ
ろ
の
あ
っ

ふ
り
に
し
こ
と
を
|
ふ

り
に
し
こ
と
を
も
、
同

か
り
、
同

衛
門
の
ふ
さ
う
l
右
衛
門
の
府
生
、
同

い
ら
ぬ
寄
と
も

ふ
る
き
l
い
ら
ぬ
ふ
る
き
う
た
、
同

た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
ー
た

て
ま
つ
ら
し
め
た
ま
ひ
て
な
む
、
同

き
み
を
お
も
ひ
と
も
を
い
は
ひ
|

き
み
を
お
も
ひ
入
を
も
い
は
ひ
、
同

あ
ふ
さ
か
に
ー
あ
ふ
さ
か
山
に
、

同

は
ま
の
ま
さ
こ
の
ー
は
ま
の
ま
さ
こ
の
か
す
、
同

(
と
)温

ま
れ
る
か
な
と
、
ま
れ
る
か
な
、

ま
く
ら
こ
と

は
に
l
ま
く
ら
こ
と
は
、
同

同

寄
の
さ
ま
を
し
り
ー
う
た
の
さ
ま
を
も
し
り

以
上
、
仮
名
序
に
限
っ
て
右
衛
門
切
が
清
輔
本
と
一
致
し
、
定
家
本
と

異
な
る
箇
所
を
掲
げ
た
。
こ
れ
ら
の
本
文
の
多
く
は
清
輔
本
独
自
の
本
文

で
は
な
く
、
他
の
諸
本
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
の
み
を
も
っ
て
右
衛
門
切
が
清
輔
本
系
統
の
本
文
を
有
す
る
と
は
言
え

な
い
が
、
こ
れ
だ
け
多
数
の
共
通
本
文
を
有
す
る
伝
本
は
他
に
な
く
、
相

当
に
近
似
し
た
本
文
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
め
ら
れ
よ
う
。

次
に
、
同
じ
く
仮
名
序
で
、
右
衛
門
切
が
、
寧
ろ
定
家
本
寄
り
の
本
文

を
示
す
場
合
を
掲
げ
る
。
上
段
が
右
衛
門
切
、
下
段
が
清
輔
本
で
あ
る
。

こ
の
場
合
も
余
り
に
異
同
が
煩
雑
な
場
合
は
省
略
す
る
こ
と
も
あ
る
。

仮
名
序
(
古
注
)

コ
レ
ハ
夕
、
コ
ト
ニ
イ
ヒ
テ
:
:
:
モ
ノ
ナ
リ
ー
こ
れ

モ
ノ
(
朱
}
(
幻
)

は
た
、
こ
と
に
い
ひ
て
:
:
・
:
:
事
な
り
、
同

へ
う
た
、
同

ス
(
朱
)

な
す
ら
へ
寄
ー
な
そ
ら

ミ
(
朱
)

む
へ
も
と
み
け
り
む
へ
も
と
ひ
け
り
、
同

春
夏
秋

冬
に
も
い
ら
ぬ
l
春
夏
秋
ふ
ゆ
と
も
い
は
ぬ

以
上
の
よ
う
に
ご
く
少
な
い
。

次
に
右
衛
門
切
の
特
色
も
あ
る
異
文
を
誤
脱
を
含
め
て
掲
げ
る
。
上
段

に
右
衛
門
切
、
下
段
に
清
輔
本
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

仮
名
序
こ
丸
紅
げ
っ
ち
の
|
こ
の
う
た
あ
め
っ
ち
の
、
同
(
古
注
)

イ
ヘ
ル
ウ
ナ
)
リ
l
い
へ
る
う
た
也
、
同
(
古
注
)
コ
ト
オ
ロ
カ
ナ

リ
ト
テ
(
宮
)

l
こ
と
を
ろ
そ
か
な
り
と
て
、
同
(
古
注
)

ヲ
ス
ル
ナ
リ
ー
こ
、
ろ
を
み
す
る
な
り
、
同
(
古
注
)

コ
、
ロ
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ソ
ヘ
ウ
タ
ト

オ
ナ
シ
ヤ
ウ
ナ
ル
ハ

l
そ
へ
う
た
と
を
な
し
や
う
な
れ
は
、
同

れ
る
と
こ
ろ
/
¥
を
(
宮
)
|
た
と
れ
る
心
/
¥
を
、
同

(
マ
マ
)

え
か
め
ー
し
た
は
を
な
か
め
、
同

た
と

し
た
は
を

し
き
の
は
ね
か
き
ー
し
き
の
は
ね

か
き
を
、
同
(
古
注
)

「
は
ち
す
は
の
」
歌
ナ
シ
、
同

そ
の
心
あ
り

て
ー
そ
の
こ
、
ろ
あ
ま
り
て
、
同
(
古
注
)

あ
め
の
し
た
を
し
た
を
ろ
し
め
す
こ
と
ー
あ
め

ナ
キ
テ
ワ
カ
ル
ト
ー
な

き
て
わ
た
る
と
、
同

の
し
た
を
し
ろ
し
め
す
こ
と

以
上
、
そ
の
数
は
必
ず
し
も
少
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
異
文
と
言
つ

て
も
大
半
が
右
衛
門
切
の
誤
写
と
認
め
ら
れ
、
格
別
の
意
味
を
見
出
し
難



い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
右
衛
門
切
を
清
輔
本
の
一
類
と
す
る
支
障
と
な

る
も
の
で
は
な
い
。

次
に
、
序
以
外
の
本
文
に
つ
い
て
同
様
の
比
較
を
試
み
る
。

検
討
の
対
象
と
し
て
は
、
久
曽
神
昇
氏
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
資
料
編

中
」
並
び
に
小
松
茂
美
氏
『
古
筆
学
大
成
」
の
影
印
と
翻
字
に
全
面
的
に

依
拠
さ
せ
て
頂
く
が
、
そ
れ
に
以
下
を
追
加
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

A
藤
井
隆
・
田
中
登
両
氏
『
続
々
国
文
学
古
筆
切
入
門
」

l
(
平
4
刊
)

の
ふ
り
け
る
に
ふ
ち
の
は
な
を

お
り
て
人
に
つ
か
は
し
け
る

な
り
ひ
ら
の
朝
臣

mぬ
れ
つ
、
そ
し
ひ
で
お
り
つ
る
と
し
の
う
ち
に

は
る
は
い
く
か
も
あ
ら
し
と
お
も
へ
は

B
伊
井
春
樹
氏
『
古
筆
切
資
料
集
成
」
第
一
巻
、
寂
蓮
凶
(
平
1
刊
)

加
ち
は
や
ふ
る
か
み
の
い
か
き
に
は
ふ
く
つ
も

あ
き
に
は
あ
へ
す
う
つ
ろ
ひ
に
け
り

こ
れ
さ
た
の
み
こ
の
い
へ
の

っ
た
あ
は
せ
に
よ
め
る

た
、
み
ね

加
あ
め
ふ
れ
は
か
さ
と
り
山
の
も
み
ち
は
冶

ゆ
き
か
ふ
人
の
袖
さ
へ
そ
て
る

C
同
『
古
筆
切
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
寂
蓮

μ

っ
た
、
て
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し

と
き
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
れ
る

つ
ら
ゆ
き

加
ゆ
く
と
し
の
つ
ら
く
も
あ
る
か
な
ま
す
か
、
み

み
る
か
け
さ
へ
に
く
れ
ぬ
と
お
も
へ
は

D
『
本
社
新
築
記
念
八
木
書
庖
古
書
目
録
」
昭
臼
・
日
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と
き
に
よ
め
る

僧
正
へ
せ
う

初
ゆ
ふ
く
れ
の
ま
か
き
は
山
と
見
え
ぬ
か
な

よ
る
は
こ
え
し
と
や
と
り
と
る
へ
く

山
に
の
ほ
り
て
か
へ
り
ま
う
て

き
け
る
ひ
人
/
¥
わ
か
れ
け
る

ま
ず
、
清
輔
本
と
一
致
し
、
{
疋
家
本
と
異
な
る
箇
所
と
し
て
左
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
。

7 

は
な
と
見
ゆ
る
か
|
花
と
見
ゆ
ら
む
、
リ
凶

よ
み
人
し
ら
す
大



江
千
里
、
回

の
さ
せ
る
を
見
て
よ
め
る
ー
を
さ
冶
せ
給
へ
る
を
見
て

(
ひ
き
)
し
う
|
ひ
さ
し
く
、
M

∞

よ
め
る
、

み
つ
ね
凡
河
内

62 

み
つ
ね
、

m
を
の
か
は
ふ
き
に
ー
を
の
か
は
か
せ
に
、
問

は
る
の

あ
め
に
i
春
雨
に
、
問

人
ま
ろ
か
う
た
な
り
l
人
ま
ろ
か
な
り
、
間

ま
た
し
き
と
き
の
l
ま
た
し
き
ほ
と
の
、
川

さ
月
き
つ
ら
む
ー
さ

ふ
り
て
、
そ
な
く
|
ふ
り
い
て
、
そ
な
く
、
出

も
の
り
i
紀
と
も
の
胸
、
問

こ
尚
|
山
ひ
こ
は
、
山
川

月
き
ぬ
覧
、
川

と

詞
書
ナ
シ
l
題
し
ら
す
、
問

あ
ま
ひ

わ
れ
も
う
ち
つ
け
に
l
我
う
ち
つ
け
に
、
間

い
に
し
へ
や
l
む
か
し
へ
や
、
山
川

な
き
わ
た
る
か
な
ー
な
き
わ
た

る
覧
、
問

よ
み
て
や
れ
り
け
る
1

よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
、
m
m

秋同一
l
秋
寄
上
、

m
寛
平 台、

よ
ひ
ち
に
1

か
よ
ひ
ち
は
、
巻
四
部
立

御
時
に
l
寛
平
御
時
、
山

素
性
法
師
ー

た
い
し
ら
す
l
ナ
シ
、
加

そ
せ
い
、
問

い
し
山
の
て
ら
に
ま
う
て
け
る
と
き
i

い
し
ゃ
ま
に
ま

う
て
け
る
時
、
加

つ
ゆ
も
冶
り
し
を
|
つ
ゆ
も
、
ら
し
を
、

m
き

く
う
ゑ
た
り
け
る
を
l
き
く
う
へ
た
り
け
る
に
、

m
い
た
れ
り
け
る

を
ー
い
た
れ
る
か
た
を
、

m
は
へ
り
け
る
と
き
に
1

侍
け
る
に
、

m仙

こ
れ
の
り
1

坂
上
こ
れ
の
り
、
山
川

ぬ
れ
ぬ
ひ
は
な
し
|
ぬ
れ
ぬ
日

そ
な
き
、

m
こ
れ
の
り
!
坂
上
こ
れ
の
り
、
川
山

つ
ら
ゆ
き
|
き
の

つ
ら
ゆ
き
、
制

ち
ょ
に
ま
し
ま
せ
l
千
世
に
や
ち
ょ
に
、

M
m

き
み

か
い
の
ち
の
ー
君
か
ち
と
せ
の
、
M
叩

な
く
ち
と
れ
£
c
み
か
み
ち
ょ
を
!

す
む
千
鳥
き
み
か
み
世
を
は
、
川
淵

在
原
ゆ
き
ひ
ら
の
朝
臣
ー
在
原
業

平
朝
臣
、
知

き
さ
き
の
き
み
に
御
五
十
の
賀
l
き
さ
い
の
宮
の
五
十

の
賀
、
同
ち
る
も
と
に
ー
ち
る
し
た
に
、
同

く
す
月
日
は
、
問
叫

お
き
て
か
そ
ふ
る
、
制

す
く
る
月
日
は
ー
す

お
き
て
か
す
ふ
る
ー

あ
つ
ら
へ
ら
れ
て
か
は
り
て
よ
め
る
i
か
は

か
け
る
ー
か
き
け
る
、
制

り
て
よ
み
侍
け
る
、
同

素
性
ー
そ
せ
い
法
し
、
町

題
「
春
」
ア
リ
ー

ナ
シ
、
制

い
ろ
か
は
り
ゆ
く
ー
色
ま
さ
り
ゆ
く
、

m抑

秋
な
れ
と
|

秋
く
れ
と
、
制

あき
ひょ
しふ
りむ
け|
る主き
|よ
あふ
ひ
し 378
れ
り
け
る

388 

わ
か
れ

ふ
か
き
こ
冶
ろ
の
ー
か

よ
ふ
心
の
、
制

お
し
み
け
れ
は
i
わ
か
れ
お
し
み
け
る
に
、
制

藤
原
の
か
ね
す
け
ー

藤
原
か
ね
す
け
の
朝
臣
、
州
制

ゆ
ふ
っ
か
た
|
ゆ
ふ
さ
り
つ
か
た
、
同

見
え
ぬ
か
な
|
見
え
な
、
む
、
川

い
た
れ
り
け
る
に
i

い
た
り
け

る
に
、
同
(
二
箇
所
)

か
い
つ
は
た
!
か
き
つ
は
た
、
同

い
と
お

も
し
ろ
う
l
い
と
お
も
し
ろ
く
、
山

は
し
あ
か
き
i
は
し
と
あ
し
と

あ
か
き
、
同

か
れ
は
な
に
と
り
そ
l
こ
れ
は
な
に
と
り
そ
、
同

ち
き
、
て
き
冶
て
、
山

む
れ
て
こ
し
l
つ
れ
て
こ
し
、
制

み
ふ

の
ま
し
な
り
か
む
す
め
|
壬
生
よ
し
な
り
か
女
、
川
山

き
の
つ
ら
ゆ
き
|

つ
ら
ゆ
き
、
川

あ
ま
た
、
ひ
へ
ぬ
ー
あ
ま
た
、
ひ
ね
ぬ
、
川
川

み
こ
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の
い
は
く
み
こ
の
い
ひ
け
ら
く
、
同

あ
ま
の
か
は
に
あ
ま
の
か

は
ら
に
、
同

な
り
ひ
ら
の
朝
臣
l
在
原
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
、
州
山

き

る
へ
き
を
i
き
る
へ
き
に
、
川
悩

そ
ほ
ち
て
は
l
そ

ほ

ち

つ

¥

仙

に
ふ
の
た
、
み
ね
l
壬
生
忠
山
今
、

427 

紀
つ
ら
ゆ
き
つ
ら
ゆ
き
、

463 

秋
く
れ
と

l
秋
く
れ
は
、

512 

あ
は
さ
ら
め
や
も
!
あ
は
さ
ら
め
や

ー↑
h
h

、
ρ
h
U

『

G

内

J
U

.，L
・・

F
h
1
U

556 

い
へ
り
け
る
こ

ゆ
め
に
み
ゆ
る
は
l
夢

に

み

え

つ

¥

と
は
を
い
へ
り
け
る
事
を
、
同

人
に
つ
か
は
し
け
る
も
と
に
つ

か
は
し
け
る
、
刷

あ
き
の
た
の
|
秋
の
よ
の
、
山
川

ふ
り
て
っ
、
な

く
な
み
た
か
は
i
ふ
り
い
て
っ
、
な
く
涙
に
は
、
側

も
の
ら
い
ひ
て

の
ち
ー
も
の
ら
い
ひ
て
の
ち
に
、

680 

も
ゆ
る
わ
か
み
を
も
ゆ
る
わ

か
こ
ひ
、

686 

し

き

し

ま

の

し

き

し
ま
や
、
加

み
つ
ね
l
凡
河
内
み
つ
ね
、
聞

か
へ
し
に
た
て
ま
つ
り
け
る
|
返
し
に
よ
み
て
た
て
ま

つ
り
け
る
と
な
む
、

705 

あ
め
の
ふ
り
け
な
る
を
i
あ
め
の
ふ
り
け
る

を
、
市

と
ま
ら
ね
は
な
り
ぬ
れ
は
、

708 

女
の
i
あ
る
女
の
、
同

す
ま
の
う
ら
に
i
す
ま
の
あ
ま
の
、
川
川

は
ふ
き
の
あ
ま
た
み
え
ぬ

れ
は
た
え
ぬ
こ
と
の
は
l
は
ふ
木
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
は
た
え
ぬ
心
の
、

わ
か
れ
な
め

i
(
円
な
れ
な
め
、
加

714 

そ
せ
い
|
素
性
法
師
、

717 

な
か
と
む
ー
な
か
と
み
、

722 

つ
は
な

そ
せ
い
!
そ
せ
い
法
し
、
同

み
は
た
て
i
あ
た
な
み
は
た
て
、

ハunu

nソ
''μ

ウ

i

み
に
こ
そ
み
え
ね
l
め
に
こ
そ

見
え
ね
、

ふ
る
ひ
と
見
れ
は
袖
そ
ひ
ち
ぬ
る
|
ふ
る
ひ
と
な
れ
は

731 

そ
て
そ
ぬ
れ
ぬ
る
、

734 

735 

ひ
と
は

む
か
し
へ
に
い
に
し
へ
に
、

し
ら
す
や
l
人
し
る
ら
め
や
、
叩

近
院
の
お
ほ
い
ま
う
ち
君
近
院

の
右
の
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み
、
内
川

ま
て
、
へ
は
ー
ま
で
と
い
は
、
、

742 

こ
と
っ
て
の
な
き
こ
と
っ
て
も
な
し
、
市

も
の
を
い
ひ
け
る
ー

も
の
ら
い
ひ
け
る
、

754 

め
な
ら
ふ
い
ろ
の
め
な
ら
ふ
人
の
、
同

わ
す
ら
れ
に
け
む
i
わ
す
ら
れ
ぬ
覧
、

757 

あ
き
な
ら
す
|
秋
な
ら
て
、

ハ
川
河

U

ρ
h
U
 

円
1
4
1

803 

け
む
け
い
i
ナ
シ
、

な
か
む
る
や
と
の
ー
な
か
め
ふ
る
や
の
、

812 

い
と
も
た
え
ぬ
る
ー
も
は
ら
た
え
ぬ
る
、
側

(を」

を
く
る
と
き
|
、
く
る
と
て
、

お
も
ひ

あ
ふ
そ
か
な
し
き
|

あ
ふ
そ
わ
ひ
し
き
、
制

871 

し
る
ら
め
i
思
い
つ
ら
め
、
問

寛
平
御
時
に
!
寛
平
御
時
、
同

(
マ
マ
)

て
ま
っ
た
り
け
れ
は
l
た
て
ま
つ
り
た
り
け
る
を
、
側

か
つ
み
れ
と

か
つ
見
れ
は
、
制

い
つ
る
月
哉
ー
い
っ
る
月
か
け
、
仙
川

よ
め
る
l

よ
み
侍
け
る
、
脳

卸
時
l
卸
時
之
、

ω

j
1
r
p
p令

'
d
4
i
r
-
-
‘
Q
d

こ
と
/
¥
は
な
く
て

l
こ

と
は
、
な
く
て
、
同

さ
ら
ぬ
わ
か
れ
の
さ
ら
ぬ
別
も
、
制

っ
ち

の
は
し
ひ
め
宇
治
の
橋
守
、
同

か
な
し
と
は
お
も
ふ

l
あ
は
れ
と

は
思
、
巻
十
九
部
立

「
雑
排
」
ナ
シ
、
捌

も
え
っ
、
は
に
も
i
も

え
つ
冶
と
は
に
、
同

お
も
ひ
は
ふ
か
く
ー
お
も
ひ
は
ふ
か
し
、
同

た
て
ま
つ
り
け
る
冶
て
ま
つ
り

を
く
し
も
の
ー
を
く
っ
ゅ
の
、
鵬

た
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し
、
同

お
れ
る
こ
ろ
も
や
l
を
れ
る
心
も
、
同

す

め

ら

き

の

す

へ
ら
き
の
、
附

そ
て
を
な
す
袖
を
か
し
、
同

く
す
り
も
か
l
く

す
り
か
も
、
側

い
は
つ
、
し
1

い
は
し
水
、
側

う
た
|
ナ
シ
、
同

や
ま
お
ろ
し
も
山
あ
ら
し
も
、
附

う
せ
た
ま
う
て
|
う
せ
た
ま

ひ
に
け
る
、
卿

「
旋
頭
歌
」
ナ
シ
、
削

藤
原
の
か
ね
す
け
l
藤
原

か
ね
す
け
の
朝
臣
、
附

な
か
し
と
い
ふ
よ
は
!
な
か
し
て
ふ
よ
は
、

ー

l
 

nuu 
i
 
つ
ま
で
す
く
へ
き
つ
ま
で
見
る
へ
き
、
附

は
な
の
す
か
た
の
ー

花
の
す
か
た
そ
、
問

っ
か
は
し
け
る
|
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
、
同

ふ
か
や
ふ
|
清
原
ふ
か
や
ふ
、
同

ふ
ゆ
な
れ
と
|
冬
な
か
ら
、

1022 

た
、
る
に
し
あ
れ
は
l
た
〉
る
に
我
は
、
間

わ
れ
を
ほ
し
と
い
ふ

我
お
ほ
し
て
ふ
、
鵬

む
な
し
け
ふ
り
そ
l
む
な
し
け
ふ
り
を
、
間

っ
き
の
な
き
よ
は
1

月
の
な
き
に
は
、
附

っ
た
あ
は
せ
に
よ
め
る
|

寄
合
の
う
た
、
即

か
冶
ら
ぬ
山
の
か
、
ら
ぬ
山
も
、
附

く
る
な

しE

と
つひ
みそ
に|
てく
や主る
|を
むい
くと
ひひ
にそ
や

10却
l側

お
も
ふ
と
い
ふ
|
お
も
ふ
て
ふ
、

つ
つ
る
と
い
ふ
な
り
i
う
つ

川山山る
て
ふ
な
り
、
附

は
な
ち
す
て
た
る
は
な
ち
す
て
っ
、
、
附

な

に
た
つ
こ
と
の
l
名
の
立
事
の
、
削

わ
か
み
に
い
と
、
|
わ
か
身
に

い
と
の
、
同

た
冶
い
と
は
り
に
ー
た
、
い
つ
は
り
に
、
附

お
も
ひ

も
て
あ
ふ
こ
な
き
み
そ
わ
ひ
し
か
り
け
る
ー
に
な
ひ
も
て
あ
ふ
こ
な
き

こ
そ
わ
ひ
し
か
り
け
れ
、
附

さ と
る も
やや
まさ
のし
かき
ひ|
に事
さそ
けや
ふさ
かし
う8き

円
l
j
il
 
--

西
山
に
ー
に
し
河
に
、
同

さ
る
山
の
か
ひ
に
さ
け
ふ
、
同

と
い
ふ
こ
、
ろ
を
ー
と
い
ふ
こ
と
を
、

i附

た
ち
よ
れ
は
ー
た
ち
よ
り
て
、
川

か
も
の
ま
つ
り
の
ー
か
も
の

や
し
ろ
の

以
上
を
見
て
も
、
右
衛
門
切
が
い
か
に
清
輔
本
と
近
似
し
た
本
文
を
有

す
る
か
が
わ
か
ろ
う
。

な
お
、
定
家
本
は
伊
達
家
旧
蔵
本
を
用
い
た
が
、
定
家
本
に
お
い
て
も

多
少
の
異
同
は
あ
り
、
右
に
挙
げ
た
箇
所
の
中
、
貞
応
本
(
冷
泉
家
蔵
文

永
四
年
為
家
加
証
本
)
、
嘉
禄
本
(
冷
泉
家
蔵
定
家
筆
本
)

に
よ
れ
ば
次

の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。

の
/
μ

円，，
4

nv，z

“
 
き
く
う
へ
た
り
け
る
を
(
貞
応
本
)
、
問

い
へ
り
け
る
こ
と
は

を
(
貞
応
本
)
、
制

秋
の
田
の
(
貞
応
本
、
嘉
禄
本
)
、
問

我
お
ほ

し
と
い
ふ

(
貞
応
本
)

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
大
勢
に
何
ら
影
響
は
な
い

D

次
に
、
定
家
本
に
近
い
本
文
を
有
す
る
箇
所
を
挙
げ
る
。
上
段
に
右
衛

門
切
本
文
、
下
段
に
清
輔
本
本
文
を
示
す
。
実
は
い
く
ら
も
な
い
。

わ
つ
ら
ひ
け
る
|
わ
つ
ら
ひ
は
へ
り
け
る
、

ω

80 

あ
つ
ら
へ
つ
く

る
あ
と
ら
へ
つ
く
る
、

327 

壬
生
忠
山
今
に
ふ
の
た
、
み
ね
、
山
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仁
和
の
御
時
仁
和
の
御
時
に
、
川

み
か
は
の
く
に
や
つ
は
し
l
み

か
き
り
な
く
か
き
り
な
う
、
聞

や
よ
ひ
の
つ
い
た
ち
よ
り
i
や
よ
ひ
の
つ
い
た
ち
に
、
側

か
は
の
く
に
の
や
つ
は
し
、
山

つ
る
か
な
ま
ち
て
つ
る
か
な
、
制

す
み
よ
し
の

す
み
のま
えち
の8い

て

以
上
を
見
て
も
、
意
味
の
あ
る
一
致
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
偶
然
の
一
致

程
度
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
貞
応
本
、
嘉
禄
本
に
よ
る
異
向
も

、、、
4

ハν

手
句
、

v右
衛
門
切
が
定
家
本
(
も
し
く
は
俊
成
本
)
系
統
で
な
い
こ
と
は
、
既

に
明
白
で
あ
り
、
こ
の
点
を
棲
述
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

寧
ろ
検
討
の
対
象
と
な
る
の
は
、
清
輔
本
、
定
家
本
い
ず
れ
と
も
一
致

し
な
い
本
文
を
有
し
て
い
る
場
合
、
他
の
系
統
に
一
致
す
る
本
文
を
有
す

る
伝
本
が
あ
る
か
否
か
で
あ
り
、
又
、

一
致
度
の
高
い
系
統
本
が
あ
る
か

否
か
で
あ
る
。

左
に
そ
の
よ
う
な
箇
所
の
右
衛
門
切
本
文
を
上
段
に
、

一
般
的
な
清
輔

本
本
文
を
下
段
に
示
し
、
右
衛
門
切
と
本
文
が
一
致
す
る
伝
本
を
上
段
末

括
弧
内
に
略
号
で
示
す
こ
と
と
す
る
。
清
輔
本
の
一
部
の
伝
本
の
み
一
致

す
る
場
合
も
併
せ
一
不
す
。
本
文
の
比
較
は
い
ず
れ
も
久
曽
神
氏
の
「
古
今

和
歌
集
成
立
論
」
に
よ
り
、
ま
た
、
伝
公
任
筆
本
は
小
松
茂
美
氏
編
「
伝

藤
原
公
任
筆
古
今
和
歌
集
」
(
平
7
刊
)
に
よ
っ
た
。
他
系
統
本
の
略
号

は
以
下
の
よ
う
に
し
た
。

大
江
切
(
江
)
、
志
香
須
賀
文
庫
蔵
花
山
法
皇
御
本
(
花
)
、
筋
切
(
筋
)
、

元
永
本
(
元
)
、
唐
紙
巻
子
本
(
唐
)
、
関
戸
家
本
(
関
)
、
雅
俗
山
庄

本
(
俗
)
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
伝
為
相
筆
本
(
相
)
、
志
香
須
賀
文
産
蔵
伝

後
鳥
羽
天
皇
麗
筆
本
(
後
)
、
伝
寂
蓮
筆
本
(
寂
)
、
雅
経
本
(
雅
)
、

伝
公
任
筆
本
(
公
)

基
俊
本
は
校
合
本
文
の
た
め
、
比
較
の
対
象
か
ら
外
し
た
。
今
城
切
、

高
野
切
に
は
共
通
異
文
が
な
い
。

7 

さ
き
の
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み
(
穂
六
筋
元
公
)
ー
さ
き
の
お
ほ
き

「
た
い
し
ら
す
」
ナ
一
円
(
俗
)
、
巻
三
部
立

お
夏通ほ
| し冶

夏ま
寄う
、ち

142 き
み

16 
「
よ
め
る
」
ナ
シ
(
筋
元
)
、

n
J
U
 

F
h
1
U
 

叶
』
}
ム

「
み
く
に
の
ま

ち
」
ナ
シ
(
公
)
、
山

を
の
こ
と
も
(
関
俗
相
)
ー
を
の
こ
と
も
の
、

同

「
よ
め
る
」
ナ
シ
(
蔓
)
、
山
川

「
よ
め
る
」
ナ
シ
(
筋
元
俗
相
)
、

166 

く
も
の
い
つ
く
に
(
穂
天
六
俗
相
雅
)

l
く
も
の
い
っ
こ
に
、
山

か
な
し
け
れ
(
俗
八
ム
)
1
わ
ひ
し
け
れ
、
川
叫

秋
な
か
ら
ー
あ
き
な

ら
て
、
別

ふ
ち
は
か
ま
を
み
て
(
俗
相
雅
)
|
ふ
ち
は
か
ま
を
よ
み

て
、
別

秋
を
き
で
あ
き
を
、
き
て
、
仰
や
ま
さ
へ
さ
や
に
ー
や

ゆ
き
の
ふ
る
を
よ
め
る
(
穂
)

l
雪
の
ふ
れ
る

ま
へ
さ
や
か
に
、
知

を
よ
め
る
、
問

つ
ら
く
も
あ
る
か
な
ー
を
し
く
も
あ
る
か
な
、
川
川
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よ
め
る
(
穂
寂
雅
公
)

よ
み
け
る
、
制

か
め
や
ま
の
ー
か
め
の
を

の
、
同

と
め
て
お
る
ー
と
め
て
お
つ
る
、
制

お
ほ
か
れ
と
(
筋
元

俗
雅
公
)

ー
お
も
ほ
え
て
、
制

つ
ね
は
る
l

つ
ね
な
り
、
側

わ
か

る
、
袖
に
(
筋
)

l
わ
か
る
、
そ
て
の
、
州
側

雅
八
ム
)

む
ま
の
は月
なヲを
むさみ
|て
むよ
まめ
のる
は(
な俗

ー
月
を
み
て
よ
み
け
る
、
同

ー-，

れ
な
む

と
ナ h

ンな
ZZ れ

完は
唐82
、筋

412 元
唐

!
と
り
な
り
け
れ
は
、
同

む
け
、

411 

へ
か
へ
り
け
る
、
制

京
へ
ま
か
り
け
る
(
公
)
|
京

ま
か
り
け
る
と
き
に
(
六
公
)

l
ま
か
り
け
る

と
き
、
川

も
と
に
ま
か
り
け
る
と
き
に
ー
と
も
に
か
り
に
ま
か
り
け

る
と
き
に
、
別

人
を
見
ぬ
も
の
l
人
を
み
ぬ
め
の
、

ω
題
読
人
不

知
(
江
)
|
た
い
し
ら
す

よ
み
人
し
ら
す
、
印

よ
み
て
つ
か
は
し

け
る
(
元
唐
俗
)
|
よ
み
て
や
り
け
る
、
側

藤
原
の
た
、
き
l
ふ
ち

は
ら
の
た
、
ゆ
き
、
制

の
ち
を
は
し
ら
す
(
花
)
i
の
ち
を
は
し
ら

ふ
り
と
冶
ろ
か
し
l
ふ
み
と
も
ろ
か
し
、
市

女
を
あ
ひ
し
り
て
、
同

女
を
し
り
て
ー

て
、
加

よ
め
る
(
尊
六
花
)

ー
よ
め
り
け
る
、
加

こ
の
う
た
は
(
静
六
関
後
)
|
こ
の
う
た
、
同

あ
つ
ま
さ
ー
あ
つ
ま

つ
、
市

っ
か
は
し
け
る
(
俗
八
ム
)

l
お
く
り
け
る
、
市

お
も
て
み

た
る
、

(
宮
)
|
お
ひ
て
み
た
る
¥
巻
十
七
部
立

雑
寄
(
尊
)

雑
歌
上
、
制

ゃ
れ
り
け
る
ー
や
り
け
る
、
制

も
の
と
思
し
l
も
の

と
お
も
ひ
し
を
、
制

か
ひ
な
か
り
け
り
i
ひ
か
り
け
な
く
に
、
卿

(
マ
マ
)

と
き
も
く
ろ
く
の
そ
の
た
|
時
の
も
く
ろ
く
の
そ
の
な
か
う
た
、
側

せ
ら
)
る
冶
|
せ
め
ら
る
冶
、
附

け
ふ
よ
り
は
ー
け
さ
よ
り
は
、
附

題
読
人
不
知
ー
た
い
し
ら
す

よ
み
人
し
ら
す
、
問

か
せ
ゆ
き
を
ふ

り
こ
し
け
る
を
ー
か
せ
の
ゆ
き
を
ふ
き
こ
し
け
る
を
、
問

た
い
よ
み

人
し
ら
す
ー
た
い
し
ら
す

そ
ー
せ
む
か
た
な
み
そ
、
削

よ
たみ
なひ
ひと
くし
山ら
へす
のE
I 1023 
た
な
ひ
く
の
'̂ 
の

せ
む
す
へ
な
み

l
 

mω 

た
い
よ
み
ひ
と
し
ら
す
(
伏
こ
ー
た
い
し
ら
す

よ
み
人
し
ら

す
、
削

わ
か
お
も
ふ
(
筋
公
)
!
我
を
、
も
ふ
、
削

い
て
冶
い
な

む
(
花
)

l
い
て
冶
い
か
む
、
附

詞
書
ナ
シ
、
同

く
る
と
い
ふ
は
|

「
よ
み
人
し
ら
す
」
ナ
シ
(
零
斡
)
、
附

よく
みる
人と
しい
らへ
すきは

た l臨
しE

し
ら
す

-a
、e

J

人
し

よ
み
ひ
と
し
ら
す
、
問

お
は
し
ま

し
け
る
ひ
l
お
は
し
ま
し
た
り
け
る
ひ
、
附

た
い
よ
み
人
し
ら
す

た
い
し
ら
す

よ
み
人
し
ら
す

以
上
が
右
衛
門
切
が
清
輔
本
に
一
致
し
な
い
箇
所
の
中
、
主
要
な
も
の

で
あ
る
。

一
見
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
右
衛
門
切
の
独
自
誤
謬
や
書

写
上
の
些
細
な
転
批
も
多
く
、
本
文
系
統
を
考
察
す
る
上
で
の
意
味
あ
る

異
同
は
少
な
い
。
ま
た
、
旧
稿
で
諸
本
の
本
文
異
同
を
掲
げ
た
際
に
も
明

ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
現
存
の
清
輔
本
諸
本
間
に
も
か
な
り
本
文
の
揺
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れ
が
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
程
度
の
異
同
で
は
、
右
衛
門
切
が
清
輔

本
本
文
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
既
述
し
た

清
輔
本
本
文
と
の
一
致
の
多
さ
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
清
輔

本
と
一
致
し
な
い
本
文
に
何
ら
か
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

清
輔
本
と
定
家
本
を
除
く
と
古
今
集
諸
本
の
本
文
を
一
目
瞭
然
た
ら
し
め

る
特
徴
は
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
、
異
文
が
現
存
諸
本
の

い
ず
れ
か
に
親
近
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
本
文
系
統
を
示
唆
す
る

何
も
の
を
も
有
し
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
現
段
階
で
は
、

右
衛
門
切
に
清
輔
本
以
外
の
要
素
が
一
貫
し
て
含
ま
れ
て
い
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
右
衛
門
切
本
文
が
清
輔
本
本
文
に
極
め
て
近
似
し
て

い
る
こ
と
を
述
べ
、
時
に
は
清
輔
本
の
一
類
で
あ
る
こ
と
を
自
明
の
よ
う

に
論
じ
た
場
合
も
あ
っ
た
が
、
今
一
度
そ
の
点
を
考
え
て
見
た
い
。

右
衛
門
切
が
清
輔
本
に
ご
く
近
い
本
文
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
が
、
そ
の
こ
と
は
右
衛
門
切
が
清
輔
本
よ
り
派
生
し
た
こ
と
を
直
ち
に

不
す
も
の
で
は
な
い
。

小
野
皇
太
后
宮
御
本
よ
り
通
宗
本
が
生
じ
、
通
宗
本
よ
り
清
輔
本
が
生

じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
清
輔
本
に
近
似
す
る
右
衛
門
切
が
清
輔
本
で
は
な

く
、
小
野
皇
太
后
宮
御
本
や
通
宗
本
か
ら
生
じ
た
可
能
性
も
当
然
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
開
題
を
考
え
る
上
で
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
仮
名
序
古
注
と
異

本
歌
(
或
本
歌
)
を
本
文
上
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
か
で
あ
る
。

清
輔
本
は
仮
名
序
古
注
を
頭
脚
注
の
形
で
処
理
し
て
お
り
、
こ
れ
は
か

な
り
珍
し
い
形
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
小
野
皇
太
后
宮
御
本
が
本
来
仮
名

序
古
注
を
有
し
な
い
系
統
の
本
で
、
古
注
が
後
に
書
入
れ
ら
れ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
書
入
は
恐
ら
く
清
輔
が
新
院
御
本
に
よ
っ
て
行
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
顕
昭
本
で
あ
る
伏
見
宮
旧
蔵
本
と
天

理
図
書
館
蔵
伝
家
隆
筆
本
の
二
本
が
共
に
本
行
中
に
朱
書
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
清
輔
本
の
最
終
段
階
か
、
顕
昭
本
の
段
階
か
で
頭
脚
注
か
ら
本
行

へ
く
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

も
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
右
衛
門
切
の
位
置
は
推
定

可
能
で
あ
る
。

右
衛
門
切
は
仮
名
序
古
注
を
朱
書
本
行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
清
輔
本

を
遡
る
段
階
で
派
生
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
清
輔
本
か
ら
、
そ
れ
も
恐

ら
く
清
輔
本
の
最
終
段
階
も
し
く
は
顕
昭
本
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
異
本
歌
の
処
理
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。

清
輔
本
の
異
本
歌
は
旧
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
通
宗
の
段
階
で
本
行
中
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に
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
る
柄
、
清
輔
本
で
は
本
行
平
仮
名
か
ら
本
行
片
仮

名
や
小
字
へ
と
次
第
に
歴
然
と
別
掲
さ
れ
、
顕
昭
本
に
至
っ
て
頭
脚
注
に

改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

異
本
歌
を
有
し
な
い
右
衛
門
切
は
、
異
本
歌
が
明
確
に
区
別
さ
れ
た
清

輔
本
(
も
し
く
は
顕
昭
本
)
に
よ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
場
合
も
後
期
の
清
輔
本
も
し
く
は
顕
昭
本
か
ら
派
生
し
た
と
す
る
と

都
合
が
良
い
。

結
局
、

い
ず
れ
の
点
か
ら
見
て
も
、
右
衛
門
切
は
清
輔
本
か
ら
派
生
し

た
伝
本
で
、
そ
れ
も
後
期
の
清
輔
本
か
顕
昭
本
を
本
に
し
て
い
る
可
能
性

が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
の
点
が
右
衛
門
切
本
文
と
清
輔
本
諸
本
の
本
文
と
の
比
較
に
よ
り

裏
付
け
ら
れ
れ
ば
、

一
層
確
実
性
が
増
す
の
で
あ
る
が
、
既
に
度
々
述
べ

て
来
た
よ
う
に
、
清
輔
本
諸
本
の
進
展
の
様
は
、
異
本
歌
の
処
理
や
注
の

形
式
や
多
寡
、
奥
書
の
年
記
等
外
形
に
よ
ら
ざ
る
を
え
ず
、
本
文
の
比
較

に
よ
っ
て
判
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
成
果
は
期
待
出
来
な
い
の
で

ホ
り
ヲ
。
。

但
し
、
右
衛
門
切
が
時
と
し
て
、
顕
昭
本
二
本
の
み
と
、
巻
十
一
以
下

で
は
二
本
に
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
を
加
え
て
三
本
と
一
致
す
る
場
合
が
な
い

で
は
な
い
。

そ
れ
ら
は
、
割
合
か
ら
言
う
と
僅
か
で
、
有
意
の
差
と
す
る
に
は
足
り

な
い
が
、
参
考
ま
で
に
左
に
そ
の
箇
所
を
挙
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

上
段
が
右
衛
門
切
、
下
段
が
一
般
の
清
輔
本
で
あ
る
。
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あ
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こ
れ
だ
け
で
は
論
ず
る
に
も
足
り
な
い
上
、
右
衛
門
切
が
伏
一
伏
天
以

外
の
一
、
二
の
伝
本
の
み
と
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
全
く
思
い
な

し
か
と
言
う
程
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
顕
昭
本
に
近
い
か
と
思
わ

れ
る
箇
所
も
若
干
あ
り
、
先
述
の
理
由
と
併
せ
て
右
衛
門
切
の
顕
昭
本
親

近
は
認
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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三
、
北
野
切

北
野
切
は
『
新
撰
古
筆
名
葉
集
」
の
「
二
条
家
為
家
卿
」
の
項
官
頭
に

「
北
野
切

四
半
古
今
雲
骨
又
ハ
白
帯
寄
二
行
書
」
と
見
え
て
い
る
。

久
曽
神
昇
氏
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
研
究
編
』
(
捌
頁
)
に
は
次
の
よ

つ
に
解
説
す
る
。

も
と
は
綴
葉
装
四
半
本
で
あ
る
。
料
紙
は
縦
二
二
・
九
糎
(
七
す

五
分
五
厘
)
、
横
一
七
・
四
糎
(
五
寸
七
分
五
厘
)

の
雲
紙
で
、

上

下
が
藍
紙
と
な
っ
て
ゐ
る
。

一
面
九
行
書
、
歌
二
行
書
、
字
形
が
や

や
細
長
く
、
雄
勤
な
筆
致
で
、
特
に
注
意
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
為
家

の
真
筆
で
は
な
い
。
鎌
倉
中
期
あ
た
り
の
も
の
で
あ
ら
う
か
。

伝
称
筆
者
を
為
家
と
す
る
古
今
集
切
は
数
多
く
、
名
物
切
と
し
て
固
有

名
を
有
す
る
も
の
だ
け
で
も
、
北
野
切
の
他
に
大
坂
切
、
角
倉
切
、
野
路

切
が
あ
り
、
そ
の
他
に
至
つ
て
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

従
っ
て
そ
れ
ら
の
整
理
も
進
ん
で
お
ら
ず
、
諸
家
の
認
定
も
ま
ま
異
る

場
合
が
あ
る
。

北
野
切
の
集
成
は
小
松
茂
美
氏
『
古
筆
学
大
成
」
が
最
初
で
あ
り
、
数

多
く
の
切
が
集
成
さ
れ
、
本
文
の
系
統
に
つ
い
て
も
初
め
て
考
察
が
可
能

と
な
っ
た
。

小
松
氏
は
そ
の
集
成
に
基
づ
き
、
北
野
切
が
清
輔
本
系
統
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
小
松
氏
は
『
古
筆
学
大
成
」
第
五
巻
の
北
野
切
の

解
説
中
で
「
勘
物
は
異
筆
。
後
か
ら
別
の
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
際
に
、

後
人
が
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
、
校
合
は
定
家
本
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
た
(
制
頁
)
。
次
い
で
本
文
を
検
討
さ
れ
、
「
「
北
野
切
」
は
、

「
清
輔
本
」
系
統
の
一
伝
本
で
、
そ
れ
に
後
人
が
「
定
家
本
」

の
一
本
に

よ
っ
て
校
合
を
加
え
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
」
(
抑
頁
)
と

さ
れ
た
。

以
上
の
小
松
氏
の
御
指
摘
は
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
、

つ
け
加
え
る
も

の
は
な
い
。

但
し
、

一
つ
注
目
す
べ
き
は
内
題
の
書
き
方
で
あ
る
。
北
野
切
は
内
題

部
分
を
有
す
る
切
が
少
な
く
、
僅
か
に
『
古
筆
学
大
成
』
に
巻
十
七
巻
頭

の
切
を
見
出
す
に
す
ぎ
な
い
。
該
切
は
図
版
は
や
や
小
さ
い
も
の
の
北
野

切
と
認
定
し
て
差
支
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
内
題
の
書
式
は
部
立
を
改
行
す
る
方
式
で
あ
る
。
清

輔
本
が
部
立
を
改
行
せ
ず
一
行
書
方
式
を
と
り
、
清
輔
本
認
定
の
有
力
な

手
が
か
り
と
な
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
述
べ
た
ご
と
く
で
あ
る
。

無
論
こ
れ
に
は
種
々
例
外
が
あ
り
。
新
院
御
本
の
系
統
を
引
く
雅
経
本
、

今
城
切
は
一
行
書
方
式
で
あ
り
、
新
院
御
本
も
一
行
書
で
あ
っ
た
よ
う
に
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思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
久
海
切
や
近
時
発
見
さ
れ
た
伝
公
任
筆
本
も
一
行
書
方
式
で

あ
る
が
、
清
輔
本
系
統
で
は
な
い
。

更
に
、
伝
称
筆
者
を
為
氏
と
す
る
因
幡
切
も
一
行
書
方
式
で
あ
る
が
清

輔
本
系
統
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
清
輔
本
系
統
で
あ
り
な
が
ら
改
行
方
式
と
い
う
の
は

大
変
珍
し
い
。

内
裏
切
の
中
に
は
改
行
方
式
の
も
の
も
あ
る
が
、
旧
稿
で
考
察
し
た
よ

う
に
、
改
行
方
式
を
と
る
内
裏
切
第
一
種
は
本
文
は
清
輔
本
系
統
と
は
認

め
難
く
、
同
じ
く
第
二
種
は
一
行
書
方
式
を
改
行
方
式
に
改
め
た
痕
跡
が

歴
然
と
し
て
お
り
、
清
輔
本
と
し
て
何
ら
不
審
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
例
外
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

従
っ
て
、
も
し
北
野
切
が
清
輔
本
系
統
な
ら
極
め
て
珍
し
い
こ
と
に
な

る
さ
て
、
本
文
の
検
討
に
は
い
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
こ
で
も
『
古
筆
学

大
成
』
の
成
果
に
全
面
的
に
よ
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

と
こ
ろ
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
野
切
に
関
し
て
は
諸
家
の
認
定

に
相
違
が
あ
り
、
そ
の
違
い
が
本
文
異
同
に
ま
で
及
ぶ
場
合
が
あ
り
、
諸

家
の
成
果
に
従
、
つ
し
か
な
い
稿
者
に
は
そ
の
処
理
に
惑
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
下
が
本
稿
で
の
取
敢
え
ず
の
北
野
切
の
認
定
で
あ
る
。
誤
り
が
あ
る

な
ら
訂
正
す
る
に
苔
か
で
な
い
。

「
古
筆
学
大
成
』
を
基
本
と
し
、
以
下
の
点
を
増
訂
す
る
。

巻
四
、
別

j
m
(翻
字
の
み
)
の
切
は
疑
義
が
あ
る
の
で
除
任
。

巻
三
、

m
i
m
(「
三
井
文
庫
蔵
高
葉
帖
」
則
、
平

2
刊
)
、
巻
四
、

m

j

m

(
『
醜
錦
織
醐
小
津
家
古
筆
切
緊
影
』

2
、
平

1
刊
)
、
巻
八
制
j
湖

(
『
国
文
学
古
筆
切
入
門
」

5
、
昭
印
刊
)
、
巻
十
七
、
制
j
制
(
『
古
筆
切

影
印
解
説
I
古
今
集
編
』
鎌
倉
・
吉
野
時
代
目
、
平
7
刊
)
、
巻
十
九
、
附

j
附
(
『
古
筆
切
資
料
集
成
』
巻
六
、
為
家

4
、
平

5
刊
)
を
追
加
す
れ
が
)
。

以
上
に
基
づ
い
て
北
野
切
本
文
を
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、
歌
の
有
無
排
列
に
つ
い
て
考
え
る
。

北
野
切
の
現
存
部
分
に
は
清
輔
本
の
異
本
歌
を
含
む
部
分
が
全
く
な
く
、

異
本
歌
十
五
首
い
ず
れ
も
有
無
が
確
認
出
来
な
い
。
従
っ
て
異
本
歌
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
清
輔
本
、
定
家
本
共
通
の
千
百
首
以
外
の
歌
も
現
在
の
と
こ
ろ

含
ま
れ
て
い
な
い
。

次
に
排
列
で
あ
る
が
、
定
家
本
と
異
な
る
箇
所
は
次
の
一
箇
所
の
み
で

あ
る
。m

mの
排
列
で
あ
る
。
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こ
れ
は
清
輔
本
が

m
m
mの
排
列
を
と
る
の
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、

清
輔
本
が
{
疋
家
本
と
排
列
を
異
に
す
る
他
の
部
分
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
こ
の
印
刷
の
排
列
で
あ
る
が
、
古
今
集
諸
本
中
こ
の
排
列
を
採
る

の
は
ほ
ぼ
清
輔
本
に
限
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
わ
ず
か
一
箇
所
の
み
で
あ

る
が
、
北
野
切
が
清
輔
本
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
存
部
分
の
少
な
い
北
野
切
の
系
統
を
考
え
る
に
は
、

や
は
り
本
文
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
。

ま
ず
、
北
野
切
が
清
輔
本
に
一
致
し
、
定
家
本
と
異
な
る
箇
所
を
列
挙

す
る
。
上
段
が
北
野
切
、
下
段
が
{
疋
家
本
で
あ
る
。
北
野
切
の
後
人
校
合

は
無
視
す
る
。
清
輔
本
内
部
の
異
同
に
関
し
て
は
省
略
す
る
場
合
も
あ
る

の
は

と右
も衛
の門
り切
i の
紀場
と合
もと
の同
り主様
、で

162 あ
る
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184 

い
に
し
へ
や
1

む
か
し
へ
や
、

お
ち
た
る
月
の
も

り
く
る
月
の
、
山

わ
ひ
し
か
る
ら
む
ー
か
な
し
か
る
ら
む
、
町
山

お

な
し
え
に
お
な
し
え
を
、

256 

い
し
や
ま
の
て
ら
に
l
い
し
ゃ
ま
に
、

262 

あ
た
り
に
l
あ
た
り
を
、
川
州

も
み
ち
、
る
木
の
も
と
に
む
ま
ひ

か
へ
て
l
も
み
ち
の
ち
る
木
の
も
と
に
む
ま
を
ひ
か
へ
て
、
山
川

つ
ら

ゆ
き
|
き
の
つ
ら
ゆ
き
、
川
川

も
え
や
わ
た
ら
ん
恋
や
渡
む
、
町

ま
か
り
け
る
時
に
ま
か
り
け
る
に
、
問

あ
ら
ぬ
も
の
か
ら
あ
ら

ぬ
わ
か
身
の
、

784 

夜
さ
り
は
ゆ
ふ
さ
り
は
、
同

お
く
り
け
る
|

っ
か
は
し
け
る
、

787 

そ
ら
に
ち
る
ら
む
i
そ
ら
に
な
る
ら
む
、
町
川

つ
れ
な
く
も
1

つ
れ
も
な
く
、

m
川

ふ
も
と
よ
り
の
み
か
へ
り
き
ぬ
|

ふ
も
と
を
見
て
そ
か
へ
り
に
し
、

m
M

身
ま
か
り
に
け
る
時
身
ま
か

り
に
け
る
時
に
、
制

は
、
か
お
も
ひ
に
は
へ
り
て
ー
は
冶
か
お
も
ひ

に
て
、
制

ち
、
か
お
も
ひ
に
侍
て
ー
ち
、
か
お
も
ひ
に
て
、

853 

と
も
と
す
;
さ
|
ひ
と
む
ら
す
、
き
、
制

、
っ
た
と
も

J
っ
た
と
も
と
、

865 

た
も
と
ゆ
た
け
く
ー
た
も
と
ゆ
た
か
に
、
間

さ
な
む
あ
り
け
る
l

さ
な
む
あ
り
つ
る
、
同

こ
ゆ
る
き
の
!
こ
よ
ろ
き
の
、
側

ふ
り
ゅ

く
も
の
は
ふ
り
ぬ
る
物
は
、
制

す
ゑ
を
、
も
み
i
う
れ
を
、
も
み
、

1
 
1
 

n
H
U
U
 1
 
た
冶
る
に
し
あ
れ
は
ー
た
冶
る
に
我
は
、
附

み
の
主
く
に
の
i

み
ま
さ
か
の
く
に
の
、
脳

み
の
、
く
に
の
う
た
|
み
の
:
っ
た
、
附

い
さ
こ
の
か
す
は
ー
ま
さ
こ
の
か
す
は

以
上
を
見
る
と
、
北
野
切
が
清
輔
本
系
統
の
本
文
を
数
多
く
有
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
右
の
中
、
定
家
本
中
異
同
の
あ
る
の
は
、
左
の
一
箇
所
の
み
で

あ
る
。

387 

ま
か
り
け
る
時
に
(
貞
応
本
)
、
ま
か
り
け
る
時
(
嘉
禄
本
)

こ
れ
に
対
し
て
、
清
輔
本
と
異
な
り
定
家
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
少
な ひ
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い
。
左
に
そ
れ
を
掲
げ
る
。
上
段
が
定
家
本
と
一
致
す
る
北
野
切
本
文
、

下
段
が
清
輔
本
で
あ
る
。

め
に
は
み
え
ね
と
め
に
も
み
え
ね
と
、
倒

か
ら
は
き
|
題
唐

十
物
、
山
川

し
む
せ
い
ほ
う
し
し
せ
い
ほ
う
し
、
川

っ
か
は
せ
り
け

る
(
零
)

っ
か
は
し
け
る

数
も
少
な
く
、
し
か
も
問
題
と
な
る
よ
う
な
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

や
や
目
に
つ
く
倒
詞
書
に
し
て
も
、
清
輔
本
の
「
題
唐
萩
」
で
は
あ
ま
り

に
異
様
で
、
雲
紙
に
能
書
が
書
く
に
は
不
都
合
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
北
野
切
が
清
輔
本
、
定
家
本
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
例

を
挙
げ
る
。
上
段
が
北
野
切
、
下
段
が
清
輔
本
で
あ
る
。
清
輔
本
の
一
部

及
び
他
の
主
要
諸
本
に
北
野
切
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
時
は
、
略
号
で

不
す
こ
と
、
前
と
同
じ
で
あ
る
。

162 

(
マ
マ
}

ふ
ち
は

こ
ひ
ま
さ
る
な
り
(
筋
元
)
|
こ
ひ
ま
さ
り
け
り
、
間

ふ
と
さ
と
は
|
ふ
る
さ
と
は
、

ら
の
も
と
か
た
l
在
原
も
と
か
た
、

m

342 

お
ほ
せ
ら
れ
し
時
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
(
公
)

ー
お
ほ
せ
ら

れ
し
時
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
れ
る
、
川
川

か
み
な
み
の
ー
か
み
な
ひ
の
、

807 

人
を
う
ら
み
し
|
ひ
と
は
う
ら
み
し
、
制

よ
め
り
け
る
(
六
)
i

よ
め
り
け
む
、
同

き
こ
え
な
む
l
き
え
な
、
む
、

mw

や
ま
の
あ
な

た
に
ー
や
ま
の
あ
な
た
も
、
側

あ
り
に
し
も
の
を
(
元
)
ー
あ
り
し

物
也

以
上
、
独
自
の
誤
脱
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
く
、
右
衛
門
切
の
時
以

上
に
他
の
諸
本
と
一
致
す
る
も
の
が
少
な
い
。
ま
た
、
清
輔
本
の
一
般
的

本
文
に
一
致
す
る
場
合
が
多
く
、

一
部
の
諸
本
と
一
致
す
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
な
い
の
も
特
徴
で
、
比
較
部
分
が
少
な
い
た
め
か
も
し
れ
な
い
が
、

清
輔
本
諸
本
中
の
い
ず
れ
か
に
近
似
す
る
よ
う
な
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。

検
討
の
結
果
、
小
松
氏
の
御
指
摘
の
よ
う
に
、
北
野
切
が
清
輔
本
系
統

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
く
な
っ
た
。

た
だ
し
、
右
衛
門
切
の
時
も
問
題
と
し
た
清
輔
本
か
ら
派
生
し
た
の
か
、

清
輔
本
以
前
の
段
階
か
ら
分
か
れ
派
生
し
た
の
か
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

北
野
切
の
場
合
は
現
存
部
分
が
少
な
い
だ
け
に
結
論
は
出
し
か
ね
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

北
野
切
の
書
写
年
代
は
鎌
倉
中
期
か
ら
後
期
く
ら
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

清
輔
本
を
遡
る
系
統
に
発
す
る
と
は
考
え
に
く
い
が
、
決
め
手
は
な
い
。

何
よ
り
右
衛
門
切
の
場
合
と
異
な
り
、
異
本
歌
を
含
む
部
分
が
今
の
と
こ

ろ
出
現
せ
ず
、
異
本
歌
が
ど
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
か
が
判
ら
な
い

こ
と
、
仮
名
序
が
出
現
し
な
い
た
め
、
仮
名
序
古
注
の
有
無
や
書
写
形
式

も
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
系
統
を
考
え
る
に
は
余
り
に
も
材
料
不
足
で
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あ
る
。た

だ
一
つ
だ
け
手
が
か
り
に
な
り
そ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
北
野

切
が
制
「
う
っ
せ
み
の
」
歌
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
倒
は
清
輔
本
は
朱

合
点
を
施
し
て
特
に
注
意
を
促
し
、
「
正
本
に
此
歌
書
二
別
紙
}
押
レ
本
、
片

仮
名
書
也
、
而
大
仮
名
ニ
テ
可
二
書
入
一
云
¥
の
書
入
了
」
と
頭
注
し
て

い
る
。
こ
の
注
は
清
輔
の
所
為
で
「
正
本
」
は
通
宗
本
を
さ
す
と
考
え
ら

れ
る
(
宮
本
家
本
に
は
「
通
宗
自
筆
本
」
と
あ
る
)
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
通
宗
本
で
は
倒
「
う
っ
せ
み
の
」
歌
は
貼
紙
に
片
仮

名
書
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
針
。

清
輔
本
中
で
は
穂
久
週
文
庫
本
が
本
行
中
に
片
仮
名
書
し
て
い
る
の
は
、

通
宗
本
の
形
態
の
名
残
を
残
す
も
の
で
あ
る
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
北
野
切
が
似
つ
つ
っ
せ
み
の
」
歌
一
首
を

存
す
る
の
は
、
系
統
的
に
清
輔
本
の
段
階
を
遡
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

但
し
、
倒
を
欠
く
伝
本
は
現
存
諸
本
中
に
は
見
当
ら
な
い
の
で
、
通
宗

本
を
直
接
転
写
し
た
と
し
て
も
、
貼
紙
の
側
一
首
を
本
行
化
す
る
可
能
性

は
大
き
く
、
北
野
切
が
清
輔
本
を
遡
り
、
通
宗
本
に
直
接
連
る
伝
本
で
あ

る
確
率
は
皆
無
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
総
合
的
に
考
え
れ
ば
、
北
野
切
が
清
輔
本
か
ら
派
生
し
た
蓋

然
性
は
高
い
と
考
え
る
。

付
、
伝
寿
暁
筆
四
半
切

「
新
撰
古
筆
名
葉
集
」
に
「
同
(
津
守
)
寿
暁
/
四
半

古
今
耳
二
行

書
」
と
見
え
る
伝
寿
暁
筆
四
半
切
は
僻
の
強
い
筆
蹟
で
名
筆
と
は
言
え
な

い
が
、
久
曽
神
昇
氏
「
古
今
和
歌
集
成
立
論
」
で
は
次
の
如
く
保
元
二
年

本
系
統
の
清
輔
本
と
さ
れ
て
い
る
。

伝
寿
暁
筆
四
半
切
、
烏
子
紙
で
、
縦
二
五
・
五
糎
(
八
す
四
分
)
、

横
一
六
・
五
糎
(
五
寸
四
分
五
厘
)
、
八
行
又
は
九
行
書
、
歌
二
行

書
と
な
っ
て
ゐ
る
。
管
城
帖
所
蔵
の
断
簡
は
、
仮
名
序
の
野
頭
で
、

「
此
集
用
一
真
名
序
一
敗
。
予
有
二
所
見
一
也
」
と
あ
り
、
竹
本
省
三
氏

所
蔵
古
筆
手
鑑
所
載
の
一
葉
は
、
巻
六
の
断
簡
で
あ
り
、
そ
の
注
記

を
清
輔
本
と
対
比
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

(
中
略
。

m
l
m番
歌
の
頭
注
と
作
者
注
を
翻
字
し
、
前
田
本
と
比
較
。

稿
者
注
)

天
理
本
な
ど
と
も
少
し
く
異
な
り
、
保
元
二
年
本
系
統
と
知
ら
れ
る
。

(
研
究
編
m
m
l
幻
頁
)

ま
た
久
曽
神
氏
の
「
古
筆
切
影
印
解
説
I
古
今
集
緬
」
に
は
、
計
五
枚

の
伝
寿
暁
筆
四
半
切
が
解
説
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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伝
寿
暁
筆
四
半
切
は
坊
間
折
々
見
か
け
る
も
の
で
、
清
輔
本
系
統
の
勘

物
を
有
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
本
文
的
に
清
輔
本
で
あ

る
か
否
か
に
は
疑
問
が
あ
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
伝
寿
暁
筆
四
半
切
は
定
家
本
系
統
と
考
え
ら
れ
、

(
臼
)

勘
物
の
み
転
記
書
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
少
し
く
検
討
を
加
え
た

しE

O 
伝
称
筆
者
を
寿
暁
と
す
る
古
筆
切
に
は
古
今
集
切
と
顕
注
密
勘
抄
切
と

二
種
類
存
在
し
、
特
徴
あ
る
筆
蹟
よ
り
両
者
は
同
筆
と
考
え
ら
れ
説
。
ま

た
古
今
集
切
中
に
は
寿
暁
筆
と
伝
称
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筆

蹟
を
異
に
す
る
も
の
も
あ
る

)
O

こ
こ
で
伝
寿
暁
筆
四
半
切
と
し
て
扱
う
の

は
特
徴
あ
る
筆
蹟
の
切
の
み
で
あ
る
。

さ
て
、
伝
称
筆
者
で
あ
る
寿
暁
で
あ
る
が
、
生
没
年
、
伝
と
も
に
未
詳

で
、
『
津
守
和
歌
集
』
に
入
集
す
る
こ
と
に
よ
り
津
守
家
の
一
族
で
あ
る

こ
民
、
更
に
同
集
の
記
述
よ
り
新
後
撰
集
制
川
の
よ
み
人
し
ら
ず
歌
二
首

を
含
め
、
勅
撰
集
に
六
首
(
『
新
編
国
歌
大
観
」
に
よ
る
。
旧
版
で
は
続

千
載
集
に
更
に
一
首
を
加
え
七
首
)
入
集
の
歌
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す

る
に
す
ぎ
な
い
。

新
後
撰
集
(
嘉
元
元
年
〈
二
二

O
一
二
〉
奏
覧
)
に
初
め
て
入
集
す
る
こ

と
よ
り
、
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
活
動
し
た
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は

不
明
で
あ
針
。

そ
こ
で
、
二
種
の
伝
寿
暁
筆
切
が
正
し
く
寿
暁
筆
か
否
か
が
問
題
と
な

る
。
無
名
と
言
っ
て
良
い
寿
暁
の
名
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か

の
根
拠
あ
る
伝
称
が
あ
っ
た
可
能
性
は
大
き
く
、
無
視
し
難
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
寿
暁
の
活
動
時
期
が
鎌
倉
時
代
中
後
期
(
も
し
永
仁
七
年
没
が

信
じ
得
る
な
ら
中
期
)
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
伝
寿
暁
筆
切
は
南
北

朝
期
も
相
当
下
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
今
一
つ
納
得
し
難
い
。
能
筆
で
な
い

た
め
時
代
が
下
っ
て
見
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
切
の

内
容
か
ら
も
疑
問
が
あ
る
。
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書
誌
的
事
項
を
な
お
付
け
加
え
る
と
、
料
紙
は
雲
母
引
の
斐
紙
で
、
銀

切
箔
を
蒔
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
作
者
名
が
詞
書
、
歌
本
文
よ
り
大
き
め
に
書
か
れ
、
詞
書
か
ら

改
行
せ
ず
そ
の
下
に
作
者
名
を
書
く
際
、
作
者
名
が
た
っ
ぷ
り
と
行
を
と

る
た
め
、
毎
半
葉
の
行
数
が
決
定
し
に
く
い
切
も
あ
り
、
数
え
方
に
も
よ

る
が
、
八
行
か
ら
時
に
は
十
一
行
に
及
ん
で
い
る
。
字
面
高
さ
、
約
二
一

糎
勘
物
は
頭
脚
注
で
は
な
く
、
行
聞
や
余
白
に
適
宜
同
筆
の
墨
書
で
書
入

れ
ら
れ
、
平
仮
名
交
り
の
場
合
と
片
仮
名
交
り
の
場
合
と
が
あ
る
。

以
下
管
見
に
入
っ
た
切
を
翻
字
す
る
。
勘
物
は
各
切
の
後
に
ま
と
め
て



翻
字
し
、
書
入
形
式
上
ま
た
は
意
味
上
の
区
切
り
に
「
/
」
の
符
号
を
入

れ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
限
り
「
/
」
は
改
行
を
意
味
し
な
い
。

A

『
古
筆
切
影
印
解
説
I
古
今
集
編
」
鎌
倉
・
吉
野
時
代
凶

ゃ
三
也
、
J
た
冶
人
の
こ
、
ろ
を
た
ね
と
し
て

よ
の
な
か
(
合
点
ア
リ
)

よ
ろ
つ
の
こ
と
の
は
と
そ
な
れ
り
け
る
世
の
中

に
あ
る
人
事
わ
さ
し
け
き
も
の
な
れ
は
心
に

お
も
ふ
事
を
見
る
も
の
き
く
も
の
に
つ
け
て

う
く
ひ
す

い
ひ
い
た
せ
る
な
り
は
な
に
な
く
鷲
み
つ
に
す

む
か
は
つ
の
声
を
き
け
は
い
き
と
し
い
け
る
も
の

い
つ
れ
か
う
た
を
よ
ま
さ
り
け
る
ち
か
ら
を
も
い
れ

す
し
て
あ
め
っ
ち
を
う
こ
か
し
め
に
見
え
ぬ
お
に

〔
勘
物
〕
此
集
用
真
名
序
欺
予
聯
有
所
見
也

(
仮
名
序
)

B

『
蓬
左
」

日
(
徳
川
繁
明
会
叢
書
『
古
筆
手
鑑
篇
二
」
所
収
)

代
と
に
き
こ
え
か
た
い
と
の
よ
り
/
L
¥
に
た
え
す
そ

あ
り
け
る
是
よ
り
さ
き
の
う
た
を
あ
つ
め
て

な
む
万
え
ふ
集
と
名
つ
け
ら
れ
た
り
け
る
こ
冶
に

い
に
し
へ
の
事
を
も
う
た
の
こ
冶
ろ
を
も
し
れ
る

人
わ
っ
か
に
ひ
と
り
ふ
た
り
な
り
き
し
か
あ
れ
と

所

こ
れ
か
れ
え
た
る
。
え
ぬ
と
こ
ろ
た
か
ひ
に
な
む

あ
る
か
の
御
時
よ
り
こ
の
か
た
と
し
は
も
、
と

せ
あ
ま
り
世
は
と
っ
き
に
な
む
な
り
に
け
る

〔
勘
物
〕
又
或
説
云
阿
女
帝
天
智
天
皇
云
ミ
是
又
一
説
也

(
仮
名
序
)

C
家
蔵
(
二
五
・
二
×
一
六
・
二
糎
)

¥
 

刊
は
る
や
と
き
花
や
を
そ
き
と
き
、
わ
か
む
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鴛
た
に
も
な
か
す
も
有
か
な

春
の
は
し
め
の
う
たみ

ふ
の
忠
峯

日
春
き
ぬ
と
人
は
い
へ
と
も
う
く
ひ
す
の

な
か
ぬ
か
き
り
は
あ
ら
し
と
そ
お
も
ふ

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
寄
合
の
う
た

源
ま
さ
す
み

〔
勘
物
〕
別
帯
/
(
前
欠
)
橡
内
竪
頭
従
五
下
口
絶
男
/
大
和
物
語
一
五
泉

大
将
左
大
臣
殿
へ
よ
い
た
う
ふ
け
て
お
は
し
け
り
お
と
、
い
つ
こ
へ
お



は
し
ま
し
つ
る
た
よ
り
に
か
な
と
き
こ
え
た
ま
ひ
け
る
に
壬
生
忠
峯
御

ヒ
サ
マ
ツ
キ
テ
申
ス

と
も
に
あ
り
け
る
か
は
し
の
も
と
な
か
ら
か
さ
冶
き
の
わ
た
せ
る
は
し

に
を
く
し
も
の
よ
は
に
ふ
み
わ
け
こ
と
さ
ら
に
こ
そ
/
叶
四
首
其
中
短

能
有

寄
一
首
/
在
金
玉
集
/
然
者
泉
大
将
定
国
随
身
欺
/
当
純
近
院
右
大
臣

子
/
一
首
目
六
当
純
子
時
従
正
巳

t
収
納
言
後
叙
従
上
右
大
臣
能
有
五

男

(
巻
第
一
、
春
歌
上
)

D

『
芦
屋
釜
」
川
(
文
献
探
求
の
会
、
昭
日
刊
)

寛
平
御
時
后
の
宮
の
寄
合
の
寄

友
則

ωみ
よ
し
野
冶
や
ま
へ
に
さ
け
る
さ
く
ら
花

雪
か
と
見
そ
そ
あ
や
ま
た
れ
け
る

や
よ
ひ
に
う
る
ふ
月
有
け
る
と
し
ょ

伊
勢

み
け
る

¥
 

引
さ
く
ら
花
春
く
は
〉
れ
る
と
し
た
に
も

人
の
こ
、
ろ
に
あ
か
れ
や
は
せ
ぬ

(
巻
第
一
、
春
歌
上
)

E

『
古
今
和
歌
集
成
立
論
研
究
編
』
第
必
図
、
『
古
筆
切
影
印
解
説
I
古
今

集
編
』
鎌
倉
・
吉
野
時
代
印

凡
さ
く
ら
花
ち
ら
は
ち
ら
な
む
ち
ら
す
と
て

里

ふ
る
o

人
の
き
て
も
見
な
く
に

雲
林
院
に
て
さ
く
ら
の
花
の
ち
り
け
る

を
見
て
よ
め
る

そ
う
く
法
師
承
均

同
さ
く
ら
ち
る
花
の
と
こ
ろ
は
春
な
か
ら

ゆ
き
そ
ふ
り
つ
、
き
え
か
て
に
す
る

さ
く
ら
の
花
の
ち
り
侍
け
る
を
見
て
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よ
み
侍
け
る

素
性
法
師

(
巻
第
二
、
春
歌
下
)

F

『
古
筆
切
影
印
解
説
I
古
今
集
編
』
鎌
倉
・
吉
野
時
代
別

つ
ら
ゆ
き

花
ひ
と
め
見
し
君
も
や
く
る
と
さ
く
ら
は
な

け
ふ
は
ま
ち
見
て
ち
ら
は
ち
ら
な
む

山
の
さ
く
ら
を
見
て
よ
め
る

内
春
か
す
み
な
に
か
く
す
ら
ん
さ
く
ら
は
な

ち
る
ま
を
た
に
も
み
る
へ
き
も
の
を



心
地
そ
こ
な
ひ
て
わ
つ
ら
ひ
け
る
時
に

風
に
あ
た
ら
し
と
て
お
ろ
し
こ
め
て
の
み

侍
け
る
あ
ひ
た
に
お
れ
る
さ
く
ら
の
ち
り

G
家
蔵
(
二
五
・
二
×
一
六
・
一
一
糎
)

す
る
人
の
も
み
ち
の
ち
る
こ
の
も
と

に
む
ま
を
ひ
か
へ
て
た
て
る
を
よ

ま
せ
た
ま
、
つ
け
れ
は
つ
か
う
ま
つ
り
け
る

姉
た
ち
と
ま
り
見
て
を
わ
た
ら
ん
も
み
ち
は
、

雨
と
ふ
る
と
も
水
は
ま
さ
ら
し

是
貞
の
御
子
の
家
の
寄
合
の
寄

申

峯

制
や
ま
た
も
る
秋
の
か
り
い
ほ
に
を
く
露
は

H

「書籍~」

6
(
筑
波
書
眉
目
録
)

素
性
法
師

制
も
み
ち
葉
は
そ
て
に
こ
き
入
て
も
て
い
(
が
U

(
巻
第
二
、
春
歌
下
)

(
巻
第
五
、
秋
歌
下
)

秋
は
か
き
り
と
見
む
人
の
た
め

寛
平
御
時
ふ
る
き
う
た
た
て
ま
つ

れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
は
た
っ
た
河

も
み
ち
葉
な
か
る
と
い
ふ
う
た
を
か
き

て
そ
の
お
な
し
心
を
よ
め
り
け
る

お
き
か
せ

(
巻
第
五
、
秋
歌
下
)

-
佐
藤
道
生
氏
蔵
(
二
五
・

O
×
一
五
・
四
糎
)
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轄
旅
寄

も
ろ
こ
し
に
て
月
を
見
て
よ
み
け
る

あ
へ
の
な
か
ま
ろ

制
あ
ま
の
は
ら
ふ
り
さ
け
見
れ
は
か
す
か
な
る

み
か
さ
の
山
に
い
て
し
月
か
も

こ
の
寄
は
む
か
し
仲
麿
を
も
ろ
こ
し
に
も
の

な
ら
は
し
に
つ
か
は
し
た
り
け
る
に
あ
ま
た
の

〔
勘
物
〕
歌
十
六
首
此
中
折
句
寄
一
首
/
金
玉
/
一
首
目
云
仲
麿
唐
朝
公

卿
也
中
務
大
輔
正
五
位
上
船
守
之
子
也
霊
亀
二
年
八
月
廿
二
日
為
遣
唐

学
生
唐
朝
賜
姓
朝
氏
名
衡
字
従
八
位
上
安
倍
仲
麿
大
唐
光
禄
大
夫
散
騎



羊
中
(
マ
マ
}

常
侍
兼
徹
底
一
中
丞
北
海
郡
開
国
公
贈
路
州
大
都
督
霊
亀
二
年
入
唐
。
有

藤

(

マ

マ

)

(

マ

マ

)

六
天
宝
十
二
年
与
我
使
口
原
行
清
同
船
得
帰
過
風
難
漂
廻
唐
国
為
郡
盗

殺
云
ミ
年
七
十
三
難
事
多
不
能
委
細
也

J

「
文
彩
帖
』
凶
(
古
筆
手
鑑
大
成
第
三
巻
所
収
)

た
む
け
や
ま
に
て
よ
み
け
る

す
か
は
ら
の
朝
臣

仰
こ
の
た
ひ
は
ぬ
さ
も
と
り
あ
へ
す
手
向
山

も
み
ち
の
に
し
き
神
の
ま
に
/
t
¥

素
性
法
師

似
た
む
け
に
は
っ
、
り
の
袖
も
き
る
へ
き
に

紅
葉
に
あ
け
る
神
や
か
へ
さ
ん

K
家
蔵
(
二
三
・
九
×
一
五
・
五
糎
)

浦
見
て
の
み
そ
た
ち
か
へ
り
け
る

読
人
し
ら
す

聞
か
ね
て
よ
り
か
せ
に
さ
き
た
つ
な
み
な
れ
や

(
巻
第
九
、
轄
旅
歌
)

(
巻
第
九
、
轄
旅
歌
)

あ
ふ
事
な
き
に
ま
た
き
た
つ
ら
ん

申

峯

制
み
ち
の
く
に
あ
り
と
い
ふ
な
る
な
と
り
川

な
き
な
と
り
て
は
く
る
し
か
り
け
り

み
は
る
の
あ
り
す
け

ωあ
ゃ
な
く
て
ま
た
き
な
き
名
の
た
っ
た
か
は

わ
た
ら
て
や
ま
む
も
の
な
ら
な
く
に

〔
勘
物
〕
是
ハ
名
ノ
立
也
不
逢
先
ニ
名
立
也
風
不
吹
ニ
波
立
ニ
比
/
御
春

有
輔
子
時
左
衛
権
小
志
使
後
尉
二
首
/
無
益
同
前
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(
巻
第
十
三
、
恋
歌
三
)

L

『
雁
叢
』
侃
(
『
古
筆
切
資
料
集
成
」
巻
一
に
よ
る
)

お
き
か
せ

市
あ
ふ
ま
て
の
か
た
み
と
て
こ
そ
と
冶
め
け
め

涙
に
う
か
ふ
も
く
つ
な
り
け
り

た
い
し
ら
す

読
人
し
ら
す

(
巻
第
十
四
、
恋
歌
四
)

M
京
王
百
貨
庖
第
羽
田
大
古
書
市
(
平
成
七
年
八
月
十
一
十
六
日
)



僧
正
遍
昭

加
わ
か
や
と
は
み
ち
も
な
き
ま
て
あ
れ
に
け
り

つ
れ
な
き
人
を
ま
っ
と
せ
し
ま
に

m
い
ま
こ
ん
と
い
ひ
て
わ
か
れ
し
あ
し
た
よ
り

お
も
ひ
く
ら
し
の
ね
を
の
み
そ
な
く

読
人
し
ら
す

巾
こ
め
や
と
は
お
も
ふ
も
の
か
ら
ひ
く
ら
し
の

な
く
タ
く
れ
は
た
ち
ま
た
れ
っ
、

市
い
ま
し
は
と
わ
ひ
に
し
も
の
を
さ
、
か
に
の

こ
ろ
も
に
か
、
り
わ
れ
を
た
の
む
る

同
い
ま
は
こ
し
と
お
も
ふ
も
の
か
ら
わ
す
れ
つ
、

〔
勘
物
〕
拾
遺
物
名
F
入
/
蝉
類
/
日
ク
ラ
也
/
来
マ
シ
キ
物
ヲ
ト
思
切

心
也
/
今
〔
戸
〕
〔
同
事
〕
也
筆
集
口
今
ハ
ト
云
心
也
、
ン
ハ
ヤ
ス
メ
詞

也
亦
今
暫
也
不
用

(
巻
第
十
五
、
恋
歌
五
)

N

『
古
筆
切
影
印
解
説
I
古
今
集
編
』
鎌
倉
・
吉
野
時
代
印

閉
山
い
ろ
見
え
て
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の

人
の
こ
、
ろ
の
花
に
そ
有
け
る

読
人
し
ら
す

前
わ
れ
の
み
や
世
を
う
く
ひ
す
と
な
き
わ
ひ
む

人
の
心
の
花
と
ち
り
な
は

素
性
法
師

前
お
も
ふ
と
も
か
れ
な
む
ひ
と
を
い
か
冶
せ
ん

あ
か
す
ち
り
ぬ
る
は
な
と
こ
そ
見
め

(
マ
マ
)
不

(
勘
物
〕
見
世
o

見
也
旧
ハ
不
見
用
今
時
見
ヲ
用
云(

巻
第
十
五
、
恋
歌
五
)

0
『
古
筆
切
影
印
解
説
I
古
今
集
編
』
鎌
倉
・
吉
野
時
代

m

¥
 

蹴
あ
は
れ
と
も
う
し
と
も
も
の
を
お
も
ふ
と
き

な
と
か
な
み
た
の
い
と
な
か
る
ら
ん

制
身
を
う
し
と
お
も
ふ
に
き
え
ぬ
も
の
な
れ
は

か
く
て
も
へ
ぬ
る
世
に
こ
そ
有
け
れ

典
侍
藤
原
直
子
朝
臣
ナ
ヲ
イ
コ

川
町
あ
ま
の
か
る
も
に
す
む
、
し
の
わ
れ
か
ら
と

ね
を
こ
そ
な
か
め
よ
を
は
う
ら
み
し

い
な
は
も
と
よ
の
お
ほ
君
の
女

制
あ
ひ
見
ぬ
も
う
き
も
わ
か
身
の
か
ら
こ
ろ
も
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お
も
ひ
し
ら
す
も
と
く
る
ひ
も
か
な

〔
勘
物
〕
最
流
無
妨
最
無
用
暇
無
無
妨
/
此
寄
二
条
后
寄
也
仮
名
ヲ
入
云
ミ
/

伊
勢
語
ミ
ツ
ノ
ヲ
ノ
御
時
内
侍
大
宮
ス
所
ノ
イ
ト
コ
ナ
リ
ア
ヤ
マ
リ
ア

リ
テ
ク
弘
氏
ゴ
メ
ラ
レ
テ
ヨ
メ
ル
在
原
ナ
ル
男
ト
ア
ル
ハ
業
平
也
大
御

息
所
ハ
染
殿
ノ
后
也
イ
ト
コ
ト
ア
ル
ハ
二
条
后
也
/
正
四
位
下
寛
平
ノ

比
人
也
或
記
云
惟
彦
御
子
娘
云
ミ
賀
茂
影
ド
ア
リ
/
稲
葉
本
因
幡
ト
書

不
用
/
本
名
稲
子
一
首
/
基
世
王
仲
野
親
王
子
桓
武
之
孫
従
四
位
下
因

幡
権
守

(
巻
第
十
五
、
恋
歌
五
)

P

『
韓
一
一
踊
騨
小
津
家
古
筆
切
緊
影
」

4

お
も
ひ
に
侍
け
る
人
を
と
ふ
ら
ひ
に
ま

か
り
て
よ
め
る

申

峯

制
す
み
そ
め
の
君
か
た
も
と
は
雲
な
れ
や

た
え
す
涙
の
雨
と
の
み
ふ
る

女
の
お
や
の
お
も
ひ
に
て
山
て
ら
に
侍

け
る
を
あ
る
人
の
と
ふ
ら
ひ
っ
か
は
せ
り

け
れ
は
返
し
に
よ
め
る

読
人
し
ら
す

(
巻
第
十
六
、
哀
傷
歌
)

(
参
考
)
異
筆
伝
寿
暁
筆
四
半
切

『
集
古
帖
』
山
(
徳
川
禦
明
会
叢
書
「
古
筆
手
鑑
四
』
所
収
)

い
せ
う
た

附
を
ほ
の
う
ら
に
か
た
え
さ
し
お
ほ
ゐ
な
る
な
し
の

な
り
も
な
ら
す
も
ね
て
か
た
ら
は
ん

ア
ツ
ユ
キ
(
朱

藤
原
敏
行
朝
臣

問
ち
は
や
ふ
る
か
も
の
ま
つ
り
の
ひ
め
こ
ま
つ

よ
ろ
つ
よ
ふ
と
も
い
ろ
は
か
は
ら
し

〔
勘
物
〕
彼
ハ
シ
メ
ノ
ニ
コ
ノ
祭
ヲ
有
由
緒
不
能
具
記
之
/
号
御
本
新
院
御

本
貫
之
自
筆
流
ナ
リ
文
字
仕
正
本
ニ
不
透
(
以
上
朱
)

(
巻
第
二
十
、
大
歌
所
御
歌
)

以
上
博
捜
に
は
程
遠
い
が
、
本
切
の
性
質
を
知
る
に
は
こ
れ
だ
け
で
も

十
分
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
勘
物
が
清
輔
本
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
を
検
討

す
る
。
す
る
と
、
清
輔
本
に
一
致
す
る
場
合
も
多
い
が
、
そ
れ
以
外
の
場

合
も
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
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完
全
に
一
致
す
る
の
は
、

A
C
I
の
み
で
、

B
N
は
一
致
せ
ず
、

K
は

作
者
注
で
あ
る
「
御
春
有
輔
子
時
左
衛
権
小
志
使
後
尉
二
首
」
の
部
分
、

M
は
「
拾
遺
物
名
E
H
入
」
の
部
分
、

O
は
「
伊
勢
語
」
に
始
ま
る
一
段
と

「
基
世
王
」
以
下
の
作
者
注
部
分
の
み
の
一
致
で
、
語
釈
に
類
す
る
も
の

は
他
注
の
書
入
で
あ
る
。

一
方
、

C
I
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
長
文
の
勘
物
を
有
す
る
清
輔
本
な
ら

ば
当
然
あ
る
べ
き
勘
物
が
、

B
E
F
G
J
P
に
は
見
え
ず
、
勘
物
が
清
輔

本
に
一
致
す
る
と
言
っ
て
も
そ
れ
ら
は
一
部
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明
す

る
そ
こ
で
、
次
に
歌
本
文
を
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
注
目
す
べ
き
は

G
で
あ
る
。
排
列
は
獅
縦
で
あ
り
、
定
家
本
に
一

致
し
、
何
ら
の
注
記
も
な
い
。

と
こ
ろ
が
清
輔
本
は
抑
制
抑
の
排
列
を
と
り
、
朱
線
で
制
が
仰
の
前
に

入
る
旨
示
し
「
御
本
此
一
苛
在
レ
前
、
但
題
不
知
相
並
不
審
」
(
字
句
若
干
異

同
あ
り
)
と
朱
注
し
て
新
院
御
本
(
結
果
的
に
定
家
本
)
の
排
列
を
示
し

て
い
る
。

こ
の
一
点
か
ら
だ
け
で
も
本
切
は
清
輔
本
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
定
家

本
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。

更
に
字
句
を
比
較
す
る
と
、
本
切
が
定
家
本
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
は

層
確
実
に
な
る
。

以
下
、
本
切
が
定
家
本
に
一
致
し
、
清
輔
本
と
異
な
る
箇
所
を
一
覧
す

る
。
逆
の
場
合
は
全
く
な
い
。
最
初
に
本
切
と
定
家
本
(
伊
達
家
旧
蔵
本
)

の
一
致
本
文
、
以
下
に
清
輔
本
(
原
則
と
し
て
尊
経
閤
文
庫
本
、
諸
本
異

文
あ
る
場
合
は
主
な
も
の
を
注
記
)
を
示
す
。

仮
名
序

た
え
す
そ
ー
た
え
か
た
く
な
む
、

(穂
)

l
よ、

代
とと

同

同

是
よ
り
さ
き
ー
か
冶
り
け
る
さ
き
、
同

あ
つ
め
て
1

あ
は
せ
て
、

同

ひ
と
り
ふ
た
り
な
り
き
し
か
あ
れ
と
l
ひ
と
り
ふ
た
り
な
り
、
同

か
の
御
時
!
か
の
と
し
、

と
し
た
に
も
l
こ
と
し
た
に
、
同

さ
く

61 

ら
の
花
の
ー
さ
く
ら
の
、
同

そ
う
く
法
師
(
蔓
尊
)
|
そ
う
く
う
ほ
う

し

よ
み
侍
け
る
(
本
切
ノ
ミ
)
|
よ
み
け
る
(
定
家
本
、
清
輔
本

76 

系
諸
本
)
|
よ
め
る
(
宮
田
吏
)
、

mぽ

作
者
ナ
シ
き
よ
は
ら
の
ふ
か
や

ふ

80 

わ
つ
ら
ひ
け
る
(
蔓
)
1
わ
つ
ら
ひ
侍
け
る
(
宮
尊
天
)
わ

つ
ら
ひ
は
へ
り
け
る
(
「
は
へ
り
」
ス
リ
ケ
シ
ノ
上
ヨ
リ
朱
書
本
行
、
金
)

ハ
ヘ
リ
(
朱
)

l
わ
つ
ら
ひ
。
け
る
(
穂
伏
)
、
制

も
み
ち
の
ー
も
み
ち
、

同

む
ま

を
ー
む
ま
、
制

秋
の
か
り
い
ほ
に
1

秋
の
か
り
ほ
に
、
川
川

素
性
法
師
l

そ
せ
い
(
受
「
ホ
ウ
シ
」
朱
補
)
、
制

420 

御
時
(
蔓
)

ー
御
時
に
、

よ
み
け
る
(
伏
天
)
|
よ
め
る
、
州
制

き
る
へ
き
に
(
宮
)
i
き
る
へ
き

を
、
問

み
ち
の
く
に
(
静
)
|
み
ち
の
お
く
に
、
川
町

典
侍
i
内
侍
の
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す
け
、
同

ヒ
ト
(
墨
)

よ
を
は
う
ら
み
し
(
宮
)

l
よ
を
は
う
ら
み
し
(
尊
)
|
ひ

と
は
う
ら
み
し
、
開

た
え
す
涙
の
ー
は
れ
す
な
み
た
の
、
制

と
ふ
ら

ひ
ー
と
ふ
ら
ひ
に

ま
ず
、
こ
れ
だ
け
掲
げ
れ
ば
、
本
切
が
定
家
本
系
の
本
文
を
有
す
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

特
に
乃
の
作
者
「
き
よ
は
ら
の
ふ
か
や
ふ
」
を
欠
く
の
は
定
家
本
(
俊

成
本
も
)
の
誤
り
と
さ
れ
て
お
り
、
定
家
本
で
あ
る
決
定
的
な
証
と
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、

I
で
部
立
「
轄
旅
寄
」
が
改
行
さ
れ
て
い
る
の
も
、
清
輔
本

で
な
く
定
家
本
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

結
局
、
伝
寿
暁
筆
四
半
切
は
定
家
本
本
文
に
、
清
輔
本
の
勘
物
に
類
す

る
注
を
書
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
り
、
清
輔
本
本
文
の
検
討

に
は
資
さ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
実
は
伝
寿
暁
筆
切
の
勘
物
の
中
、

清
輔
本
の
勘
物
と
一
致
し
・
な
い
注
の
典
拠
が
ほ
ぼ
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
拙
稿
「
清
輔
本
古
今
集
考
(
下
)
」
で
穂
久
週
文
庫
蔵
本
を
検

討
し
た
際
、
後
人
の
書
入
に
言
及
し
、
そ
の
書
入
は
内
閣
文
庫
蔵
『
古
今

和
歌
集
註
」
(
二

O
O
l
一
四
)
及
び
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
十
吟
抄
」
(
五
一

八
ー
一
五
|
二
二

O
二
八
)
、
就
中
前
者
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
を
述
べ

お
が
、
こ
の
切
の
勘
物
も
同
様
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
伝
寿
暁

筆
切
の
現
存
部
分
の
限
り
で
は
、
内
閣
文
庫
本
注
と
勘
物
が
一
致
す
る
の

は
古
今
集
の
下
冊
部
分
の
み
で
、
上
冊
部
分
に
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
仮
名

序
部
分
に
お
い
て
は
内
閣
文
庫
本
注
は
な
く
、
『
十
吟
抄
』

の
仮
名
序
注

は
勘
物
と
一
致
し
な
い
。

一
方
、
上
冊
部
分
の
勘
物
は
清
輔
本
勘
物
と
ほ

ぽ
一
致
し
て
い
る
。
但
し
、
比
較
出
来
る
箇
所
が
少
な
い
の
で
、
上
冊
下

冊
で
勘
物
の
性
格
を
異
に
し
て
い
る
か
否
か
は
、
更
な
る
資
料
の
発
見
に

侯
つ
し
か
な
い
。

そ
こ
で
、
以
下
伝
寿
暁
筆
切
の
中
、
勘
物
を
有
す
る
A
B
C
-
K
M
N

O
に
つ
い
て
内
閣
文
庫
本
注
の
該
当
箇
所
を
掲
げ
て
両
者
を
比
較
す
る
こ

と
に
す
る
。
こ
の
中
、
仮
名
序
部
分
で
あ
る
A
B
は
先
に
述
べ
た
理
由
で

除
外
し
、
参
考
と
し
て
本
稿
向
頁
に
引
用
し
た
久
曽
神
氏
著
書
の
中
略
部

分
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
巻
六
、
制

j
m番
歌
部
分
の
伝
寿
暁
筆
切
勘
物
も

併
せ
示
す
こ
と
と
す
る
。

C
清
輔
本
勘
物
と
一
致
。
内
閣
文
庫
本
注
一
致
せ
ず
。

〔制

j
m勘
物
〕
伝
寿
暁
筆
切
(
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
研
究
編
』

回
頁
に

よ
る
。
表
記
を
若
干
改
め
た
)

在
舟
六
人
/
六
首
筆
参
議
従
三
位
左
大
弁
勘
解
由
長
官
近
江
守
参
議

正
四
下
峯
守
男
延
暦
副
将
軍
永
見
孫
承
和
五
年
配
流
八
年
復
正
五
下
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仁
寿
二
年
十
月
藁
筆
為
遣
唐
使
副
使
座
云
ミ
/
新
撰
ニ
ハ
む
め
の
花

雪
に
ま
し
り
て
と
あ
り

清
輔
本
勘
物
と
一
致
。
内
閣
文
庫
本
注
一
致
せ
ず
。

-
清
輔
本
勘
物
と
一
致
。
内
閣
文
庫
本
注
一
致
せ
ず
。

K
か
ね
て
よ
り
風
に
さ
き
た
つ

是
は
名
の
立
也
不
逢
先
に
名
立
也
風
不
吹
に
浪
立
に
比
す

み
は
る
の
あ
り
す
け
御
春
有
輔
二
首

子
時
左
衛
門
権
小
志
使
後
尉

ぁ
ゃ
な
く
て
ま
た
き

無
益
同
前

M
今
こ
む
と
い
ひ
て
わ
か
れ
し

拾
遺
物
名
部
入
お
も
ひ
く
ら
し
日
く
ら
し
蝉
類
日
暮
に
そ
へ
た
り

こ
め
や
と
は
思
物
か
ら

い¥
ま来
しま
はし
とき
わ物
ひを
にと
し思
物心
を切

dし、

也

筆
集
有
今
は
と
云
心
也
し
は
や
す
め
詞
也
又
今
暫
也
不
用
(
後
略
)

N
い
ろ
み
え
て
う
つ
ろ
ふ
物
は

見
也
不
見
也
旧
は
不
見
用
今
時
見
を
用
云

¥
 

O
あ
は
れ
と
も
う
し
と
も
物
を

最
流
無
妨
最
無
用
暇
無
定
無
妨
(
後
略
)

典
侍
藤
原
な
ほ
い
こ
の
朝
臣
直
子
一
首

正
四
位
下
寛
平
比
人
也
或
記
云
惟
彦
御
子
娘
一
一
九
賀
茂
斎
院
と
あ
り

あ
ま
の
か
る
も
に
す
む
冶
し
の

此
寄
二
条
后
寄
也
仮
レ
丸
一

f
伊
勢
物
語
み
つ
の
を
の
御
時
内
侍
大

御
息
所
は
染
殿
后
也
あ
や
ま
り
有
り
て
く
ら
に
こ
め
ら
れ
て
よ
め
る

在
原
な
る
男
と
有
は
業
平
也
大
御
息
所
は
染
殿
后
也
い
と
こ
と
有
は

二
条
后
也

い
な
は

も
と
よ
の
お
ほ
き
み
の
女
一
首

稲
葉
又
本
因
幡
と
書
不
用
基
世
王
仲
野
親
王
子
桓
武
天
皇
孫
従
四
位

下
因
幡
権
守
い
な
は
本
名
稲
子

以
上
を
見
る
と
、
古
今
集
上
冊
部
分
で
あ
る
A
C
〔
制

l
揃
〕

I
の
四

箇
所
は
い
ず
れ
も
清
輔
本
勘
物
と
一
致
し
て
内
閣
文
庫
本
注
と
は
一
致
し

な
い
の
に
対
し
、
下
冊
部
分
で
あ
る

K
M
N
O
の
四
箇
所
は
共
に
内
閣
文

庫
本
注
に
一
致
し
て
清
輔
本
勘
物
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

従
っ
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
清
輔
本
古
今
集
勘
物
と
内
閣
文
庫
本
注

と
が
上
下
冊
そ
れ
ぞ
れ
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
内
閣
文
庫
本
注
が
書
入
れ
の
出
典
の
一
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
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す
る
と
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
内
閣
文
庫
本
注
が
従
来
奥
書
に
よ
っ
て
親
房
注
と
頓
阿
注
と
を

中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
(
頓
阿
注
の
ま
ま

と
す
る
説
は
否
定
さ
れ
た
)
。
実
際
、
親
房
注
に
よ
っ
た
部
分
が
さ
ほ
ど

大
き
く
な
い
が
認
め
ら
れ
る
。

す
る
と
、
北
畠
親
房
(
一
二
九
三
ー
一
三
五
四
)
や
頓
阿
(
一
二
八
九
|

一
三
七
二
)

の
古
今
集
注
か
ら
再
構
成
さ
れ
た
内
閣
文
庫
本
注
を
寿
暁
が

書
入
れ
る
こ
と
は
ま
ず
年
代
的
に
無
理
で
あ
る
か
ら
、
寿
暁
筆
と
す
る
伝

称
筆
者
名
は
大
い
に
疑
わ
し
い
こ
と
に
な
る
。

あ
く
ま
で
寿
暁
筆
に
こ
だ
わ
る
な
ら
、
内
閣
文
庫
本
注
が
親
房
注
と

致
す
る
箇
所
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
、
頓
阿
注
が
ど
れ
だ
け
含
ま
れ
て
い
る

か
も
未
知
数
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
期
に
現
在
の
内
閣
文
庫
本
注
に
近
い
規

模
内
容
の
注
が
既
に
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ
を
寿
暁
が
引
用
し
た
と
考
え

る
他
な
い
が
、
や
は
り
不
自
然
で
無
理
が
あ
ろ
う
。

一
一
水
正
記
」

へ
の
引
用
、
穂
久
週
文
庫
本
清
輔
本
古
今
集
へ
の
後
人
書

入
、
内
閣
文
庫
本
の
書
写
年
代
と
何
れ
も
室
町
後
期
か
ら
末
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
を
勘
案
し
て
伝
寿
暁
筆
切
の
書
写
年
代
を
考
え
る
と
、
該
切
は

南
北
朝
も
下
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
室
町
初
期
の
書
写
で
あ
り
、
寿
暁
と

は
全
く
関
係
な
い
切
と
も
思
え
る
の
で
あ
る
(
あ
る
い
は
寿
暁
の
本
奥
書

く
ら
い
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
)
。
特
徴
の
あ
る
筆
蹟
で

『
顕
注
密

勘
抄
」
切
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
今
一
つ
釈
然
と
し
な
い
が
、
ひ
と
ま

ず
そ
う
考
え
た
い
。

〔注〕(
1
)
 

例
え
ば
、
『
古
筆
切
影
印
解
説
I
古
今
集
編
』
鎌
倉
・
吉
野
時
代

日
の
切
は
幻
番
歌
の
第
四
、
五
句
が
「
玉
に
も
ぬ
け
る
春
の
柳
か
」
、

お
番
歌
の
第
二
句
が
「
さ
へ
つ
る
春
は
」
と
あ
っ
て
定
家
本
と

致
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
た
ま
に
も
ぬ
く
か
は
る
の
あ
を
や
き
」
「
な

く
な
る
春
は
」
と
あ
る
清
輔
本
と
異
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
新

撰
古
筆
名
葉
集
」
(
『
古
筆
切
提
要
」
所
収
の
安
政
五
年
版
本
影
印

に
よ
る
)
に
「
四
半
古
今
寄
二
行
書
首
ニ
書
入
ア
リ
」
と
あ
る
よ

う
に
、
内
裏
切
は
和
歌
二
行
書
で
あ
る
か
ら
、

一
行
書
の
当
該
切

が
内
裏
切
で
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

内
裏
切
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
と
す
る
か
は
定
説
が
な
く
、
田
中

登
氏
「
書
の
あ
る
風
景
∞
ー
伝
藤
原
行
成
筆
荒
木
切
l
」
(
「
水
茎
」

幻
平
9
・
3
)
の
よ
う
に
、
「
書
写
年
代
も
鎌
倉
中
期
以
前
に
遡

る
と
思
わ
れ
る
付
と
同
(
稿
者
注
、
内
裏
切
第
一
種
と
第
二
種
)

あ
た
り
に
限
定
し
て
も
よ
い
か
と
考
え
る
。
」
と
厳
し
く
限
定
す
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(
4
)
 

(
5
)
 

る
の
も
一
見
識
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
書
写
で
、
清
輔
筆
と
極

め
ら
れ
清
輔
本
の
本
文
を
有
す
る
も
の
は
一
応
含
め
て
も
よ
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
2
)
 

「
古
今
和
歌
集
成
立
論
研
究
編
』
問
頁
右
衛
門
切
の
項
。
同
書

問
頁
伝
為
氏
筆
因
幡
切
の
項
に
も
見
え
る
。

(
3
)
 
拙
稿
「
清
輔
本
古
今
集
考
(
上
)
」
印

!ω
百
八
参
照
。
そ
こ
で

は
「
古
今
集
諸
本
を
見
渡
す
と
、

一
行
書
方
式
を
と
っ
て
い
た
の

は
、
小
野
皇
太
后
宮
御
本
(
通
宗
本
)
と
新
院
御
本
の
二
証
本
の

み
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
と
し
、
前
者
の
系
統
か
ら
生

ま
れ
た
清
輔
本
、
顕
昭
本
、
後
者
の
系
統
か
ら
生
ま
れ
た
雅
経
本
、

今
城
切
が
そ
れ
ぞ
れ
一
行
書
方
式
に
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
場
合
、
後
者
か
ら
生
ま
れ
た
俊
成
本
、
{
疋

家
本
が
改
行
方
式
で
あ
る
の
は
不
審
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
基
俊
本

の
改
行
方
式
を
採
用
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
し
た
。

な
お
、
旧
稿
で
取
り
上
げ
た
内
裏
切
第
一
種
も
改
行
方
式
で
あ

る
が
、
そ
こ
で
述
べ
た
よ
う
に
内
裏
切
第
一
種
の
本
文
は
清
輔
本

と
は
認
め
難
い
の
で
例
外
と
一
一
一
一
口
う
に
は
当
ら
な
い
。

田
島
智
子
氏
「
清
輔
本
古
今
和
歌
集
内
裏
切
の
一
分
類
顕
昭

注
と
基
笹
本
校
合
を
持
つ
内
裏
切
!
l

」
(
「
詞
林
」

つ
臼
刀
口
つ
ω

.

つ臼

n
口一

p

h

u

-

-

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)

〈
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
〉
)
、
小
松
茂
美
氏
『
古
筆
学

大
成
」
第
三
巻
(
平
1
刊)。

本
書
に
は
こ
の
他
、
三
の
頭
書
に
「
押
帯

ア
テ
ナ
ル
ヲ
ト
コ

ハ
業
平
、
イ
ヤ
シ
キ
マ
ヅ
シ
キ
ヲ
ト
コ
ハ
敏
行
云
乙
と
あ
る
が
、

出
典
未
詳
。

旧
稿
(
上
)
部

l
U
頁
参
照
。

旧
稿
(
上
)
打
頁
参
照
。

「
家
持
集
別
」
注
記
は
清
輔
本
(
も
し
く
は
顕
昭
本
)
古
今
集

の
勘
物
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
間
番
歌
の
近
く
に
こ
の
注
記
は

な
く
、
和
歌
の
出
典
と
し
て
も
適
当
な
歌
は
見
当
ら
ず
不
審
で
あ

る。
以
下
歌
学
書
の
検
索
に
は
、
神
作
光
一
氏
編
『
歌
学
書
被
注
語

索
引
軒
許
』
(
平
3
刊
)
を
用
い
た
。

他
に
は
本
書
の
制
注
(
巻
第
八
ノ
こ
を
挙
げ
う
る
く
ら
い
で

あ
る
。本

書(
制
)
、
す
が
る
と
は
鹿
を
い
ふ
な
り
、
或
物
に
は
わ
か
き
し

か
と
ぞ
申
た
る
、
又
き
そ
り
と
云
虫
を
も
す
が
る
と
い
ふ
と
万
葉

に
み
え
た
り
、
は
る
く
れ
ば
す
が
る
な
る
の
冶
ほ
と
¥
さ
す
と
云
¥
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こ
の
寄
に
て
は
す
が
る
な
く
あ
き
の
は
ぎ
は
ら
と
よ
み
が
た
し
、

も
の
h

名
は
ふ
た
つ
に
わ
た
る
つ
ね
の
こ
と
な
り

顕
注
密
勘
抄

す
が
る
と
は
鹿
を
い
ふ
。
日
本
紀
に
は
螺
麗
、
須
我
屡
と
よ
め

り
。
す
が
る
と
は
、
さ
そ
り
を
い
へ
り
。
さ
そ
り
は
、
さ
、
り
ば

ち
な
り
。
東
国
に
は
蜂
を
す
が
る
と
申
と
ぞ
、
或
人
申
侍
し
。
日

本
紀
に
は
か
な
へ
り
。
さ
れ
ど
此
歌
は
、
す
が
る
な
く
秋
の
は
ぎ

原
と
あ
れ
ば
、
鹿
と
き
こ
え
た
り
。
又
万
葉
に
、

春
な
れ
ば
す
が
る
な
く
の
冶
郭
公
ほ
と
/
¥
い
も
に
あ
は
ず
き

に
け
り

こ
れ
は
さ
そ
り
也
。
奥
義
抄
に
云
へ
り
。
今
案
に
、
此
万
葉
歌
は

よ
し
あ
る
べ
し
。
す
が
る
な
く
の
も
思
ベ
し
。
但
、
物
の
異
名
ふ

た
つ
に
わ
た
れ
る
、
常
事
也
。
(
日
本
歌
学
大
系
本
間
l
m
m
頁
)

奥
義
抄

す
が
る
と
は
鹿
を
い
ふ
也
。
或
物
に
は
わ
か
き
し
か
と
ぞ
申
し

た
る
。
又
さ
そ
り
と
い
ふ
む
し
を
も
す
が
る
と
云
ふ
。
万
葉
云
、

春
な
れ
ば
す
が
る
な
く
野
の
郭
公
ほ
と
/
¥
い
も
に
あ
は
ず
き

に
け
り

是
は
さ
そ
り
な
り
。
彼
集
に
は
す
が
る
な
く
野
と
ぞ
か
き
た
る
。

(
日
)

(
向
山
頁
)

た
だ
し
、
こ
の
箇
所
も
本
書
の
注
は
『
顕
注
密
勘
抄
』
『
奥
義

抄
」
と
は
別
個
に
構
文
し
た
感
が
あ
る
。

(ロ)

こ
の
注
、
久
曽
神
昇
氏
『
古
筆
切
影
印
解
説
I
古
今
集
編
』
に

収
め
る
内
裏
切
第
一
種
(
鎌
倉
・
吉
野
時
代
第
日
図
)
に
「
イ
フ
、

〔
コ
ノ
〕
タ
ピ

h
-
Uラ
レ
テ
」
の
部
分
の
み
残
存
す
る
。

こ
の
注
、
山
「
わ
が
や
ど
は
ゆ
き
ふ
り
し
き
て
み
ち
も
な
し
ふ

み
わ
け
で
と
ふ
人
し
な
け
れ
ば
」
の
下
旬
が
基
俊
本
に
は
「
け
ふ

こ
ん
人
を
あ
は
れ
と
は
み
む
」
と
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

黒
川
本
で
は
そ
の
よ
う
な
異
同
の
気
配
は
な
く
、
古
今
集
諸
本
に

も
そ
の
よ
う
な
本
文
は
見
当
ら
な
い
。
但
し
、
拾
遺
集
巻
四
、
加

の
兼
盛
歌
に
「
山
ざ
と
は
雪
ふ
り
つ
み
て
道
も
な
し
け
ふ
こ
む
人

を
あ
は
れ
と
は
見
む
」
と
あ
る
(
拾
遺
抄
巻
四
、
日
も
同
じ
)
。

(
凶
)

こ
の
注
は
異
本
歌
の
注
で
あ
る
が
、
該
当
箇
所
が
確
定
出
来
な

い
。
十
五
に
「
む
も
れ
ぎ
と
は
云
々
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
仰
の

注
で
あ
り
、
十
七
に
「
し
た
ゆ
ふ
ひ
も
と
は
云
々
」
と
あ
っ
て
、

仰
の
注
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
で
あ
る
。
こ
の
注
に
つ
い
て
は
旧

稿
(
下
)
れ
頁
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
内
裏
切
第
一
種
に
後
半
部

分
が
残
存
し
て
い
る
。
但
し
、
挿
入
箇
所
は
不
明
で
注
は
側
、
間
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辺
り
の
脚
欄
に
書
入
れ
ら
れ
、
末
尾
に
「
異
本
、
左
近
中
将
」
と

あ
る
(
「
左
近
中
将
」
は
位
置
が
お
か
し
い
が
、
間
作
者
「
を
の
、

は
る
か
ぜ
」

の
注
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
「
異
本
」
が
本
書
の

注
末
尾
の
「
イ
本
」
と
対
応
す
る
の
か
否
か
、
ま
た
前
後
の
注
の

何
れ
に
関
わ
る
か
も
明
ら
か
で
な
い
)
。
本
書
、
内
裏
切
第
一
種

勘
物
と
も
に
基
俊
本
に
よ
る
と
は
し
て
い
な
い
が
、
黒
川
本
注
記

で
は
仰
の
次
で
あ
る
の
で
仮
に
そ
こ
に
置
く
こ
と
と
す
る
。
花
山

法
皇
御
本
で
は
側
の
次
、
清
輔
本
、
顕
昭
本
で
は
加
の
次
に
あ
る
。

(
日
)

こ
の
注
は
「
基
俊
本
」
と
あ
る
も
の
の
意
味
不
明
で
あ
る
。

「
此
豆
町
」
以
下
は
附
「
は
る
が
す
み
た
な
び
く
の
べ
の
わ
か
な
に

も
な
り
み
て
し
が
な
人
も
つ
む
や
と
」
が
後
撰
集
巻
一
、

8 

よ

み
人
し
ら
ず
歌
「
霞
立
っ
か
す
が
の
の
べ
の
わ
か
な
に
も
な
り
見

て
し
が
な
人
も
つ
む
や
と
」
に
類
似
し
て
い
る
旨
の
注
記
と
思
わ

れ
る
が
、
誤
写
が
あ
る
ら
し
く
明
ら
か
で
な
い
。

従
っ
て
「
基
俊
本
此
事
不
レ
書
」
は
削
も
し
く
は
そ
の
前
後
の

歌
に
関
す
る
注
と
思
わ
れ
る
が
、
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。

(
日
)

こ
れ
も
異
本
歌
の
注
で
あ
る
が
、
位
置
が
確
定
し
難
い
。
八
は

「
陽
明
門
井
御
本

「
ま
が
ね
ふ
く
と
は
云
々
」

で
附
の
注
、
十
は

に
も
御
べ
、
つ
の
寄
と
あ
り
云
々
」
で
附
の
清
輔
本
(
顕
昭
本
も
)

(
問
)

(
叩
)

(
却
)

勘
物
で
あ
る
の
で
そ
の
聞
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、

十
は
「
イ
」
と
あ
る
の
で
、
清
輔
本
勘
物
に
よ
り
後
補
さ
れ
た
項

日
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
順
序
が
乱
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

側
よ
り
前
と
は
決
定
出
来
な
い
。

一
応
黒
川
本
の
校
合
注
記
に
従

い
、
酬
の
次
と
す
る
。

(
口
)

本
書
と
黒
川
本
校
合
に
見
え
る
基
俊
本
本
文
の
中
、
「
み
か
ど

の
お
ほ
む
は
じ
ま
り
と
な
り
」
(
仮
名
序
)
、
「
よ
は
と
つ
ぎ
に
な

む
な
り
ぬ
る
を
よ
む
人
お
ほ
か
ら
ず
」
(
向
)
、
「
ふ
る
き
こ
と
を

を

も
お
こ
し
い
で
い
ま
も
う
し
な
は
じ
」
(
問
、

黒
川
本
校
合
若
干

異
同
あ
り
)
、
「
お
み
な
へ
し
の
み
ち
に
さ
き
た
り
け
る
を
馬
に
の

り
な
が
ら
お
り
侍
け
る
ほ
ど
に
む
ま
よ
り
お
ち
侍
て
よ
め
り
」

(m詞
書
)
、
「
む
さ
し
の
く
に
と
下
総
の
く
に
と
の
さ
か
ひ
に
あ

る
:
:
:
と
い
ふ
を
き
〉
て
よ
め
る
」
(
山
詞
書
、

黒
川
本
校
合
異

同
あ
り
)
な
ど
は
全
く
他
に
見
な
い
特
異
な
本
文
で
あ
る
。

「
古
筆
切
提
要
』
巻
末
影
印
の
安
政
五
年
版
本
に
よ
る
。

関
戸
家
本
が

m
mを
欠
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
蔵
取
り
に
よ
る

も
の
で
本
来
で
は
あ
る
ま
い
。

顕
昭
本
中
、

未
見
の
黒
川
本
も
あ
る
い
は
こ
の
排
列
か
と
思
わ

れ
る
が
、
後
考
を
期
し
た
い
。
ま
た
、
黒
川
本
の
校
合
に
よ
っ
て

-84-



示
さ
れ
て
い
る
基
俊
本
の
排
列
に
つ
い
て
も
、
原
本
未
見
ゆ
え
言

通
常
は
「
ご
と
し
」
等
説
明
を
終
え
た
後
に
例
歌
が
あ
る
(
き
せ

及
し
な
い
。

ん
の
み
中
途
で
例
歌
に
な
る
の
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
)
が
、

な
お
、
制
似
の
排
列
を
と
る
伝
本
と
し
て
は
他
に
志
香
須
賀
文

宮
本
家
本
は
「
へ
ぜ
う
は
」
「
き
せ
ん
は
」
「
を
の
冶
こ
ま
ち
は
」

庫
蔵
花
山
法
皇
御
本
、
伝
公
任
筆
本
が
あ
る
。

と
指
示
の
あ
る
三
人
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
名
前
を
掲
げ
た
す
ぐ

(
幻
)

仮
名
序
古
注
に
関
し
て
は
、
清
輔
本
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点

次
に
挿
入
し
て
、
他
に
例
を
見
な
い
。

が
あ
る
。
清
輔
本
は
仮
名
序
古
注
を
頭
脚
に
書
入
れ
る
形
式
を
と

蔓
殊
院
本
は
通
常
の
位
置
を
指
示
し
て
い
る
が
、
「
ヘ
ゼ
ウ
」

り
こ
れ
は
、
古
今
集
諸
本
中
独
自
と
言
っ
て
も
よ
い
珍
し
い
も
の

「
フ
ム
ヤ
ノ
ヤ
ス
ヒ
デ
」
に
は
指
示
が
な
い

(
朱
が
著
し
く
槌
色

で
あ
る
。

一
方
、
顕
昭
本
は
、
朱
書
本
行
に
改
め
て
い
る
。

し
て
い
る
の
で
本
来
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
)
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
古
今
集
諸
本
に
は
、
仮
名
序
古
注
を
欠

尊
経
閤
文
庫
本
は
ほ
ぼ
通
常
の
位
置
を
指
示
し
て
い
る
が
、

く
も
の
と
、
本
行
に
区
別
せ
ず
書
く
も
の
が
あ
る
。
前
者
は
措
く

「
き
せ
」
の
例
歌
を
「
ご
と
し
」
の
後
で
な
く
、
全
て
の
説
明
の

と
し
て
、
後
者
の
形
式
を
と
る
な
ら
、
古
注
の
挿
入
さ
れ
る
位
置

終
わ
っ
た
「
よ
く
し
ら
ず
」
の
後
に
入
れ
て
い
る
点
の
み
異
な
る
。

は
移
動
す
る
余
地
は
な
い
。
事
実
、
諸
本
間
に
位
置
の
相
違
は
な

穂
久
週
文
庫
本
に
は
指
示
が
一
切
な
い
。
但
し
、
こ
れ
も
朱
の

、、
。

槌
色
の
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
清
輔
本
の
よ
う
に
、
古
注
を
頭
脚
に
置
く
と
、
挿
入
箇

伏
見
宮
旧
蔵
本
、
天
理
図
書
館
本
の
両
顕
昭
本
及
び
右
衛
門
切

所
を
一
々
指
示
す
る
必
要
を
生
ず
る
。
実
際
に
は
、
朱
丸
及
び
朱

は
諸
本
と
同
一
で
問
題
に
な
る
箇
所
は
な
い
。

線
で
位
置
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
清
輔
本
諸
本
間
で
仮
名
序
古
注
の
挿
入
箇
所
に

と
こ
ろ
が
、
そ
の
指
示
が
諸
本
で
一
致
し
て
い
な
い
。

異
同
が
あ
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
宮
本
家
本
は
指
示
の
な
い
場
合
が
あ
り
、
指
示
そ
の
も

勿
論
、
頭
脚
注
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
転
写
の
際
誤
ま
ら
れ

の
が
不
完
全
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
六
歌
仙
の
注
で
あ
る
。

る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
注
の
挿
入
箇
所
に
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注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
清
輔
本
に
お
い
て
は
、
古
注

が
本
来
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
古
注
は
い
ず
れ
の
段
階
か
で
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

小
野
皇
太
后
宮
御
本
は
本
来
古
注
を
有
し
な
い
系
統
だ
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
、
古
注
を
書
入
れ
た
の
は
、
通
宗
か
清
輔
か
と
い
、

1
Rは、

こ
れ
と
言
っ
た
根
拠
は
見
当
ら
な
い
が
、
「
或
本
」

の
歌
を
本
行

に
書
入
れ
た
通
宗
が
、
古
注
を
頭
脚
注
の
ま
ま
に
し
て
本
行
化
し

な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
清
輔
が
書
入
れ
た
可
能
性
の
方
が

高
い
と
考
え
る
。

か
く
て
、
古
注
が
頭
脚
注
、
或
本
歌
が
本
行
と
い
う
形
式
で
成

立
し
た
清
輔
本
が
、
顕
昭
に
至
っ
て
、
古
注
が
朱
書
本
行
、
或
本

歌
が
頭
脚
注
と
い
う
形
式
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

清
輔
本
の
古
注
が
清
輔
に
よ
っ
て
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
す
る
見
解
は
、
既
に
久
曽
神
氏
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
お
り
、

(
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
研
究
編
』

内
頁
)
、
何
ら
目
新
し
い
も
の

で
は
な
い
が
、
清
輔
本
顕
昭
本
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
氏
と
若
干

見
解
を
異
に
す
る
た
め
、
念
の
た
め
棲
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
幻
)

(
お
)

(
M
)
 

(
お
)

(
お
)

以
上
を
念
頭
に
置
い
て
、
右
衛
門
切
の
系
統
上
の
位
置
を
考
え

る
と
、
清
輔
本
、
顕
昭
本
の
枠
内
で
考
え
る
限
り
で
は
、
仮
名
序

古
注
の
処
理
の
仕
方
か
ら
、
顕
昭
本
寄
り
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
、
清
輔
本
成
立
以
後
、
そ
の
展
開
の
中

に
あ
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
右
衛
門
切
が
清
輔
本
の
成
立
を
遡
る
系
統
に
属

す
る
の
で
あ
る
な
ら
、
仮
名
序
古
注
を
有
し
な
い
は
ず
だ
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
伝
家
隆
筆
本
(
存
両
序
、
巻

一i
六
、
〔
鎌
倉
末
南
北
朝
初
〕
写
、

一
帖
、
特
二
二

D
l
四
三

丈
一
九
五
六
)
を
さ
す
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵
伝
冷
泉
為
相
筆
本
(
存
両
序
、
巻
一
!
十
、

〔
鎌
倉
末
〕
写
、

一
O
五
七
ー
一
八
六
九
二
)
を
さ
す
。

帖

長
穂
天
が
右
衛
門
切
と
一
致
、
宮
尊
は
定
家
本
と
一
致
、
伏
は

欠
了
。右

衛
門
切
の
「
よ
ろ
つ
の
月
」
は
誤
り
で
、
清
輔
本
「
ょ
っ
の

月」。穂
伏
天
は
「
ト
コ
ロ
ノ
」
を
朱
補
入
(
新
院
御
本
と
の
校
異
)
、

ト
コ
ロ
(
朱
)

是
は
「
所
」
、
宮
尊
は
定
家
本
に
同
じ
。

ミ
(
朱
)
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(
幻
)

(
お
)

(
却
)

(
却
)

(
出
)

(
幻
)

(
お
)

(
泊
)

(
お
)

(
お
)

(
訂
)

(
お
)

(
却
)

(ω) 

コ
ト
(
墨
)

{
呂
量
穂
「
事
」
、
伏
天
「
モ
ノ
(
朱
)
」

尊唐
ー 「 ー 「

たお
とろ
れか
るr な
こ7り
えと

を墨て

雅

と
お
ろ
。そ

か
な
り
と
て
L-

右
衛
門
切
は
「
の
」
よ
り
残
存
。
宮
蔓
尊
「
(
さ
く
ら
の
は
な
)

ヲ
(
朱
)

を
さ
せ
る
を
み
て
よ
め
る
」
、
穂
伏
天
「
(
さ
く
ら
の
は
な
)
さ
せ

る
を
み
て
よ
め
る
」

右
衛
門
切
「
し
う
」
よ
り
残
存
。

こ
の
箇
所
、
清
輔
本
と
定
家
本
は
歌
序
を
異
に
す
る
た
め
定
家

本
で
は

m作
者
。

宮宮
尊「
穂や
「ま
秋ひ
寄こ
上の
」 ー 」 ー

是蔓
--，一「

秋寄ヤ
。M-.マ
上こJヒ
」二コ

伏ご
天
ー.，
秋
上

蔓
伏
天
は
定
家
本
に
同
じ
。

受
穂
伏
「
カ
ス
フ
ル
」
、
宮
天
「
か
そ
ふ
る
」
、
尊
欠
了
。

宮
尊
穂
は
「
か
は
り
て
」
ナ
シ
、
伏
は
「
カ
ハ
リ
テ
」
朱
ミ
セ

ケ
チ
、
天
は
「
か
は
り
て
」
墨
補
入
、
量
の
み
右
衛
門
切
と
全
向
。

レ
(
朱
)

蔓
「
ア
ヒ
シ
レ
リ
ケ
ル
」
、
伏
「
ア
ヒ
シ
o

リ
ケ
ル
」
、
天
「
あ

ひ
し
れ
り
け
る
」

尊
伏
一
伏
「
か
へ
し
に
た
て
ま
つ
れ
り
け
る
」

む
く
ひ
に
て

清
輔
本
「
つ
み
と
て
や
」
、
六
「
つ
み
に
て
や
」

(
必
)

(
必
)

(
叫
)

(
伍
)

(
必
)

(
幻
)

(
必
)

(
羽
)

(
印
)

(
叫
)

こ
の
箇
所
、
清
輔
本
中
で
右
衛
門
切
に
一
致
す
る
の
は
尊
伏

の
二
本
の
み
で
、
零
宮
伏
天
(
六
も
)
は
定
家
本
に
一
致
し
て
い

る
(
静
欠
丁
)

の
で
、
数
の
上
か
ら
は
清
輔
本
に
一
致
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
が
、
「
か
う
」

の
二
字
は
他
の
系
統
本
に
見
え
な

い
特
異
な
本
文
で
あ
り
、
雅
経
本
の
清
輔
本
と
の
朱
書
校
異
に
も

「
カ
ウ
イ
」
と
見
え
て
お
り
、
右
衛
門
切
が
清
輔
本
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
一
証
と
な
ろ
う
。

こ
の
箇
所
、
清
輔
本
内
で
異
同
が
多
い
。
宮
尊
天
「
わ
つ
ら
ひ

ハ
ヘ
リ
(
朱
)

侍
け
る
」
、
穂
伏
「
わ
つ
ら
ひ
。
け
る
」
、
金
「
ワ
ツ
ラ
ヒ
ハ
ヘ
リ

ケ
ル
(
「
ハ
ヘ
リ
」
墨
ヲ
抹
消
シ
朱
書
)
」
、
長
「
ワ
ツ
ラ
ヒ
ケ
ル
」

伏
一
「
や
よ
ひ
の
つ
い
た
ち
よ
り
」
、
伏
「
ヤ
ヨ
ヒ
ノ
ツ
イ
タ

ニ
(
朱
)

チ
ヨ
リ
一

主
主
(
朱
)

静
「
ス
ミ
ヨ
シ
ノ
」

俊
成
永
暦
本
も
「
た
い
し
ら
す
」
を
欠
く
が
偶
然
で
あ
ろ
う
。

伏憂
ー-， --， 

ユ 夏
キ寄
ノ(
フレヨ
ル義己
-~ 

ニー ノ、
副朱
メ抽
jレとE
」一」ー

筋
元
唐
と
も
に
前
後
右
衛
門
切
と
大
異
が
あ
る
。

天
「
ま
か
り
け
る
と
き
に
」

あ

ひ

(

朱

)

あ

ひ

伏
一
伏
「
を
む
な
を
o

し
り
て
」
、
六
「
女
を
し
り
て
」
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(
M
)
 

(
日
)

(
印
)

(ω) 

(
引
)

(
日
)

花
公
「
た
な
ひ
く
や
ま
の
」
、
尊
「
た
な
ひ
く
や
ま
の
」

(「や

ま
」
ヲ
ス
リ
ケ
シ
「
の
へ
」
)

(
臼
)
伏
一
「
よ
み
人
し
ら
す

但
後
以
朱
付
之
(
朱
)

ら
す
」

(
マ
マ
)
イ
本
ニ
ナ
シ

(
朱
補
小
字
)
」
、
雅
「
生
¥
よ
み
人
し

(
日
)

し
ら
す
(
朱
)

「
た
い
o

よ
み
人
し
ら
す
」

伏拙
稿
「
清
輔
本
古
今
集
考
(
上
)
」

鈎
頁
並
び
に
本
稿
注
(
幻
)

参
照
。

(
日
)

同
右

M
ー
お
頁
参
照

あ
ひ
(
朱
)

伏
一
伏
「
。
し
り
て
」

(
日
)

の
部---， ---， 
分とみ
はなち
伊りの
井とのミお
春ミい主く
樹三ヘーの
氏朱よ 」

編)り

イ犬

(
日
)

hx 
d
'
1
i
 

『
古
筆
切
資
料
集
成
』
巻
一

平

1
刊
)
所
収
切
(
巻
四
、

m
j加
)
と
重
複
箇
所
が
あ
り
、
伊
井

氏
紹
介
の
切
の
方
が
真
正
か
と
思
わ
れ
る
が
、
稿
者
に
は
判
断
出

来
な
い
。

「
古
筆
切
資
料
集
成
」

巻
六
紹
介
の

W
j
m仰・

mwjmは
一
部

小
松
氏
紹
介
の
切

(
m
i
m、
図
版
あ
り
)
と
重
複
部
分
が
あ
り
、

疑
義
が
あ
る
の
で
除
く
。

北
野
切
、

清
輔
本
は
m
M
m
の
排
列
を
と
り
、
山
の
-
詞
書
、

作
者

(
臼
)

(
臼
)

(
侃
)

は
定
家
本
で
は
問
の
詞
書
、

作
者
と
な
っ
て
い
る
。

¥
(
朱
)

似
詞
書
は
清
輔
本
は
宮
尊
伏
「
題
唐
萩
」
(
{
呂
ハ
朱
注
右
傍
)
、

カ
ラ
ハ
キ
(
朱
)
¥
(
朱
)

穂
「
カ
ラ
ハ
キ
」
(
一
首
全
テ
墨
片
仮
名
書
)
、
天
「
唐
萩
」
と
あ

る

(
臼
)

こ
の
点
は
、
拙
稿
「
清
輔
本
古
今
集
考
(
下
)
」

m
l
m頁
に

言
及
し
た
。

既
に
「
嘩
耕
一
一
誼
小
津
家
古
筆
切
緊
影
』
所
収
の
伝
寿
暁
筆
四
半

切
の
解
説
中
に
「
本
文
は
、
(
中
略
)
定
家
本
系
統
と
推
測
す
る
。
」

(
悦
頁
、
柳
沢
昌
紀
氏
執
筆
)
と
の
指
摘
が
あ
る
。
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(
日
)

「
顕
注
密
勘
抄
」
切
と
し
て
は
、
『
細
川
家
手
鑑
」
出
(
永
青
文

庫
叢
刊
別
巻
所
収
)
、
『
桃
江
」

お
(
徳
川
繋
明
会
叢
書
『
古
筆
手

鑑
篇
三
』
所
収
)
、
『
古
筆
手
鑑
四
』

ω
(思
文
間
『
名
家
古
筆
手

鑑
集
』
所
収
)
『
古
筆
切
影
印
解
説
I
古
今
集
編
』
鎌
倉
・
吉
野
時

代

m
m
m等
の
切
が
あ
る
。

な
お
、
近
時
、
海
野
圭
介
氏
「
『
顕
注
密
勘
』
古
筆
切
の
検
討
」

(
和
歌
文
学
会
関
西
例
会
、
平
成
九
年
四
月
二
十
六
日
、
於
大
阪

女
子
大
学
)

の
口
頭
発
表
が
あ
り
、
伝
寿
暁
筆
切
に
つ
い
て
も
集

成
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
(
発
表
資
料
に
よ
る
)
。

『
集
古
帖
」
川
(
徳
川
繋
明
会
叢
書
『
古
筆
手
鑑
篇
四
』
所
収
)



(
訂
)

(
侃
)

(ω) 

(
刊
)

(
九
)

の
切
(
巻
第
二
十
、
大
歌
所
御
歌
、
附
j
m
)

は
行
間
に
清
輔
本

系
の
勘
物
を
有
す
る
点
は
共
通
す
る
が
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
。

な
お
、
問
第
二
句
を
「
か
も
の
ま
つ
り
の
」
と
す
る
点
か
ら
清
輔

本
の
可
能
性
が
高
い
。

極
札
に
も
「
津
守
寿
暁
」
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
「
顕
伝
明
名

録
』
(
日
本
古
典
全
集
)
に
も
「
寿
暁

津
守
」
と
あ
る
。

以
上
の
指
摘
は
『
津
守
和
歌
集
」
の
紹
介
者
臼
田
甚
五
郎
氏
が

「
武
田
本
津
守
和
歌
集
解
題
」
(
「
日
本
文
学
論
究
」
日
昭
叩
・
ロ
)

及
び
「
津
守
の
人
々
」
(
「
和
歌
文
学
研
究
」

1
昭
出
・

3
)
で
初

め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
前
者
は
『
醐
韓

併
官
武
田
祐
吉
博
士
旧
蔵
善
本
解
題
』
(
昭
和

ω刊
)
に
再
録
さ

れ
て
い
る
。

後
掲
す
る
家
蔵
の
伝
寿
暁
筆
四
半
切
G
に
付
さ
れ
た
小
短
冊
に

「
津
守
寿
暁

永
仁
七
年
五
十
八
残
」
と
あ

摂
津
住
吉
杜
神
宮

る
が
根
拠
を
知
ら
な
い
。
ま
た
「
永
仁
七
年
(
一
二
九
九
)
五
月

十
八
日
夜
」
か
、
「
永
仁
七
年
残
、
五
十
八
歳
」

か
も
不
明
。
但

し
、
年
代
的
に
は
無
稽
と
も
言
い
難
い
。
後
考
を
侯
つ
。

影
印
で
は
「
き
」
は
見
せ
消
ち
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

拙
稿
加
頁
並
び
に
当
該
稿
の
注
(
日
)
。
そ
の
際
、
内
閣
文
庫

(η) 本
注
が
頓
阿
注
で
あ
る
と
す
る
説
は
疑
わ
し
い
と
述
べ
た
が
、
そ

の
後
、
深
津
睦
夫
氏
「
「
永
正
記
」
所
引
「
頓
阿
注
」
は
頓
阿
の

注
か
」
(
「
皇
事
館
論
叢
」
幻
の
6
平
6
・
ロ
)
が
発
表
さ
れ
、
該

注
が
頓
阿
注
そ
の
も
の
で
な
い
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
。
稿
者
も
深

津
氏
の
御
見
解
に
賛
同
す
る
。

こ
う
し
て
、
頓
阿
注
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
の
、
意

外
に
影
響
の
あ
る
注
で
あ
る
こ
と
も
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

実
は
も
う
一
つ
の
解
釈
が
あ
る
。
伝
寿
暁
筆
切
の
二
種
の
勘
物
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の
中
、
上
冊
部
分
へ
の
書
入
は
、
清
輔
本
勘
物
と
一
致
し
な
い

B

の
も
の
も
含
め
、
明
ら
か
に
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

内
閣
文
庫
本
注
と
一
致
す
る
下
冊
部
分
へ
の
書
入
は
、
別
筆
と
思

わ
れ
な
く
も
な
い
。
ま
た
、
上
冊
へ
の
書
入
が
平
仮
名
交
り
で
あ

る
の
に
対
し
、
下
冊
へ
の
書
入
は
片
仮
名
交
り
と
い
う
相
違
が
あ

る
。
仮
に
、
下
冊
の
書
入
を
後
人
の
所
為
と
し
、
本
行
部
分
の
書

写
年
代
を
鎌
倉
期
ま
で
引
上
れ
ば
、
寿
暁
真
筆
で
あ
る
こ
と
と
内

閤
文
庫
本
注
の
書
入
と
を
矛
盾
な
く
解
決
出
来
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
見
で
は
、
下
冊
の
書
入
を
別
筆
と
認
め
た

と
し
て
も
、
本
行
よ
り
さ
ほ
ど
下
る
も
の
と
は
思
え
ず
、
結
局
本



文
の
書
写
年
代
を
寿
暁
の
生
存
年
代
ま
で
遡
ら
せ
る
の
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

〔
付
記
〕

本
調
査
に
際
し
、
御
所
蔵
の
図
書
・
古
筆
切
の
閲
覧
・
複
写
を
御
許
可

賜
っ
た
諸
文
庫
・
機
関
及
び
佐
藤
道
生
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

〔
追
記
〕

近
時
、
伝
寿
暁
筆
古
今
集
切
一
葉
を
入
手
し
た
。
損
傷
甚
し
く
、

一
部

判
読
し
え
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
左
記
に
翻
字
し
て
お
く
。
書
入
は
な
い
。

家
蔵
(
二
三
・
四
×
一
四
・

O
糎
)

に
人
の
家
に
や
と
り
て
暁
い
て
た
つ
と
て
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き
の
む
ね
き
た
か
あ
っ
ま
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